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1

NetVault Backup Plug-in for SQL    
Server－ はじめに 

• NetVault Backup Plug-in for SQL Server ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for SQL 
Server ： 概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for SQL Server （Plug-in for SQL Server） は、 SQL Serverデータベースのリ

カバリ可能性に対する信頼性を高め、 複雑なスク リ プ ト を作成する必要をな く し ます。 本プ ラグイ ンでは、 Web
ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し て、 集中的な

手段でバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ポリ シーを確立、 設定、 定義できます。 オン ラ イ ン仮想デバイス ・ イ ン
ターフ ェ イス （VDI） およびVSS （ボ リ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービス） によるバッ クア ッ プがサポー ト

されるため、 SQL Serverに関する詳細な知識を習得し ていな く ても、 好みのバッ クア ッ プ方法を実装できます。 
Plug-in for SQL Server によるきめ細かい制御を通じ てすべてのデータベース、 一部のデータベース、 または

個々のデータ ・ フ ァ イルを リ ス ト アでき、 結果的にダウン タ イムを最小限に抑える こ とができます。 また、 本プ
ラグイ ンでは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング （アク テ ィ ブ/パッ シブ）、 AlwaysOn可用性グループ （SQL 
Server 2012以降）、 透過データ暗号化 （TDE） などのSQL Serverの機能がサポー ト されています。

幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが統合されるため、 データの保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧お
よび業務継続性の目標が満た される とい う安心感を得る こ とができます。

主な利点
• プ ラグイ ン ・ システム構築時の信頼性向上 ： Plug-in for SQL Serverを使用すれば、 SQL Serverに関する

詳細な知識を習得し な く ても、 多 く のリ カバリ ・ シナ リ オに対応できるバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを実装
できます。 要件に応じ て最適な方法を選択できます。 VDIを使用する と、 最高の信頼性とパフ ォーマンス

が提供される と同時に、 SQL Serverの幅広いバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア機能がサポー ト されます。

MicrosoftのVSSフ レームワーク を使用する と、 ボ リ ューム ・ バッ クア ッ プの実行中も、 システム上のア

プ リ ケーシ ョ ンが引き続きそのボリ ュームに書き込むこ とができます。 このために複雑なスク リ プ ト を
作成する必要もあり ません。

Plug-in for SQL Serverのバッ クア ッ プ機能には以下のものもあり ます。

▪ ス タ ン ド アロン環境およびク ラス タ環境の保護

▪ VDIまたはVSSベースのオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ
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▪ データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態で、 データベースのフルおよび差
分バッ クア ッ プを実行

▪ 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プおよびTail-Logバッ クア ッ プ （VDIのみ）

▪ コ ピーのみバッ クア ッ プ

▪ フ ァ イルの高度なフルおよび差分バッ クア ッ プ と部分データベースのフルおよび差分バッ クア ッ
プを実行

▪ フ ァ イルス ト リーム保護

▪ データ フ ァ イル ・ レベルまで保護

▪ バッ クア ッ プ圧縮のサポー ト

▪ 損傷を検出するためにリ ス ト ア時に使用するバッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを作成

プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ作業を
おろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 SQL Serverデータが保

護されている こ とが分かっているため、 IT管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： Plug-in for SQL Server を使用する と、 包括的で柔軟なバッ

クア ッ プ ・ ポリ シーを作成する こ とができます。 これによ り スク リ プ ト を作成する手間を省 く こ とがで
きるため、 構文や人的な誤り による リ スクの増大を防ぎます。 リ ス ト アを必要とする対象、 リ ス ト ア元
のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 、 また該当する場合はリ ス ト アする特定時点またはマーク付き ト ラ ンザクシ ョ
ンを選択するだけで、 プ ラグイ ンがリ カバリ を実行するため、 それ以上の操作は不要です。

この他、 Plug-in for SQL Serverは以下のリ ス ト アおよびリ カバリ機能を備えています。

▪ フル、 差分、 および増分リ ス ト ア と、 時間およびマーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ く 特定時点
（PIT） リ ス ト ア

▪ すべてのデータベース、 一部のデータベース、 または個々のデータ フ ァ イルのリ ス ト ア

▪ データ フ ァ イル名の変更

▪ 代替サーバーへのVDIベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

▪ VDIベース ・ バッ クア ッ プを、 ク ラス タ構成からス タ ン ド アロン ・ イ ンス ト ールへリ ス ト ア

▪ デ ィ ザス タ ・ リ カバリ

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス とNetVault Backupとの統合を有効に活用

し ます。 NetVault Backupでは、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とが

できます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、 その

ジ ョ ブを、 複数のSQL Serverデータベースや、 その他の専用データベースで共有される物理テープ ・ ラ

イブ ラ リ、 またはバッ クア ッ プ用の物理テープ ・ ラ イブ ラ リ に複製できます。

Plug-in for SQL Server は、 SQL Server環境が保護され、 障害復旧に備えてオフサイ ト に保存されている

とい う安心感を提供し ます。 同時に、 経験の浅い担当者でも リ ス ト アを実行できるため、 管理者は常時
待機し ている必要がな く な り ます。

機能概要
• ス タ ン ド アロン環境およびク ラス タ環境の保護

• VDIまたはVSSベースのオン ラ イ ン ・ バッ ク ア ッ プ

• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態で、 データベースのフルおよび差分バッ
クア ッ プを実行

• 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プおよびTail-Logバッ クア ッ プ （VDIのみ）

• コ ピーのみバッ クア ッ プ
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• フ ァ イルの高度なフルおよび差分バッ クア ッ プ と部分データベースのフルおよび差分バッ クア ッ プを実
行

• フ ァ イルス ト リーム保護

• データ フ ァ イル ・ レベルまで保護

• バッ クア ッ プ圧縮のサポー ト

• 損傷を検出するためにリ ス ト ア時に使用するバッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを作成

• フル、 差分、 および増分リ ス ト ア と、 時間およびマーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ く PITリ ス ト ア

• 検証のみリ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

• すべてのデータベース、 一部のデータベース、 または個々のデータ フ ァ イルのリ ス ト ア

• データ フ ァ イル名の変更

• 代替サーバーへのVDIベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• デ ィ ザス タ ・ リ カバリ

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ クWebUI

対象ユーザー
本ガイ ドはSQL Serverのバッ クア ッ プおよびリ カバリ を担当するユーザーを対象とする ものです。 SQL Server
の管理について習熟し ている こ と を前提と し ています。 SQL Serverについての知識があれば、 効率的なバッ ク

ア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の定義や、 高度な リ カバリ ・ シナ リ オの実行に役立ちます。

参考資料
Questは、 本プラグイ ンの設定時および使用中に以下のド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用できるよ う準備し て

お く こ と をお勧めし ます。

• SQL Server ド キュ メ ンテーシ ョ ン ：

▪ SQL Server 2017 Books Online ： https://docs.microsoft.com/en-us/sql/sql-server/sql-server-
technical-documentation?view=sql-server-2017

▪ SQL Server 2016 Books Online ： https://docs.microsoft.com/en-us/sql/sql-server/sql-server-
technical-documentation?view=sql-server-2016

▪ SQL Server 2014 Books Online ： http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms130214.aspx

▪ SQL Server 2012 Books Online ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/ms130214(v=sql.110).aspx

▪ SQL Server 2008 R2 Books Online ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/ms130214(v=sql.105).aspx

▪ SQL Server 2008 Books Online ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/ms130214(v=sql.100).aspx

▪ VSS （ボリ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービス） ： http://msdn.microsoft.com/en-
us/library/bb968832.aspx

• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン ：

▪ QuestNetVault Backupイ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backupサーバー

およびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。
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▪ QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backupの使

用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ QuestNetVault BackupCLIリ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ

テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/ja-jp/technical-documentsからダウンロー ド できます。
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2

SQL Serverシステム構築計画 

• システム構築の概要

• ス タ ン ド アロン ・ システム構築

• 高可用性システム構築

システム構築の概要
Microsoftでは、 単一サーバーまたは高可用性環境におけるSQL Serverのシステム構築をサポー ト し ています。

高可用性環境については、 Microsoftでは、 （Microsoft Cluster Service （MSCS） に基づ く ） アク テ ィ ブ/パッ シブ

構成でフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングをサポー ト し ています （SQL Server 2014以前）。 また、 Microsoftで
は、 AlwaysOn可用性グループ （SQL Server 2012以降） を使用する、 （Windows Server フ ェ イルオーバー ・ ク

ラス タ リ ング （WSFC） に基づ く ） アク テ ィ ブ/アク テ ィ ブ構成でのフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングもサ

ポー ト し ています。

上記の環境でのプ ラグイ ンのシステム構築の手順はほぼ同じ です。 これはPlug-in for SQL ServerがSQL Server
データベースをホス ト するサーバーにイ ンス ト ールされるためです。 以下の ト ピ ッ クでは、 SQL Serverの展開

タ イプご とにPlug-in for SQL Serverシステム構築の詳細を説明し ます。

ス タ ン ド アロン ・ システム構築
1つのマシンをNetVault BackupサーバーおよびSQL Serverの両方と し て設定できます。 つま り、 すべてのソ フ

ト ウ ェ アのイ ンス ト ールおよび設定要件を1つのマシンで実行し ます。 ただし、 Questでは、 これら2つのエン

テ ィ テ ィ を別々のマシンで実行する こ と をお勧めし ます。

図1. ス タ ン ド アロン ・ システム構築
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ス タ ン ド アロン ・ システム構築についての重要な考慮事項
• 実行されている環境 （エンテ ィ テ ィ が2つまたは1つ） に関わらず、 SQL Serverが存在するホス ト に

Plug-in for SQL Serverを イ ンス ト ールし ます。

• SQL Serverのレプ リ ケー ト されたデータベースを使用する場合は、 レプ リ ケーシ ョ ン ・ タ イプおよび

バッ クア ッ プ と リ カバリ要件に基づいて、 必要なプ ラグイ ンのラ イセンス番号を取得し て く だ さい。 ま
た、 以下を含む、 SQL Server のレプ リ ケーシ ョ ン環境を構成する各ホス ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ール

し て く だ さい。

▪ ［パブ リ ッ シャ］ ： 実装されているレプ リ ケーシ ョ ン ・ タ イプに関係な く 、 このノ ー ド にプ ラグイ
ンを イ ンス ト ールし ます。

▪ ［デ ィ ス ト リ ビ ュータ］ ： ローカル ・ デ ィ ス ト リ ビ ュータ を使用する場合、 デ ィ ス ト リ ビ ュータは
パブ リ ッ シャ と同じ ノ ー ド で実行されます。 ただ し、 リ モー ト ・ デ ィ ス ト リ ビ ュータ を使用する
場合は、 デ ィ ス ト リ ビ ュータ ・ ホス ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。

▪ ［サブスク ラ イバ］ ： サブスク ラ イバ ・ データベースの変更データ をバッ クア ッ プする場合は、 サ
ブスク ラ イバ ・ ホス ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。 この設定によ り、 リ カバリ後に、 パ
ブ リ ケーシ ョ ン ・ データベース とサブスク リ プシ ョ ン ・ データベースを同期できます。 サブスク
ラ イバ ・ ノ ー ド にプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされていない場合、 リ カバリ後に、 パブ リ ケーシ ョ
ン ・ データベースのパブ リ ケーシ ョ ンに対するすべてのサブスク リ プシ ョ ンを再初期化し ます。

プ ラグイ ンは、 これらのノ ー ド を個々のク ラ イアン ト と し て認識し ます。

高可用性システム構築
アク テ ィ ブ/パッ シブ構成と アク テ ィ ブ/アク テ ィ ブ構成のどち らのシステム構築を行う場合でも、 フ ェ イルオー

バー ・ ク ラス タ リ ングを イ ンス ト ールし、 設定する必要があ り ます。 高可用性システム構築には以下が含まれま
す。

• フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング （アク テ ィ ブ/パッ シブ） （SQL Server 2008 R2以降）

• AlwaysOn可用性グループ （アク テ ィ ブ/アク テ ィ ブ） （SQL Server 2012以降）

高可用性システム構築についての重要な考慮事項
• このガイ ド では、 NetVault Backupのアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラス タ ・ サポー ト を使用し てSQL Server以外

の関連データ /フ ァ イルのバッ クア ッ プ/リ ス ト アを管理する設定手順については説明し ていません。 この

プロセスは本プ ラグイ ン固有のものではあり ません。 この手順について詳し く は、 『QuestNetVault 
Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• Questでは、 次のセクシ ョ ンに進む前に、 『Quest NetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の

すべてのク ラス タ関連情報を確認する こ と をお勧めし ます。 このア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ドは、
本ガイ ド で説明し ている内容がSQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タおよびAlwaysOn可用性グループ

機能と どのよ う に関係し ているかを理解する上で役立ちます。

• AlwaysOn可用性グループを使用する場合、 Questではク ラス タのFQDN （Fully Qualified Domain Name ： 
完全修飾ド メ イ ン名） を使用する こ と をお勧めし ます。 また、 ク ラス タのリ スナIPまたはIPア ド レスを使

用する こ と もできます。

• SQL ServerのAlwaysOn可用性グループまたはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングを設定する場合は、 仮

想ク ラ イアン ト の設定で、 ク ラス タのIPア ド レスではな く 設定済みのSQL Serverのリ スナIPを使用し ま

す。
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フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング
SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング （アクテ ィ ブ/パッ シブ） では、 SQL Serverイ ンス タ ンス全体の

高可用性を実現し ます。 た と えば、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タの1つのノ ー ド で、 障害が発生し た場合、 ある

いは計画されたア ッ プグレー ド を行う際に、 ク ラス タ内の別のノ ー ド にフ ェ イルオーバーするよ うSQL Server
イ ンス タ ンスを設定できます。

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タは、 リ ソース ・ グループ と呼ばれる、 1つ以上のノ ー ド （ホス ト ） と2つ以上の共有

デ ィ スクで構成されます。 リ ソース ・ グループ と、 そのネ ッ ト ワーク名、 ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンまたは
サーバーを構成するIPア ド レスを組み合わせたものを仮想サーバーと呼びます。 ネ ッ ト ワーク上では、 仮想サー

バーは単一のコ ンピ ュータ と し て認識されますが、 現在のノ ー ド が使用不可になった場合は、 ノ ー ド間でのフ ェ
イルオーバーが可能です。

Plug-in for SQL Serverはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ ネ ッ ト ワーク名を使用し て、 SQL Server仮想サーバー

を管理し ている現在のノ ー ド を特定し、 それをバッ クア ッ プ対象とする こ とができます。

同じWindows Serverを使用し てク ラス タ ・ コア ・ リ ソース ・ グループをホス ト し、 アク テ ィ ブなロールを担当

し ている こ と を確認し ます。 ク ラス タ ・ コア ・ リ ソース ・ グループにはIPア ド レス、 ネ ッ ト ワーク名、 および

デ ィ スク監視が含まれます。 仮想ク ラ イアン ト が正常に機能するには、 ク ラス タ ・ コア ・ リ ソース ・ グループを
ホス ト するWindows Server （現在のホス ト ・ サーバーと識別されるホス ト ） が、 アク テ ィ ブなロールを保持す

る ノ ー ド と同じ ノ ー ド にある必要があり ます。 フ ェ イルオーバーが発生し、 アク テ ィ ブなロールは別のホス ト へ
移動するがク ラス タ ・ コア ・ リ ソース ・ グループは移動し ない場合、 仮想ク ラ イアン ト はアク テ ィ ブなホス ト に
アクセスできません。 仮想ク ラ イアン ト はク ラス タのIPア ド レスを、 アク テ ィ ブなロールを担当するサーバーに

対し て解決する必要があり ます。

必要に応じ て （フ ェ イルオーバーの発生後などに）、 Windows PowerShellまたはコ マン ド ・ プロンプ ト を使用し

てク ラス タ ・ コア ・ リ ソース ・ グループをアク テ ィ ブなホス ト に移動し ます。

PowerShellの例 ： Move-ClusterGroup "Cluster Group" –node <ClusterNodeName>

コマン ド ・ プロンプ ト の例 ： cluster group "Cluster Group" /Move:<ClusterNodeName>

AlwaysOn可用性グループ
本プ ラグイ ンは、 WSFCク ラス タの最上位に作成し たAlwaysOn可用性グループで使用できます。 データのバッ

クア ッ プだけでな く 、 本プ ラグイ ンでは、 リ ス ト ア ・ プロセス中のプ ラ イマ リ ・ レプ リ カおよびセカ ンダ リ ・ レ
プ リ カの追加および削除を管理できます。 これによ り、 SQL Server Management Studioを使用し てレプ リ カ を

追加および削除する必要がな く な り ます。

プ ラグイ ンで、 仮想ク ラ イアン ト がAlwaysOn可用性グループで実行中である こ と を識別するには、 選択ツ リー

の該当する仮想ク ラ イアン ト の下にある ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド に有効な認証情報を入力し ます。 プ ラ
グイ ンがその認証情報を使用し て、 グループのメ ンバーである少な く と も1つのSQL Serverイ ンス タ ンスにログ

イ ンできる必要があり ます。 詳細は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

重要 ： NetVault Backupの用語では、 ク ラス タ ・ ノ ー ド を仮想ク ラ イアン ト と呼びます。 基本的に、

Plug-in for SQL Serverでの仮想ク ラ イアン ト は、 SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境または

AlwaysOn可用性グループの仮想サーバーを指し ます。

メ モ ： Questでは、 AlwaysOn可用性グループに100個以内のデータベースを含むバッ クア ッ プを作成する

こ と をお勧めし ます。 マシン1台あた りの可用性グループ と可用性データベースの最大数には、 強制的な制

限があり ます。 データベースの実際の数は、 ハー ド ウ ェ ア ・ ラ イセンス情報、 リ ソース、 負荷に応じ て異
な り ます。 ただ し、 Microsoftの文書による と、 物理マシン1台に対し て、 可用性グループ10件とデータ

ベース100件での拡張テス ト が行われています。 詳細については、 次を参照し て く だ さい。
https://docs.microsoft.com/en-us/sql/database-engine/availability-groups/windows/prereqs-restrictions-
recommendations-always-on-availability
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図2. AlwaysOnシステム構築

AlwaysOnフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング ・ イ ンス タ ンス

ノ ー ド 2台で構成されるSQL Server AlwaysOn可用性グループ ・ ク ラス タ リ ングでプラグイ ンを使用できます。

こ こで、 各ノ ー ド自体はWSFCフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ で、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ2台が物理的に異

なる位置にあり、 手動のフ ェ イルオーバーは1つだけ許可されています。

この場合、 イ ンス タ ンスのいずれか （た と えば 「SQLinstance」） が、 AlwaysOnグループで 「プ ラ イマ リ」 の役

割を担う フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ で実行されるSQL Serverのイ ンス タ ンスです。 も う片方のイ ンス タ ンス

（た と えば 「SQLDRinstance」） は、 「セカ ンダ リ」 の役割を担う フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ で実行されるSQL 
Serverのイ ンス タ ンスです。

各イ ンス タ ンスでログイ ンが同一である場合は、 選択ツ リーの適切な仮想ク ラ イアン ト の下にある ［すべてのイ
ンス タ ンス］ ノ ー ド に有効な認証情報を入力し ます。

各イ ンス タ ンスでログイ ンが異なる場合は、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド の下に リ ス ト されているそれぞれ
のイ ンス タ ンスに対し て有効な認証情報を入力し ます。 イ ンス タ ンスがリ ス ト されていない場合は、 イ ンス タ ン
スの追加操作で認証情報を各イ ンス タ ンスに入力し ます。

AlwaysOnフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ イ ンス タ ンスに対し てNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を作成し てい

る場合は、 AlwaysOnグループを構成する2個のフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ イ ンス タ ンスのう ちいずれか1台
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の仮想ネ ッ ト ワーク名のIPア ド レス （Virtual IP） を指定し ます。 プラ イマ リ またはセカ ンダ リの役割を備えたイ

ンス タ ンスの仮想IPア ド レスを指定できます。 ただ し、 セカ ンダ リの役割を備えたイ ンス タ ンスがNetVault 
Backupサーバーから離れた場所にある場合、 Questでは、 プ ラ イマ リの役割を備えたイ ンス タ ンスの仮想IPア ド

レスを使用し てパフ ォーマンスを上げる こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プを実行する際、 レプ リ カ選択アルゴ リズムをプ ラ イマ リ （デフ ォル ト のアルゴ リズム） に設定する
必要があり ます。 セカ ンダ リ ・ レプ リ カ選択アルゴ リズムを使用し て実行中のバッ クア ッ プは、 セカ ンダ リ ・ イ
ンス タ ンスがNetVault BackupServerから離れた場所にあるためにパフ ォーマンスが遅 く なる こ とがあり ます。

NetVault Backupポリ シー管理
NetVault Backupジ ョ ブ ・ ポ リ シーを使って、 1つまたは複数の類似する ク ラ イアン ト を対象にし た1つまたは複

数のジ ョ ブを実行できます。

組織のSQL Serverク ラ イアン ト を通じ てNetVault Backupジ ョ ブ ・ ポ リ シーを使用する場合、 Questでは、 異な

るSQL Serverに導入されているSQL Serverイ ンス タ ンスにできるだけ汎用的な名前を使用する こ と を強 く お勧

めし ます。 イ ンス タ ンスが存在するマシンに関連付けられている名前や独特の名前は使用し ないで く だ さい。

独特の名前のイ ンス タ ンスに対し て生成されたジ ョ ブは、 一般に、 組織内の他のSQL Serverク ラ イアン ト に移

植する こ とはできません。 汎用的なイ ンス タ ンス名を使用する と、 影響を受ける ク ラ イアン ト すべてに対する移
植性とポリ シー管理が向上し ます。 このよ う にし て、 組織内で異なるSQL Serverク ラ イアン ト に適用できる

NetVault Backupジ ョ ブ ・ ポ リ シーを作成できます。

詳細は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の 「ポリ シーの管理」 を参照し て く だ さい。
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3

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• イ ンス ト ールの前提条件

• ス タ ン ド アロン環境へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• 高可用性環境へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンのラ イセンス

• ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグイ ンの削除

• SQL Serverイ ンス タ ンスの削除

イ ンス ト ールの前提条件
要件は、 設定に応じ て異な り ます。

• ス タ ン ド アロン ・ システム構築の前提条件

• 高可用性システムのその他の前提条件

ス タ ン ド アロン ・ システム構築の前提条件
Plug-in for SQL Serverのイ ンス ト ール前に、 SQL Serverをホス ト するマシンに以下のソ フ ト ウ ェ アがイ ンス

ト ールされ、 設定されている こ と を確認し ます。

• NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア ： SQL Serverと し て構成されたマシン上

に、 少な く と も ク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンのNetVault Backupソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールする必要があ

り ます。

• SQL Serverソ フ ト ウ ェ ア ： サポー ト されているバージ ョ ンのSQL Serverがマシンで実行されている必要

があり ます。 サポー ト されているバージ ョ ンのリ ス ト については、 https://support.quest.com/ja-
jp/technical-documentsにある 『Quest NetVault Backup互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• SQL Server VSS Writerサービス ： SQL Server データベースのVSSバッ クア ッ プ戦略を実装する場合は、

SQL Server VSS Writerサービスが稼働し ている必要があり ます。 SQL Server VSS Writerは自動的にイ

ンス ト ールされますが、 自動的には開始されません。 VSSバッ クア ッ プを有効にするには、 Windows
サービス ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 Questでは、 このサービスのス ター ト ア ッ プのタ イプを ［自

動］ に設定する こ と をお勧めし ます。

高可用性システムのその他の前提条件
Plug-in for SQL Serverを イ ンス ト ールする前に、 以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• Microsoft SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングまたはAlwaysOn環境の設定 ： 適切に設定し

た環境が必要です。
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▪ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングは、 SQL ServerStandard EditionおよびEnterprise Editionでの

みサポー ト されます。 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングのイ ンス ト ールについて詳し く は、
SQL Server 20xxオン ラ イ ン ・ ブ ッ クの 「Failover Clustering」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

▪ AlwaysOnにはSQL Server 2012以降が必要です。 また、 AlwaysOnは、 Windows 2008 R2以降でサ

ポー ト されています。 詳し く は、 以下のMicrosoftのド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/hh510230(v=sql.120).aspx

▫ SQL Server 2012については次を参照し て く ださい。 https://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/hh510230(v=sql.110).aspx

▫ SQL Server 2014については次を参照し て く ださい。 http://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/hh510230(v=sql.120).aspx

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backupサーバーと し て使用するマシンを

設定し、 SQL Serverク ラス タの外部に配置する必要があ り ます。 このマシンでは、 ク ラス タ内のノ ー ド

（ホス ト ） にネ ッ ト ワーク接続を行う必要です。

ス タ ン ド アロン環境へのプ ラグイ ンのイ
ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド
個々のシステムに1つずつプ ラグイ ンを イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド できます。 WebUI から展開タ スク を

作成し、 指定し たマシンにパッ ケージをプ ッ シュする こ と で、 複数のマシンにプ ラグイ ンを展開する こ と もでき
ます。 この方法は、 Windowsベースのマシンへの、 新規およびア ッ プグレー ドの両方のイ ンス ト ールに使用でき

ます。 マシンにパッ ケージを イ ンス ト ールする と、 新規のマシンは自動的にNetVault Backupサーバーに追加さ

れます。

• ローカル ・ イ ンス ト ールの実行

• リ モー ト ・ イ ンス ト ールの実行

ローカル ・ イ ンス ト ールの実行
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 SQL Serverがあるマシンを選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの.npkイ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ

ンス ト ール用CDや、 Webサイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ールCDでは、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはOSによ って異な り ます。

5 「sql-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxxはバージ ョ ン番号と プラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 イ ンス ト ールを開始するには、 [プ ラグイ ンのイ ンス ト ール]を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

リ モー ト ・ イ ンス ト ールの実行
このプロセスはプ ラグイ ン固有のものではあり ません。 詳細については、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト

レーターズ ・ ガイ ド』 のク ラ イアン ト およびプ ラグイ ン ・ パッ ケージの展開に関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さ
い。
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1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール/ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク

し ます。

3 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択/ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンにNetVaultソ フ ト ウ ェ アを イ ン

ス ト ール］ を選択し ます。

4 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 利用可能な リ ポジ ト リ を選択し ます。

5 ［NetVaultプ ラグイ ン ・ パッ ケージの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログで、 フ ァ イル 「sql-x-x-x-x-x.npk」 （xxxxxはバージ ョ ン番号と

プ ラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ン ・ フ ァ イルは展開表に表示されます。

7 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［NetVaultソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで適切なマシンを選択し ます。

9 ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールする場合、 ［既存のNetVaultク ラ イアン ト ・ イ ンス ト ールのア ッ プグレー

ド を許可］ を選択し ます。

10 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール/ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

ステータ スが次のページに表示されます。

11 プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされたら、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てプロセスを完了し ます。

高可用性環境へのプラグイ ンのイ ンス
ト ールまたはア ッ プグレー ド

高可用性環境でのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールでは、 NetVault Backupサーバーに仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。

仮想ク ラ イアン ト とは、 ク ラス タ内のノ ー ドのグループです。 このグループは、 NetVault Backupサーバーから

は、 1つのク ラス タ化された リ ソース （SQL Server仮想サーバーなど） をバッ クア ッ プするために作成される、

1つのク ラ イアン ト と し て認識されます。 仮想ク ラ イアン ト の作成プロセスでは、 プラグイ ンがNetVault Backup
サーバーから ク ラス タ内の選択し た ノ ー ド に転送され、 そこにイ ンス ト ールされます。

仮想ク ラ イアン ト の作成
前述のとお り、 仮想ク ラ イアン ト 作成プロセスは、 本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手順について
詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 ただし、 仮想ク ラ

イアン ト 作成プロセス中は、 以下の点を考慮する必要があ り ます。

• 仮想ク ラ イアン ト に名前を付ける ： Questでは、 SQL Serverに割り当てられた仮想サーバーのネ ッ ト ワー

ク名 （つま り、 FQDN （Fully Qualified Domain Name ： 完全修飾ド メ イ ン名）） を、 NetVault Backup仮想

ク ラ イアン ト 名と し て使用する こ と を強 く お勧めし ます。 NetVault Backupでは、 仮想ク ラ イアン ト を参

照する と きに、 ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを管理し ている ノ ー ド が特定され、 そのSQL Serverイ ンス

タ ンスが表示されます （［NetVault Backup選択］ ページなど）。 仮想ク ラ イアン ト 名と し てSQL Server
の仮想サーバー ・ ネ ッ ト ワーク名と同じ名前を設定し ておけば、 作成された仮想ク ラ イアン ト に対応す
るSQL Serverイ ンス タ ンスを識別できます。

• 関連する ク ラス タ ・ ノ ー ドのみを仮想ク ラ イアン ト に追加する ： バッ クア ッ プ/リ ス ト ア対象のSQL 
Server仮想サーバーに関連するホス ト のみを含めます。

仮想ク ラ イアン ト の作成後、 プ ラグイ ンはすべての指定ク ラス タ ・ ノ ー ド に転送され、 ローカルにイ ンス ト ール
されます。 仮想ク ラ イアン ト でイ ンス ト ールされたプ ラグイ ンを使用し て、 共有データ をバッ クア ッ プ/リ ス ト

アできます。 ク ラス タ内で共有されているデータのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのみを実行できます。
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同一ク ラス タ内での複数のSQL Server仮想サー

バーの使用
SQL Serverでは、 1つのク ラス タ内に複数の仮想サーバーを作成する こ とができます。 ただ し、 各仮想サーバー

で実行できるSQL Serverイ ンス タ ンスは1つのみです。 この設定でPlug-in for SQL Serverを使用する場合は、 前

述し た要件に加え、 以下の要件も考慮し ます。

各SQL Server仮想サーバーに対し てNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を1つずつ作成し ます。 各仮想サーバー

は独自のネ ッ ト ワーク名と IPア ド レスを持ち、 NetVault Backupでは別々の仮想ク ラ イアン ト と し て表示されま

す。

• 各SQL Server仮想サーバーに対し てNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を1つずつ作成する ： ク ラス タの

各SQL Server仮想サーバーで、 個別の仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。 作成時には、 以下を実行し ます。

▪ SQL Server仮想サーバーのIPア ド レス ： ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページの ［仮想ク ラ イアン ト ・ ア

ド レス］ フ ィ ールド に、 適切なSQL Server仮想サーバーに割り当てられたIPア ド レスを入力し ま

す。 た と えば、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タの2つのSQL Server仮想サーバーのう ち最初のSQL 
Server仮想サーバーを作成するには、 最初の仮想サーバーに割り当てられたIPア ド レスを入力し

ます。

▪ 仮想ク ラ イアン ト にSQL Server仮想サーバーのネ ッ ト ワーク名に対応する名前を付ける ： ［仮想

ク ラ イアン ト 名］ フ ィ ールド に、 SQL Server仮想サーバーに関連付けられたネ ッ ト ワーク名を入

力し ます。

図3. 複数の仮想サーバーが含まれる ク ラス タ環境での最初のSQL Server仮想サーバーに対応する仮想ク

ラ イアン ト の作成

• 次のNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を作成する前にnvsqlserver.cfgフ ァ イルを コ ピーする ： 新規に

仮想ク ラ イアン ト を作成する と、 ログイ ン詳細情報を含む設定フ ァ イルが上書き されるため、 Questは以

下の手順を実行する こ と をお勧めし ます。

1 安全な場所に最初のnvsqlserver.cfgフ ァ イルのコ ピーを格納し ます。

このフ ァ イルは、 以下のパスに格納されています。 \\<NetVault Backupイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト

リ>\config

2 次の仮想ク ラ イアン ト を作成し、 そのnvsqlserver.cfgフ ァ イルのコ ピーを安全な場所に格納し ま

す。 以降、 新規仮想ク ラ イアン ト を作成するたびに、 この手順を繰り返し ます。

それぞれにSQL Server仮想サーバーのネ ッ ト ワーク名と IPア ド レスを正し く 入力し ます。

3 仮想ク ラ イアン ト を作成し終えたら、 ［Security-<イ ンス タ ンス名>］ および ［ServerList:List］
セクシ ョ ンでその情報を、 各nvsqlserver.cfgフ ァ イルから プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド上に格納されてい

るnvsqlserver.cfgフ ァ イルの同じ セクシ ョ ンへコ ピーし ます。

4 仮想ク ラ イアン ト を参照し た場合は、 ［NetVault Backup選択］ ページを閉じ てから再度開きま

す。
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プラグイ ンのラ イセンス
本プ ラグイ ンは、 共有データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのみをサポー ト し ています。 SQL Serverフ ェ イル

オーバー ・ ク ラス タ またはAlwaysOn環境で必要な仮想ク ラ イアン ト のク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ ラ イセン

スは1つのみです。

ラ イセンス ・ キーの入手などの手続きについて詳し く は、 『QuestNetVault Backupイ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』

を参照し て く だ さい。

ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグ
イ ンの削除
高可用性システムでのPlug-in for SQL Serverの削除について詳し く は、 『Quest NetVault Backupア ド ミ ニス ト

レーターズ ・ ガイ ド』 でク ラ イアン ト ク ラス タに関する該当する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for SQL 
Server］ を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

SQL Serverイ ンス タ ンスの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス ト の隣

り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し て、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド をダブル ・ ク リ ッ

ク し て、 次に適切なイ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し て、 それを選択し ます。

4 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［削除］ を選択し ます。

5 確認メ ッ セージが表示されたら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

注意 ： プラグイ ンを削除し ても作成済みの構成設定は削除されません。 プラグイ ンの再イ ンス ト ールまた
は新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールを行う場合、 リ リース ・ ノ ー ト に記載がない限り、 プラグイ ンでは通
常、 以前のイ ンス ト ールと同じ構成設定が使用されます。
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4

プ ラグイ ンの設定

• 認証の詳細を設定する

• NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト の設定

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定

• ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ ンスにログオン認証情報を入力

• ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ ンス ・ レベルでのイ ンス タ ンスの設定

• 特定のSQL Serverイ ンス タ ンスにデフ ォル ト のログオン認証情報を入力

• SQL ServerのTCP/IPポー ト 変更

• SQL Server 2012以降に対するSQL Server認証の設定

• サービス探索用のド メ イ ン管理者アカウン ト の設定

認証の詳細を設定する
バッ クア ッ プを実行する前に、 認証モー ド、 ユーザー名、 パスワー ド など、 プ ラグイ ンの認証の詳細を設定し ま
す。 ［設定］ ダイアログを使用し てこの情報を指定し ます。

［設定］ ダイアログで入力し た情報は、 ス タ ン ド アロン ・ システムにク ラ イアン ト を設定し ているか、 または
SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ またはAlwaysOn可用性グループのNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト に

対し てク ラ イアン ト を設定し ているかに応じ て適用されます。 ス タ ン ド アロン ・ ク ラ イアン ト の設定を入力する
と、 選択ツ リーで選択時に設定がク ラ イアン ト から生成されたすべてのバッ クア ッ プに適用されます。 SQL 
Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ またはAlwaysOn可用性グループをサポー ト する仮想ク ラ イアン ト を使用す

る場合、 ク ラス タ またはグループ内の特定のイ ンス タ ンスに入力し た認証情報は同じ ク ラス タ またはグループ内
のすべてのノ ー ド に使用されます。 ク ラス タ またはグループについて ［設定］ ダイアログに入力し たすべての情
報はNetVault Backupサーバーに保持されます。 これは、 プラグイ ンがイ ンス ト ールされたサーバーに情報が保

持されるス タ ン ド アロン ・ システムとは異な り ます。

認証モー ド
SQL Serverは、 Windows認証とSQL Server認証の2種類の認証モー ド を提供し ています。

• Windows認証 ： Windows認証を使用する場合、 Microsoft Windowsユーザー ・ アカウン ト で接続し ます。

SQL Serverは、 Windowsオペレーテ ィ ング ・ システムの情報を使用し て、 アカウン ト 名とパスワー ド を

検証し ます。 この方法はデフ ォル ト であり、 Windows認証とSQL Server認証を組み合わせて使用する混

合モー ド よ りはるかにセキュ リ テ ィ に優れています。

Windows認証ではKerberosセキュ リ テ ィ ・ プロ ト コルを使用し、 強力なパスワー ドの複雑性が検証され

る とい う点でパスワー ド ・ ポリ シーが強化されています。 また、 アカウン ト ・ ロ ッ クアウ ト をサポー ト
し、 パスワー ドの有効期限にも対応し ています。 Microsoftは、 SQL ServerでWindows認証モー ド を使用

する こ と を強 く 推奨し ています。

• SQL Server認証 ： SQL Server認証をSQL Server 2008以前で使用する場合、 sysadminの役割を持つSQL 
Serverユーザーのユーザー名とパスワー ド を指定する必要があ り ます。 SQL Server認証をSQL Server 
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2012以降で使用する場合、 sysadminの役割はサポー ト されません。 ただ し、 管理者などのド メ イ ン ・

ユーザー ・ アカウン ト にsysadminのロールを割り当てた り、 権限を持つ ド メ イ ン ・ ユーザーに設定され

た ［ログオン ・ アカウン ト ］ オプシ ョ ンを使用し て実行されるよ う にSQL Serverサービスを設定し た り

する こ とができます。 ド メ イ ンに含まれていないシステムの場合、 役割をローカル ・ ユーザーに割り当
てた り、 権限を持つローカル ・ ユーザーの下で実行されるよ う にSQL Serverサービスを設定し た りする

こ とができます。 詳細は、 「SQL Server 2012以降に対するSQL Server認証の設定」 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト の設定
NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を イ ンス ト ール （または再イ ンス ト ール） 後、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア

を実行する前に、 NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト が設定されている こ と を確認し て く だ さい。 仮想ク ラ イア

ン ト の設定プロセスは、 SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングまたはAlwaysOn可用性グループのどち

ら を使用し ているかによ って異な り ます。

SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ システムの仮想ク

ラ イアン ト を設定するには
SQL Serverフ ェ イルオーバー ・ システム内で、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タの全ノ ー ド でSQL Server Browser 
Serviceが実行されている場合、 SQL Serverフ ェ イルオーバー仮想イ ンス タ ンスが自動的に検出されます。 それ

以外の場合、 ［イ ンス タ ンスの追加］ 操作を使用し てSQL Serverフ ェ イルオーバー仮想イ ンス タ ンスを追加する

には、 次の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 選択ツ リーで、 新たに作成し た仮想ク ラ イアン ト を開きます。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し て、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド をダブル ・ ク リ ッ

ク し ます。

4 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［設定］ を選択し ます。

5 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。 詳細は、 「認証の詳細を設定する」 を参照し て く だ さい。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 オプシ ョ ン と し て、 その他のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成や、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド上で既存バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブの変更が見込まれる場合は、 以下の手順を実行し ます。

a プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド をセカ ンダ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イルオーバーし ます。

b ステ ッ プ1からステ ッ プ6を繰り返し ます。

c プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イル ・ バッ ク し ます。

お使いの環境で同じ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ内の複数の仮想サーバーを使用し ている場合は、 各仮想SQL
サーバーに対し てNetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を作成し、 作成し た仮想ク ラ イアン ト ご とに前述し た手順

を実行し ます。

重要 ： ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド にク ラス タ ・ イ ンス タ ンス
を追加し ます。 イ ンス タ ンスを追加する必要がある場合は、 SQL Serverク ラス タ名をVIRTUAL 
SERVER NAME\INSTANCE NAMEの形式で指定できます。
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AlwaysOn可用性グループ ・ システムの仮想ク ラ

イアン ト の設定
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス ト の隣

り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 選択ツ リーで、 新たに作成し た仮想ク ラ イアン ト を開きます。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し ます。

4 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 グループ内のSQL Serverイ ンス タ ンスにアクセスするためのデフ ォル

ト ・ ユーザーと し て使用される ド メ イ ン ・ ユーザーの認証情報を入力し ます。

5 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。 詳細は、 「認証の詳細を設定する」 を参照し て く だ さい。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定
以下の ト ピ ッ クで説明する設定はすべてのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ、 および個々のク ラ イアン ト に
適用されます。 ログオン設定を追加する こ と もできます。 詳細については、 「ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ
ンスにログオン認証情報を入力」 と 「特定のSQL Serverイ ンス タ ンスにデフ ォル ト のログオン認証情報を入力」

を参照し て く だ さい。

1 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにアクセス し ます。

▪ AlwaysOn可用性グループに含まれるス タ ン ド アロン ・ ク ラ イアン ト またはク ラ イアン ト の場合、

以下の手順を実行し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

b 必要に応じ て、 ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

c ［ク ラ イアン ト 設定］ を選択し た場合は、 適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク
リ ッ ク し ます。

d ［設定］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

e ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［Plug-in for SQL Server］ セクシ ョ ンを見つけます。

▪ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ で使用される仮想ク ラ イアン ト の場合、 以下の手順を実行し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］
リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

b 選択ツ リーで、 適切な仮想ク ラ イアン ト を開きます。

c ［Plug-in for SQL Server］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択

し ます。

2 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。

▪ ［チ ェ ッ クサム時に検出されたエラー］ ： SQL Serverでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アのチ ェ ッ

クサムの実行中にエラーが検出された場合に実行するアクシ ョ ンを指定できます。 チ ェ ッ クサ
ム ・ エラーが検出された場合のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを指定するには、 リ ス ト から以下のいず
れかのオプシ ョ ンを選択し ます。

重要 ： この初期設定の他に、 NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト のSQL Serverイ ンス タ ンスの設定

詳細を入力する こ と もできます。 この情報は、 [すべてのイ ンス タ ンス]レベルまたは個別のイ ンス

タ ンス ・ レベルで入力できます。 このプロセスは、 認証の詳細を設定するの説明と同様に機能し ま
す。
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

プ ラグイ ンの設定
22



▫ ［エラー後も続行］ ： このオプシ ョ ンは、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ール時に設定されるデフ ォ
ル ト 設定です。 この値を選択し た場合、 チ ェ ッ クサム ・ エラーが検出されても、 バッ ク
ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブは続行されます。

▫ ［エラー時に停止］ ： これをデフ ォル ト ・ アクシ ョ ン と し て設定するには、 このオプシ ョ ン
を選択し ます。 この値を選択し た場合、 チ ェ ッ クサム ・ エラーが検出される と、 バッ ク
ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブは停止し ます。

▪ ［差分または増分のバッ クア ッ プで検出された新規データベース］ ： このフ ィ ールドはオン ラ イ ン
VDIバッ クア ッ プにのみ適用されます。 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ バッ クア ッ プまたは差分データ

ベース ・ バッ クア ッ プ中に新しいデータベースが検出され、 ［NetVault Backup選択］ ページで

［イ ンス タ ンス ・ ノ ー ド］ が選択されている場合、 新しいデータベースを無視するか、 そのデータ
ベースのフル ・ バッ クア ッ プを実行するかを選択できます。 リ ス ト から利用可能なアクシ ョ ンを
選択する こ とによ り、 このアクシ ョ ンを ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プおよび差分デー
タベースのバッ クア ッ プに対し てグローバルに設定できます。

▫ ［フル ・ データベースのバッ クア ッ プ］ ： このオプシ ョ ンは、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ール時
に設定されるデフ ォル ト 設定です。 最後に実行されたフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プ
以降に追加されたすべてのデータベースのフル ・ バッ クア ッ プを実行するには、 このオプ
シ ョ ンを選択し たままの状態にし ます。

▫ ［無視］ ： 最後に実行されたフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プ以降に作成されたデータ
ベースを無視するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 つま り、 最後のバッ クア ッ プ後に
作成されたデータベースは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ バッ クア ッ プまたは差分データ
ベース ・ バッ クア ッ プから除外されます。

▪ ［Undoフ ァ イルのス タ ンバイ ・ リ ス ト ア］ ： ス タ ンバイ ・ リ ス ト アを実行するには、 プ ラグイ ンに

一時的なUndoフ ァ イルが必要です。 これは、 ［復元後のアクシ ョ ン］ フ ィ ールドが ［STANDBY設

定時］ に設定されている場合のみ必要です。

このフ ィ ールド で一時UNDO.DATフ ァ イルへのデ ィ レ ク ト リ ・ パスを指定し ます。

▪ ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ ： このエラー状態が発生し た場合、 プ ラグイ
ンは以下のいずれかを実行できます。

▫ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］

とい う ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］

とい う ステータ スが返されます。 エラーはNetVault Backupバイナリ ・ ログに記録され、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブ失敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ失敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ
ト は保持されません。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も
削除されます。

以下のいずれかの状況が発生し た場合、 本プ ラグイ ンは ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不
完全の場合］ 設定を上書き し、 画面に示すとお りの処理を実行し ます。

▫ 致命的なエラーが発生し た場合、 ジ ョ ブは 「バッ クア ッ プ失敗」 ステータ スを返し ます。

▫ バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト が読み取り専用フ ァ イルグループであるデータベース上で、 部
分バッ クア ッ プまたは差分部分データベースのバッ クア ッ プが実行された場合、 ジ ョ ブは
［バッ クア ッ プは警告で完了し ま し た］ ステータ スを返し ます。

▪ ［VSSリ ス ト ア時に使用する メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト ］ ： MTF、 CPIO、 またはDefaultと入力する

か、 空白のままにし ます。

▫ MTF、 Default、 または空白 ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト がテープベースの場合、 プラグイ

ンは常にMTFフ ォーマ ッ ト を使用し ます。 テープ ・ ターゲッ ト がLinuxまたはUNIXを使用
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し ていても、 この動作が使用されます。 本バージ ョ ンおよび最近のバージ ョ ンのプ ラグイ
ンが生成するバッ クア ッ プからのリ ス ト アの場合、 MTFは常に利用可能です。 この設定を

入力する必要はあり ません。 Defaultを入力するか、 空白のままにする とMTFと入力し たの

と同じにな り ます。

▫ CPIO ： Questでは、 この設定は、 サポー ト から指示されない限り使用し ません。 前のバー

ジ ョ ンのプ ラグイ ンでLinuxベースのテープ ・ ターゲッ ト に作成後書き込まれたバッ クア ッ

プを、 この設定を使用し て リ ス ト アするよ う にQuestがお願いする こ とがあり ます。

▪ msdbデータベースを リ ス ト アする と きに、 SQL Service Agentのステータ スを確認し ます。 リ ス

ト ア ・ ジ ョ ブにmsdbデータベースが含まれている場合は、 このオプシ ョ ンを使用し て、 SQL 
Serverサービス ・ エージ ェ ン ト の実行ステータ スを確認するよ う にプ ラグイ ンに指示し ます。

msdbデータベースを リ ス ト ア し、 データベースへの排他的アクセスを確保するには、 SQL 
Serverサービス ・ エージ ェ ン ト が実行中であってはな り ません。

このオプシ ョ ンが選択されていて、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブにmsdbデータベースが含まれている場合、

プ ラグイ ンは、 SQL Serverサービス ・ エージ ェ ン ト のステータ スをチ ェ ッ ク し ます。 エージ ェ ン

ト が実行されている場合は、 msdbデータベースのリ ス ト アを試行する前に、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが

失敗し ます。

このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 プ ラグイ ンはSQL Serverサービス ・ エージ ェ ン ト のス

テータ スを確認せず、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを続行し ます。 エージ ェ ン ト が実行されていない場合は
ジ ョ ブが成功し、 エージ ェ ン ト が実行されている と失敗し ます。

▪ AlwaysOn可用性グループ ・ ク ラス タ ： このオプシ ョ ンを使用し て、 環境がAlwaysOn可用性グ

ループで構成されている こ と をプ ラグイ ンに通知し ます。 AlwaysOn可用性グループが検出された

場合、 プ ラグイ ンは自動的にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

3 設定を保存するには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

4 AlwaysOn可用性グループのク ラ イアン ト を設定する場合、 グループ内の各ク ラ イアン ト に対し前述の手

順を繰り返し ます。

ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ ンスに
ログオン認証情報を入力
すべてのイ ンス タ ンスが同じ ログオン認証情報を使用する場合、 この手順を使用し てデフ ォル ト の認証情報を指
定し ます。 プ ラグイ ンによ り名前とパスワー ド を省略し、 NetVaultプロセス ・ マネージャ ・ サービスに定義され

た ［ログオン ・ アカウン ト ］ アカウン ト 情報を使用する こ と もできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス ト の隣
り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

ク ラ イアン ト ・ ノ ー ドはス タ ン ド アロン ・ サーバーまたは仮想ク ラ イアン ト です。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し ます。

4 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

5 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。

▪ ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ ： SQL Serverイ ンス タ ンスに設定されている認証モー ド に応

じ て、 Windows管理者アカウン ト またはSQL Server管理者アカウン ト を指定できます。 Windows

重要 ： このオプシ ョ ンについては空白のままにし、 NetVault Backupにフ ォーマ ッ ト を決定

させる こ と をQuestはお勧めし ます。 テープからのリ ス ト アが失敗し て、 デフ ォル ト の

フ ォーマ ッ ト よ り も優先させる必要がある場合のみこのオプシ ョ ンを変更し ます。 詳細は、
「 ト ラブルシューテ ィ ング」 を参照し て く だ さい。
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管理者アカウン ト を指定するには、 このフ レームで ［Windows］ オプシ ョ ンを選択し ます。 SQL 
Server管理者アカウン ト を指定する場合は、 ［SQL Server］ オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ログイ ン詳細］ ： ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ セクシ ョ ンで選択し たオプシ ョ ンに応じ
て、 このセクシ ョ ンに適切なアカウン ト 情報を入力し ます。

▫ Windows認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： ローカルまたはド メ イ ンのいずれかのWindows 
Administratorユーザー名を指定し ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

- ［Windowsド メ イ ン］ ： ［Administratorユーザー名］ フ ィ ールド に ド メ イ ン ・ アカ

ウン ト を指定し た場合、 そのド メ イ ンの名前を入力し ます。 ローカル管理者ユー
ザー名を指定し た場合は、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

- ログイ ン ・ タ イムアウ ト （秒） （0=タ イムアウ ト が無効） ： このオプシ ョ ンでは、 イ

ンス タ ンスがログイ ンの試行からSQL Serverイ ンス タ ンスに戻るまでの待機時間を

秒単位で指定し ます。 デフ ォル ト では、 タ イムアウ ト 値は30秒に設定されています

が、 特定のSQL Serverイ ンス タ ンスのネ ッ ト ワーク遅延の値を変更する こ とができ

ます。 使用できる最大数は800秒です。 値が0に設定されている場合、 オプシ ョ ンは

無効にな り ます。

▫ SQL Server認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： sysadminの役割を持つSQL Serverユーザーを指定し

ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

- ログイ ン ・ タ イムアウ ト （秒） （0=タ イムアウ ト が無効） ： このオプシ ョ ンでは、 イ

ンス タ ンスがログイ ンの試行からSQL Serverイ ンス タ ンスに戻るまでの待機時間を

秒単位で指定し ます。 デフ ォル ト では、 タ イムアウ ト 値は30秒に設定されています

が、 特定のSQL Serverイ ンス タ ンスのネ ッ ト ワーク遅延の値を変更する こ とができ

ます。 使用できる最大数は800秒です。 値が0に設定されている場合、 オプシ ョ ンは

無効にな り ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ ンス ・
レベルでのイ ンス タ ンスの設定
コ ンテキス ト ・ メ ニューの ［イ ンス タ ンスの追加］ オプシ ョ ンは、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ドの下にイ ン
ス タ ンスを追加する際に役立ちます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのイ ンス タ ンス ・ ノ ー ドが選択済みの場合に利
用できます。 このオプシ ョ ンは ［設定］ オプシ ョ ンに類似し ていますが、 このオプシ ョ ンではSQL Serverイ ン

ス タ ンスの名前を正確に指定し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス ト の隣
り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

ク ラ イアン ト ・ ノ ー ドはス タ ン ド アロン ・ サーバーまたは仮想ク ラ イアン ト です。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し ます。

重要 ： このオプシ ョ ンを選択できるのは、 SQL Serverの認証モー ド が混合モー ド /SQL認証

に設定されている場合のみです。
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4 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［イ ンス タ ンスの追加］ を
選択し ます。

5 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。

▪ ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ ： SQL Serverイ ンス タ ンスに設定されている認証モー ド に応

じ て、 Windows管理者アカウン ト またはSQL Server管理者アカウン ト を指定できます。 Windows
管理者アカウン ト を指定するには、 このフ レームで ［Windows］ オプシ ョ ンを選択し ます。 SQL 
Server管理者アカウン ト を指定する場合は、 ［SQL Server］ オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ログイ ン詳細］ ： ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ セクシ ョ ンで選択し たオプシ ョ ンに応じ
て、 このセクシ ョ ンに適切なアカウン ト 情報を入力し ます。

▫ Windows認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： ローカルまたはド メ イ ンのいずれかのWindows 
Administratorユーザー名を指定し ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

- ［Windowsド メ イ ン］ ： ［Administratorユーザー名］ フ ィ ールド に ド メ イ ン ・ アカ

ウン ト を指定し た場合、 そのド メ イ ンの名前を入力し ます。 ローカル管理者ユー
ザー名を指定し た場合は、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

- ログイ ン ・ タ イムアウ ト （秒） （0=タ イムアウ ト が無効） ： このオプシ ョ ンでは、 イ

ンス タ ンスがログイ ンの試行からSQL Serverイ ンス タ ンスに戻るまでの待機時間を

秒単位で指定し ます。 デフ ォル ト では、 タ イムアウ ト 値は30秒に設定されています

が、 特定のSQL Serverイ ンス タ ンスのネ ッ ト ワーク遅延の値を変更する こ とができ

ます。 使用できる最大数は800秒です。 値が0に設定されている場合、 オプシ ョ ンは

無効にな り ます。

▫ SQL Server認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： sysadminの役割を持つSQL Serverユーザーを指定し

ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

- ログイ ン ・ タ イムアウ ト （秒） （0=タ イムアウ ト が無効） ： このオプシ ョ ンでは、 イ

ンス タ ンスがログイ ンの試行からSQL Serverイ ンス タ ンスに戻るまでの待機時間を

秒単位で指定し ます。 デフ ォル ト では、 タ イムアウ ト 値は30秒に設定されています

が、 特定のSQL Serverイ ンス タ ンスのネ ッ ト ワーク遅延の値を変更する こ とができ

ます。 使用できる最大数は800秒です。 値が0に設定されている場合、 オプシ ョ ンは

無効にな り ます。

▫ ［イ ンス タ ンス名］ ： イ ンス タ ンス名を入力し て設定し ます。 イ ンス タ ンスに名前が付いて
いる場合は、 フル ・ イ ンス タ ンス名を入力し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： このオプシ ョ ンを選択できるのは、 SQL Serverの認証モー ド が混合モー ド /SQL認証

に設定されている場合のみです。
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

プ ラグイ ンの設定
26



特定のSQL Serverイ ンス タ ンスにデフ ォ

ル ト のログオン認証情報を入力
特定のイ ンス タ ンスが、 認証モー ド で説明するよ う な、 デフ ォル ト で使用される認証情報とは異なるログオン認
証情報を使用し ている場合、 この手順を実行し て他の認証情報を入力し ます。 このプロセスで入力する情報は
「ク ラ イアン ト のすべてのイ ンス タ ンスにログオン認証情報を入力」 で指定する ものよ り優先されます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

ク ラ イアン ト ・ ノ ー ドはス タ ン ド アロン ・ サーバーまたは仮想ク ラ イアン ト です。

3 ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し て、 次に ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド をダブル ・

ク リ ッ ク し、 SQL Serverイ ンス タ ンスのリ ス ト を表示し ます。

単一のSQL Serverイ ンス ト ールを使って複数のイ ンス タ ンスを作成し、 各イ ンス タ ンスの認証を異なる

よ う に設定できるため、 NetVault Backupでは、 異なる イ ンス タ ンスで異なる認証情報を使用できます。

1つのイ ンス タ ンスのみを作成し た場合、 そのノ ー ド には ［（ローカル）］ のラベルが付けられます。

4 設定する最初のSQL Serverイ ンス タ ンスまたはAlwaysOn可用性グループのノ ー ド を選択し ます。 イ ンス

タ ンスが1つのみの場合は、 ［（ローカル）］ ノ ー ド を選択し ます。

5 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［設定］ を選択し ます。

6 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。

▪ ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ ： SQL Serverイ ンス タ ンスに設定されている認証モー ド に応

じ て、 Windows管理者アカウン ト またはSQL Server管理者アカウン ト を指定できます。 Windows
管理者アカウン ト を指定するには、 このフ レームで ［Windows］ オプシ ョ ンを選択し ます。 SQL 
Server管理者アカウン ト を指定する場合は、 ［SQL Server］ オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ログイ ン詳細］ ： ［ログオン ・ セキュ リ テ ィ ・ モー ド］ セクシ ョ ンで選択し たオプシ ョ ンに応じ
て、 このセクシ ョ ンに適切なアカウン ト 情報を入力し ます。

▫ Windows認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： ローカルまたはド メ イ ンのいずれかのWindows 
Administratorユーザー名を指定し ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

- ［Windowsド メ イ ン］ ： ［Administratorユーザー名］ フ ィ ールド に ド メ イ ン ・ アカ

ウン ト を指定し た場合、 そのド メ イ ンの名前を入力し ます。 ローカル管理者ユー
ザー名を指定し た場合は、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

▫ SQL Server認証を使用する場合、 以下の情報を入力し ます。

- ［Administratorユーザー名］ ： sysadminの役割を持つSQL Serverユーザーを指定し

ます。

- ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

▪ ［イ ンス タ ンス名］ ： 通常、 プ ラグイ ンは自動でこのフ ィ ールド を識別し入力し ますので、 変更で
きません。 AlwaysOn可用性グループを設定する場合など、 プ ラグイ ンがイ ンス タ ンス名を決定で

きない場合、 実行中のSQL Serverイ ンス タ ンスの正確な名前を指定し ます。 NetVault Backupがイ

ンス タ ンスを特定する と、 そのイ ンス タ ンスは、 ［NetVault Backup選択］ ページに表示され、

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの対象と し て選択可能にな り ます。

重要 ： このオプシ ョ ンを選択できるのは、 SQL Serverの認証モー ド が混合モー ド /SQL認証

に設定されている場合のみです。
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7 AlwaysOn可用性グループの仮想ク ラ イアン ト を設定し てお り、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド で追加のバッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブの作成か既存バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの変更を行う 必要があ り そ う な場合、 以下の手順を実行
し ます。

a プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド をセカ ンダ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イルオーバーし ます。

b ステ ッ プ1からステ ッ プ6を繰り返し ます。

c プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イル ・ バッ ク し ます。

8 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

9 追加のSQL Server用に別の認証情報を入力する必要がある場合は、 すべてのイ ンス タ ンスの設定が完了

するまでステ ッ プ4～ステ ッ プ8を繰り返し ます。

アカウン ト が正し く 設定されていれば、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を ク リ ッ クする と、 指定し たイ
ンス タ ンスが表示されます。

10 環境で同じSQL Serverフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ内の複数の仮想サーバーを使用し ている場合は、 作

成し た仮想ク ラ イアン ト ご とに以下の手順を実行し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス
ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

b 選択ツ リーで、 最初のSQL Server仮想サーバーに対し てセ ッ ト ・ ア ッ プ された、 新たに作成し た

仮想ク ラ イアン ト を開きます。

c ［Plug-in for SQL Server］ をダブル ・ ク リ ッ ク し て、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド をダブル ・

ク リ ッ ク し ます。

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ内のすべてのSQL Server仮想サーバーが表示されます。

d ツ リーで最初のSQL Server仮想サーバーを選択し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択

し ます。

e 利用可能なフ ィ ールド に値を入力し ます。

最初のSQL Server仮想サーバーについて対応する仮想ク ラ イアン ト の設定を行ったら、 残りすべ

てのSQL Server仮想サーバーについてこの手順を繰り返し ます。

f 残りすべての仮想ク ラ イアン ト についてステ ッ プb～ステ ッ プeを繰り返し、 各仮想ク ラ イアン ト

に対し て正しいSQL Server仮想サーバーが選択されている こ と を確認し ます。

SQL ServerのTCP/IPポー ト 変更
本プ ラグイ ンは、 特定のポー ト によ っては直接通信する こ とはあ り ません。 これは、 本プ ラグイ ンがSQL 
Server ド ラ イバを使用し て接続し、 次に設定済みのTCP/IPポー ト 上のDatabase Engineと通信するためです。 本

プ ラグイ ンはTCP/IPポー ト そのものと直接通信し ませんが、 SQL Server Database Engineを設定し て さ まざま

なポー ト を監視する こ とが可能です。 これによ り、 本プ ラグイ ンを再設定する必要がな く な り ます。
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SQL Server 2012以降に対するSQL 
Server認証の設定
SQL Server 2012以降では、 セキュ リ テ ィ 権限が変更されたため、 LocalSystemアカウン ト を使用できません。

以前はLocalSystemアカウン ト をsysadminロールのデフ ォル ト と し て使用できま し た。 SQL Server 2012以降で

はSQL Server sysadminロールを持つ ド メ イ ン ・ アカウン ト （管理者など） を使用するか、 必要な権限を持つ ド

メ イ ン ・ ユーザーを使用するよ う にSQL Serverサービスの ［ログオン ・ アカウン ト ］ オプシ ョ ンを変更し て く

だ さい。 SQL Serverがド メ イ ンに含まれていない場合、 sysadminロールを持つローカル ・ ユーザーを使用し た

り、 必要な権限を持つローカル ・ ユーザーを使用するよ う にSQL Serverサービスの ［ログオン ・ アカウン ト ］

オプシ ョ ンを変更し た りする こ とができます。

1 選択し た ド メ イ ンまたはローカル ・ ユーザー ・ アカウン ト に、 割り当てられたsysadminの役割がある こ

と を確認し ます。

2 以下のいずれかを実行し ます。

▪ Windowsの ［コ ン ト ロール パネル］ > ［管理ツール］ > ［サービス］ で、 ［NetVaultプロセス マ
ネージャ］ を探し て選択し、 ［停止］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVaultプロセス マネージャ］ を右ク

リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 ［ログオン］ タ ブで、 SQL Server sysadminの役割を持つ

アカウン ト を使用し てNetVault Backupが実行されている こ と を確認し ます。 NetVaultプロセス ・

マネージャ を開始し ます。

▪ ［SQL Server 構成マネージャー］ で ［SQL Serverのサービス］ を ク リ ッ ク し ます。 詳細ペイ ン

で、 該当するSQL Serverイ ンス タ ンスの名前を右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

SQL Server<イ ンス タ ンス名> ［プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ログオン］ タ ブを ク

リ ッ ク し ます。 ［ログオン ・ アカウン ト ］ で、 SQL Server sysadminロールを持つアカウン ト を選

択し ます。 Windowsの ［コ ン ト ロール パネル］ > ［管理ツール］ > ［サービス］ で、 ［SQL Server 
サービス］ を停止し てから、 開始し ます。

▪ SQL Server Management Studioを使用し て、 sysadmin権限を持つ ド メ イ ンまたはローカル ・

ユーザー ・ アカウン ト をSQL Serverに追加し ます。 SQL Server Management Studioを使用し てこ

のアカウン ト を追加する こ と も、 コマン ド ・ プロンプ ト に次のコマン ド を入力し て追加する こ と
もできます。

CREATE LOGIN [<domainName>\<loginName>] FROM WINDOWS;
GO

詳し く は、 https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189751%28v=sql.110%29.aspxを参照し

て く だ さい。

SP_ADDSRVROLEMEMBER '<domainName>\<loginName>', 'sysadmin'
GO

詳し く は、 https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms186320(v=sql.110).aspxを参照し て く だ

さい。

メ モ ： SQL Serverのsysadminロールをデフ ォル ト のローカル ・ システムのユーザー （NT 
AUTHORITY\SYSTEM） に割り当てる こ とができ、 これによ り、 Plug-in for SQL Serverは認証情報を求め

ずにSQL Serverイ ンス タ ンスにログイ ンする こ とができます。 ローカル ・ システムのユーザー （NT 
AUTHORITY\SYSTEM） にsysadminロールを設定する と、 他のアプ リ ケーシ ョ ンが資格情報を指定せず

にSQL Serverイ ンス タ ンスにログイ ンできるよ う になる場合があ り ます。 sysadminロールをローカル ・

システムのユーザー （NT AUTHORITY\SYSTEM） に割り当てる前に、 コ ンプラ イアンス要件に従って許

可されている こ と を確認し ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

プ ラグイ ンの設定
29

https://docs.microsoft.com/en-us/sql/database-engine/availability-groups/windows/prereqs-restrictions-recommendations-always-on-availability
https://docs.microsoft.com/en-us/sql/database-engine/availability-groups/windows/prereqs-restrictions-recommendations-always-on-availability
https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189751%28v=sql.110%29.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms186320(v=sql.110).aspx


サービス探索用のド メ イ ン管理者アカウ
ン ト の設定
Windowsの特定のアクテ ィ ビテ ィ では、 ク ラ イアン ト の管理者グループ ・ メ ンバーの代理と し て処理する必要が

あり ます。 ［ド メ イ ン管理者を入力］ オプシ ョ ンがコ ンテキス ト ・ メ ニューに追加され、 デフ ォル ト ・ ログイ ン
設定がWindowsユーザーでない場合でも、 Windows ド メ イ ン管理者を ク ラス タ用に設定し ます。 

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［選択］ リ ス ト の隣
り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

ク ラ イアン ト ・ ノ ー ドはス タ ン ド アロン ・ サーバーまたは仮想ク ラ イアン ト です。

3 ［Plug-in for SQL Server］ を ク リ ッ ク し ます。

4 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［ド メ イ ン管理者を入力］ を選択し ます。

5 すべてのク ラス タ ・ ノ ー ドの管理者グループのメ ンバーである ド メ イ ン ・ アカウン ト のログイ ン認証情
報を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： ローカルまたはド メ イ ンのいずれかのWindows管理者ユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま
す。

▪ ［ド メ イ ン］ ： ド メ イ ンの名前を入力し ます。

▪ 保存し たユーザー名、 パスワー ド、 ド メ イ ンを空白にリ セ ッ ト ： このオプシ ョ ンを選択する と、
ユーザー名、 パスワー ド、 ド メ イ ンに対し てプ ラグイ ンに保存された値をブ ラ ン ク または空の値
にリ セ ッ ト し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ログイ ン認証が入力されているユーザーは、 仮想ク ラ イアン ト の場合、 ク ラス タのす
べてのノ ー ド で管理者グループのメ ンバーである必要があ り ます。
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5

データのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プ戦略の策定

• 圧縮機能の確認

• オン ラ イ ンVDIのバッ クア ッ プの実行

• SQL ServerでVSSバッ クア ッ プを実行する

• AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ クア ッ プの作成例

バッ クア ッ プ戦略の策定
SQL Serverのバッ ク ア ッ プを作成する目的は、 メ デ ィ ア障害またはデータの破損によ って損傷し たデータベー

スを リ カバリする こ と です。 バッ クア ッ プを使用し て確実に リ カバリするには、 定義されたビジネス要件を考慮
し て、 データの可用性を最大限に確保し ながらデータ損失を最小限に抑えるよ う 戦略を策定する必要があ り ま
す。

バッ クア ッ プ戦略は、 バッ クア ッ プ要素と リ ス ト ア要素の2つの要素からな り ます。

• バッ クア ッ プ要素では、 データベースの可用性確保およびデータ損失の最小化の目標を達成するために
必要なバッ クア ッ プのタ イプ と実行頻度を定義し ます。

• リ ス ト ア要素では、 リ ス ト アの実行責任者と、 特定タ イプの損傷または障害から リ カバリするためにど
のよ う な リ ス ト アを実行するかを定義し ます。

詳細は、 以下の ト ピ ッ ク を確認し て く だ さい。

• 利用可能なバッ クア ッ プ方法の確認

• SQL Server復旧モデルの確認

• VDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ戦略の定義およびタ イプの確認

• VDIオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ シーケンスの例

• VSSバッ クア ッ プ戦略の定義と タ イプの確認

• VSSバッ クア ッ プ ・ シーケンスの例

• システム ・ データベースのバッ クア ッ プ

• レプ リ ケー ト されたデータベースのバッ クア ッ プ

重要 ： Plug-in for SQL Serverを使用する場合、 SQL Serverのその他のバッ クア ッ プを実行するため

には、 サー ドパーテ ィ 製プログラムを使用し ていないこ と を確認する必要があ り ます。 そ う でない
場合、 リ ス ト アまたはリ カバリ ・ プロセス中に競合が発生する場合があ り ます。
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利用可能なバッ クア ッ プ方法の確認
本プ ラグイ ンでは、 以下のバッ クア ッ プ方法を使用できます。

• オン ラ イ ン仮想デバイス ・ イ ン ターフ ェ イス(VDI)

• VSS （ボリ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービス）

本プ ラグイ ンでは、 オン ラ イ ンVDIまたは純粋なVSSバッ クア ッ プ戦略の実行をサポー ト し ます。 両方の併用で

はあり ません。

オン ラ イ ン仮想デバイス ・ イ ン ターフ ェ イス(VDI)
Microsoftでは、 NetVault Backupでサポー ト される幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスをVDIアプ リ ケーシ ョ ン ・ プロ

グラム ・ イ ン ターフ ェ イス （API） によ って統合する、 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの実行をサポー ト し ています。

VDIバッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プ戦略を定義する際に最大限の信頼性と柔軟性が提供されます。 この方法で

は、 SQL ServerのTransact SQL言語で使用可能なすべてのバッ クア ッ プ ・ タ イプおよびオプシ ョ ンがフル ・ サ

ポー ト され、 複数のリ カバリ ・ シナリ オに対応できます。

VDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ方法で使用可能なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の詳細については、

SQL Server Books Onlineの 「Backing Up and Restoring Databases」 を参照し て く だ さい。

Plug-in for SQL ServerのVDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ方法が推奨されるバッ クア ッ プ方法です。 

VDIバッ クア ッ プ方法で、 Plug-in for SQL Serverは、 SQL Serverとのユーザー接続をN件 （こ こでNはデータ

ベース数） 作成し ます。 同時にアク テ ィ ブになるユーザー接続は、 最大1件です。

VDIバッ クア ッ プ方法でのデータベース名の長さ制限

NetVault Backupは、 名前の長さが117文字を超えないデータベースのVDIバッ クア ッ プをサポー ト し ます。

VDIバッ クア ッ プを実行するために、 NetVault Backup Plug-in for SQL ServerはBACKUP DATABASE Transact-
SQLコマン ド を使用し ます。 Plug-in for SQL Serverは、 NAME節を含み128文字以内のBACKUP DATABASEコ

マン ド を使用し ます。 Plug-in for SQL Serverは、 データベース名と タ イムス タ ンプを使用し て、 NAME節に渡す

値を構成し ます。 タ イムス タ ンプの文字数を指定する と、 データベース名に使用できる長さは117文字にな り ま

す。

長さ117文字を超える名前のデータベースを含むVDIバッ クア ッ プを実行し ている場合、 バッ クア ッ プは警告ま

たは失敗の状態で完了し ます。 NetVault Backupバイナ リ ・ ログは、 次のよ う なODBCメ ッ セージを表示し ます。

ODBCエラー ： [Microsoft][ODBC SQL Server Driver][SQL Server]バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア履歴/
詳細レ コー ド をmsdbデータベースに挿入できません。 これはmsdbデータベースに問題がある こ と を示し ている

可能性があり ます。 バッ クア ッ プ/リ ス ト ア操作は正常に完了し ま し た。

VDIバッ クア ッ プ方法を使用し てバッ クア ッ プを実行する場合、 Questでは、 お使いの環境内の名前が117文字を

超えないよ う にする こ と をお勧めし ます。 この制限は、 VSSバッ クア ッ プ方法を使用し て行われるバッ クア ッ プ

には適用されません。

VSS （ボ リ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービス）

Microsoftでは、 VSSを使用し たSQL Serverデータのスナ ッ プシ ョ ッ ト の作成機能をサポー ト し ています。 VSS
を使用する と、 ボリ ューム ・ バッ クア ッ プの実行中も、 システム上のアプ リ ケーシ ョ ンが引き続きボ リ ュームに
書き込むこ とができます。 Microsoftは、 SQL Serverを実行し ながらPlug-in for SQL Serverなどのバッ クア ッ プ ・

プログラムによるSQL Serverデータのコ ピーを可能にするSQL Server VSS Writerを提供し ています。 VSSベー

スのバッ クア ッ プが、 SQL Serverの性能または安定性に悪影響を及ぼすこ とはあ り ません。

VSSバッ クア ッ プ方法で、 Plug-in for SQL Serverは、 SQL Serverとのユーザー接続を2*N件 （こ こ でNはデータ

ベース数） 作成し ます。 同時にアク テ ィ ブになるユーザー接続は、 最大N件です。
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VSSを使用する と、 次のこ とができます。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 デ ィ スク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスに一貫
し たバッ クア ッ プを実行する。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し て、 NetVault Backup対応デ ィ スク ・ アレ イにバッ クア ッ プ と し て保存する。

SQL Server復旧モデルの確認
データベースを作成する と、 復旧モデルが使用可能にな り ます。 Microsoftは、 復旧モデルを、 「データベースの

バッ クア ッ プおよびリ カバリの基本動作を制御するデータベース ・ プロパテ ィ 」 と し て定義し ています。 データ
ベースの復旧モデルは、 ト ラ ンザクシ ョ ンをログに記録する方法、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログをバッ クア ッ プでき
るど うか、 サポー ト される リ ス ト アの種類を制御し ます。 SQL Serverでは、 単純、 完全、 および一括ログの3種

類の復旧モデルが提供されます。

• 単純復旧モデル ： 単純復旧モデルでは、 ログのバッ クア ッ プはサポー ト されません。 最後のバッ クア ッ
プ以降の変更は保護されないため、 障害が発生し た場合は、 これらの変更を再実行する必要があ り ます。
PITリ カバリは行えません。

• 完全復旧モデル ： 完全復旧モデル ・ データベースではログのバッ クア ッ プが必要なため、 データ ・ フ ァ
イルが損失または損傷し た場合も作業が失われる こ とはあ り ません。 障害時点までのバッ クア ッ プが完
全である と想定し て、 PITリ カバリがサポー ト されます。

• 一括ログ復旧モデル ： 一括ログ復旧モデル ・ データベースはログのバッ クア ッ プが必要です。 一括ログ
復旧モデルは完全復旧モデルの変形で、 高性能な一括コ ピー操作が可能です。 このモデルでは、 多 く の
一括操作をログに一括記録する こ とによ り、 ログの使用容量を低減し ます。 ログが損傷するか、 最後の
ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ以降に一括操作が実行された場合は、 これらの変更を再実行す
る必要があり ます。 一括ログ ・ データベースでは、 PITリ カバリはサポー ト されません。

最適な復旧モデルを選択する
データベースの復旧モデルを選択する と きは、 以下の点を考慮し て く だ さい。

• 単純復旧モデル ： 単純復旧モデルは、 テス ト または開発用データベースや、 ほとんどのデータが読み取
り専用であるデータベースなど、 頻繁には更新されないデータベースでのみ有効にし て く だ さい。

• 完全復旧モデル ： 完全復旧モデル ： 完全復旧モデルは、 すべてのリ カバリ ・ シナ リ オで完全な リ カバリ
可能性を確保し、 作業の損失を防ぐ必要のある ト ラ ンザクシ ョ ン ・ データベースで有効にし て く だ さい。

• 一括ログ復旧モデル ： 一括ログ復旧モデルは、 一括挿入やイ ンデッ クス作成などの一括操作を完全復旧
モデル ・ データベースに対し て実行する際に一時的に使用し て く だ さい。 一括ログ復旧モデルでは、 性
能が向上し、 これらの操作中に消費されるログ容量が低減し ます。 一括操作の完了後すぐにデータベー
スを完全復旧モデルに戻すこ とができます。

詳し く は、 SQL Server Books Onlineの 「復旧モデルと ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの管理」 を参照し て く だ さい。

重要 ： VSSによるバッ クア ッ プの欠点は、 SQL Server VSS Writerでデータベースを代替SQL Serverイ ンス

タ ンスにリ ス ト アする機能をサポー ト し ていないこ と です。 この欠点は、 代替イ ンス タ ンスが、 同一サー
バーおよびホス ト にあるか代替サーバーおよびホス ト にあるかに関わらず、 該当し ます。

メ モ ： ［フ ァ イルをス ト レージにバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンは、 どのデ ィ スク ・ ベースのス ト レー
ジでもサポー ト されます。 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ および ［次の期間を経過し たら廃
棄］ オプシ ョ ンを使用するには、 バッ クア ッ プするデータがNetVault Backup対応デ ィ スク ・ アレ

イに存在し ている必要があり ます。 また、 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト の場合、 メ タデータのみが
ターゲッ ト にコ ピーされます。
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

データのバッ クア ッ プ
33



VDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ戦略の定義

およびタ イプの確認
各データベースの要件に合う復旧モデルを選択し たら、 対応するバッ クア ッ プ戦略を設計し、 実装できます。
SQL ServerのVDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ戦略を定義する場合、 以下の点を明確にする必要があ り ま

す。

• フル ・ バッ クア ッ プに適し た予測可能なオフ ・ ピーク期間はあるか

• 更新および変更の頻度はどれ く らいか

• 変更はデータベースの少数または多数のテーブルに限定されるか

上記の点を明確にし てお く と、 実装するバッ クア ッ プ ・ タ イプおよび頻度を定義する際に役立ちます。

プ ラグイ ンでは、 以下のオン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用できます。

• オン ラ イ ンVDIのフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIの差分データベース ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIのコ ピーのみバッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIの増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIのTail-Logバッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIのフル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループ ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIの差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループ ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIの部分データベース ・ バッ クア ッ プ

• オン ラ イ ンVDIの差分部分データベース ・ バッ クア ッ プ

オン ラ イ ンVDIのフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プ

フル ・ データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： すべて

• 復旧モデル ： すべて

フル ・ データベースのバッ クア ッ プでは、 データベース全体をバッ クア ッ プ し ます。 データベースのフル ・ バッ
クア ッ プには ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの一部も含まれるため、 データベースをバッ クア ッ プの完了時点に リ カバ
リする こ とが可能です。

フル ・ データベースのバッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プの容量が大き く な り時間が長 く なるため、 通常は差分
バッ クア ッ プをよ り頻繁に作成し て補足し ます。 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを使用する と、 1つの手順

でデータベースを リ ス ト ア し、 データベース全体を再作成できます。

オン ラ イ ンVDIの差分データベース ・ バッ クア ッ プ

差分データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： すべて

• 復旧モデル ： すべて

差分データベースのバッ クア ッ プでは、 最後のフル ・ データベースのバッ クア ッ プ以降に変更されたデータのみ
をバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プは、 フル ・ バッ クア ッ プよ りサイズが小さ く 実行時間も短 く な り ま
す。
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差分データベースのバッ クア ッ プは、 データベースの一部のテーブルが他のテーブルよ り頻繁に変更される場合
に便利です。 この場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プに伴う オーバヘ ッ ド を負う こ と な く 、 差分データ
ベースのバッ クア ッ プによ って頻繁にバッ クア ッ プを実行する こ とができます。

オン ラ イ ンVDIのコ ピーのみバッ ク ア ッ プ

コ ピーのみバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

• 復旧モデル ： すべて

コ ピーのみバッ クア ッ プは、 バッ クア ッ プの通常シーケンス とは無関係です。 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 フ
ル ・ バッ クア ッ プのよ う に一連の差分バッ クア ッ プのベース と し て利用する こ とはできません。 コ ピーのみの
バッ クア ッ プは、 次の差分バッ クア ッ プでバッ クア ッ プ される対象に影響を与えません。 コ ピーのみのバッ ク
ア ッ プは、 テス ト 環境やス タ ンバイ ・ データベース構築などの特殊な目的を必要とする状況に適し ています。

オン ラ イ ンVDIの増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ バッ ク ア ッ プ

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： すべて

• 復旧モデル ： 完全または一括ログのみ

SQL Serverの ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ログはデータのリ カバリ に不可欠なため、 定期的にバッ クア ッ プする必要が

あり ます。 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プがあれば、 データベースを障害時点または特定時点に リ カバ
リ できます。

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プでは、 最後のデータベース/フ ァ イルまたはフル ・ フ ァ イルのバッ

クア ッ プ、 データベース/フ ァ イルまたはグループの差分バッ クア ッ プ、 あるいは増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ

のバッ クア ッ プ以降に生成されたログを含む、 すべての ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを取り込みます。 以下の状況で
は、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを実行し ないよ う 注意し て く だ さい。

• ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログには、 最後のバッ クア ッ プ作成後にデータベースに対し て行われた変更が保持
されるため、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プ、 およびフル ・ フ ァ イルまたはフ ァ イルグループの
バッ クア ッ プを作成するまで実行し ないよ う注意し て く だ さい。

• ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを手動で切り捨てた場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プまたは差分バッ
クア ッ プを実行するまで実行し ないで く だ さい。 Microsoftは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを手動で切り捨

てないこ と を強 く 推奨し ています。

オン ラ イ ンVDIのTail-Logバッ クア ッ プ

Tail-Logバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

• 復旧モデル ： 完全のみ

Tail-Logバッ クア ッ プでは、 まだバッ クア ッ プ されていない ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを取り込みます。 リ ス ト

ア ・ シーケンスでは、 このバッ クア ッ プを最後にリ ス ト ア し ます。 SQL Serverでは、 SQL Serverイ ンス タ ンス

に接続されているデータベースを リ ス ト アする前に、 ログの末尾 （Tail-Log） をバッ クア ッ プする必要があ り ま

す。 つま り、 多 く のリ ス ト ア ・ シーケンスでは、 最初の手順と し てTail-Logバッ クア ッ プを実行し ます。

Tail-Logバッ クア ッ プ と増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プの違いは以下のとお り です。

• Tail-Logのバッ クア ッ プ実行はデータベースが開始し ない場合でも試すこ とができます （た と えば、 デー

タベースが壊れている、 またはオフ ラ イ ンになっているなど）。 ただ し、 データベースが壊れている と、
Tail-Logバッ クア ッ プが成功するのは、 ログ ・ フ ァ イルが損傷し ておらず、 データベースがTail-Logバッ

クア ッ プをサポー ト し ている状態で、 ログに一括記録された変更がデータベースに含まれていない場合
のみです。
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• データベースが損傷し た場合、 通常はログのバッ クア ッ プで使用可能な一部のメ タデータがTail-Logバッ

クア ッ プで使用できないこ とがあるため、 ログ末尾に不完全な メ タデータが含まれる可能性があ り ます。
ただ し、 取り込まれたログは完全で使用可能です。 
 
Tail-Logバッ クア ッ プの実行時にデータベースがオン ラ イ ンではな く 、 また損傷し ていない場合、 Tail-
Logのデータが完全には含まれないこ とがあり ます。 Tail-Logからの ト ラ ンザクシ ョ ン ・ データは常に完

全で使用可能にな り ますが、 データベースが壊れている、 またはオフ ラ イ ンの間にTail-Logバッ クア ッ プ

が開始される と、 一部のメ タデータのみが取得される場合があ り ます。 この問題が発生し た場合、 Tail-
Logのリ カバリ ではbackupfilegroupテーブルのフ ァ イルグループに関する一部の情報が存在せず、

backupsetテーブルのhas_incomplete_metadata列には1が設定されます。

• AlwaysOn可用性グループで作業し ている場合、 Tail-Logバッ クア ッ プを実行する前に、 SQL Server 
Management Studioを使用し て、 プ ラ イマ リ ・ データベースおよびセカ ンダ リ ・ データベースをグループ

から削除し ます。 グループからデータベースが削除される と、 そのデータベースのステータ スは ［リ ス
ト ア中］ に変わり、 グループでプ ラ イマ リ ・ ロールを割り当てられているSQL Serverイ ンス タ ンスに

よ って所有されます。 Tail-Logバッ ク ア ッ プを実行するには、 SQL Serverイ ンス タ ンスでデータベースを

選択し ます。

オン ラ イ ンVDIのフル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループ ・

バッ クア ッ プ
フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： すべて

• 復旧モデル ： すべて

フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プでは、 1つ以上のフ ァ イルまたはフ ァ イルグループのす

べてのデータ をバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プの完全なセ ッ ト は、 フル ・ データベースの
バッ クア ッ プ と同じ です。

フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プには、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プにはない以下
の利点があり ます。

• フル ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プでは、 データベース内のフ ァ イルを個別にバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア
できます。 このプロセスは、 データベースの残りの部分を リ ス ト アせずに損傷し たフ ァ イルのみを リ ス
ト アできるため、 リ カバリ ・ プロセスの実行時間を短縮できます。

• フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プでは、 保持されているデータの更新特性が異な
る大規模なデータベースを処理する場合の柔軟性が高ま り ます。 た と えば、 以下のよ う にバッ クア ッ プ
する こ と をお勧めし ます。

▪ 頻繁に変更されるデータは頻繁にバッ クア ッ プする

▪ 頻繁に変更されないデータは低い頻度でバッ クア ッ プする

▪ 読み取り専用データは一度のみバッ クア ッ プする

フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プの主な欠点は、 メ デ ィ ア障害が発生し た場合に、 損傷し
たフ ァ イルのバッ クア ッ プがないと、 データベース全体を リ カバリ できな く なる可能性がある こ と です。

デフ ォル ト では、 フ ァ イルのバッ クア ッ プに、 フ ァ イルをバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンの最後の状態にロー
ル ・ フ ォワー ド するために十分なログ記録が含まれます。 単純復旧モデルでは、 フ ァ イルまたはフ ァ イルグルー
プのフル ・ バッ クア ッ プは読み取り専用のセカ ンダ リ ・ フ ァ イルグループに制限されます。 読み書き可能フ ァ イ
ルグループのフ ァ イルのバッ クア ッ プは作成できますが、 読み書き可能フ ァ イルのバッ クア ッ プを リ ス ト アする
には、 そのフ ァ イルグループを読み取り専用に設定し、 読み取り専用フ ァ イルの差分バッ クア ッ プを実行する必
要があり ます。

警告 ： Tail-Logバッ クア ッ プはデータベースをオフ ラ イ ン ・ モー ド にするため、 Tail-Logバッ クア ッ プは

リ ス ト アおよびリ カバリ実行の準備をする と きだけに使用するよ う注意し て く だ さい。 また、 Tail-Log
バッ クア ッ プは定期または計画外の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの増分バッ クア ッ プの代わり と し て使用する
こ とはできません。
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オン ラ イ ンVDIの差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループ ・ バッ

クア ッ プ
差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： すべて

• 復旧モデル ： すべて

フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの差分バッ クア ッ プでは、 最後のフ ァ イルのバッ クア ッ プ以降に変更された
データのみを取り込みます。 最後のフ ァ イルのバッ クア ッ プ以降に行われた変更がデータベース ・ エンジンで追
跡されるため、 フ ァ イルをスキャ ンする必要がな く 、 これらのバッ クア ッ プを非常に短時間で実行できます。

単純復旧モデル ・ データベースの場合、 現在のフ ァ イルのバッ クア ッ プを作成するための、 高速でスペースを節
約できる手段は、 差分フ ァ イル ・ バッ クア ッ プ と な り ます。 完全復旧モデル ・ データベースの場合も、 差分フ ァ
イル ・ バッ クア ッ プはリ ス ト アする必要がある ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ数が減るため、 リ カバリ時間を短縮でき
ます。

以下のよ う な状況では、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを使用する こ と を検討し て く だ さ
い。

• 一部のフ ァ イルを、 他のフ ァ イルよ り大幅に低い頻度でバッ クア ッ プする場合

• フ ァ イルが大き く 、 データの更新頻度が低いか、 同じデータが繰り返し更新される場合

オン ラ イ ンVDIの部分データベース ・ バッ クア ッ プ

部分データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

• 復旧モデル ： 簡易

部分データベースのバッ クア ッ プは、 単純復旧モデル ・ データベースで柔軟性を実現するよ う に設計されていま
す。 データベースの一部のフ ァ イルグループのみが含まれる こ と を除き、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プ と
同様です。 部分データベースのバッ クア ッ プには、 プ ラ イマ リ ・ フ ァ イルグループおよびすべての読み書き可能
フ ァ イルグループの全データが含まれます。 オプシ ョ ンで、 指定し た読み取り専用フ ァ イルを含める こ と もでき
ます。 ただ し、 読み取り専用部分データベースのバッ クア ッ プには、 プ ラ イマ リ ・ フ ァ イルグループのみが含ま
れます。

部分データベースのバッ クア ッ プは、 データベースのすべてのバッ クア ッ プに含める必要のない読み取り専用
フ ァ イルがデータベースに含まれている場合に役立ちます。 また、 このプ ラグイ ンでサポー ト されていない段階
的リ ス ト ア ・ シナリ オの基盤と し ても使用できます。

オン ラ イ ンVDIの差分部分データベース ・ バッ ク ア ッ プ

差分部分データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

• SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

• 復旧モデル ： 簡易

差分部分バッ クア ッ プは部分データベースのバッ クア ッ プのみと併用し、 前の部分バッ クア ッ プ以降にプ ラ イマ
リ ・ フ ァ イルグループおよび読み書き可能フ ァ イルグループで変更された範囲のみが含まれます。 部分バッ ク
ア ッ プで取り込まれたデータの一部のみが変更された場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プに伴う オーバ
ヘ ッ ド を負う こ と な く 、 差分部分バッ クア ッ プによ って頻繁にバッ クア ッ プを実行できます。

フ ァ イルグループの追加、 削除、 または変更による差分部分バッ クア ッ プへの影響について詳し く は、 SQL 
Server Books Onlineの 「Differential Partial Backups」 を参照し て く だ さい。
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VDIオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ シーケンスの例
以下に、 SQL Serverのデータ保護要件を満たすために実装できる、 複数のリ ス ト ア ・ シナ リ オに対応可能な

バッ クア ッ プ ・ シーケンス例をい く つか示し ます。

• 単純復旧モデルのバッ クア ッ プ ・ シーケンス

• 完全復旧モデルのバッ クア ッ プ ・ シーケンス

単純復旧モデルのバッ クア ッ プ ・ シーケンス
• フル ・ データベースのバッ クア ッ プのみ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されている状況で、 以下

の1つ以上の条件に該当する場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎晩実行すれば十分です。

▪ バッ クア ッ プ時間枠が大きい

▪ データベースが小さい

▪ データベース全体で更新が頻繁でない

▪ データベースがテス ト または開発目的にのみ使用される

▪ データベース全体が読み取り専用

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ と差分データベースのバッ クア ッ プの併用 ： 要件で前日までのデー
タ保護が保証されており、 バッ クア ッ プを迅速に実行する必要がある場合、 フル ・ データベースのバッ
クア ッ プ と差分データベースのバッ クア ッ プを組み合わせたバッ クア ッ プ戦略が有効です。 た と えば、
フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し、 差分データベースのバッ クア ッ プ

を月曜日から土曜日の午後11:00に実行し ます。 データベースの各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・

データベースのバッ クア ッ プ （差分ベース） 以降のすべての変更が含まれます。

リ カバリ をいつ実行するかに関係な く 、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火曜日に
リ カバリ を実行する場合、 日曜日に実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プ と月曜日に実行し た差
分データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場
合は、 日曜日に実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プに続いて、 水曜日に実行し た差分データ
ベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があり ます。

差分データベースのバッ クア ッ プは、 サイズだけでな く 実行時間も増加し ていきますが、 実行する必要
のある リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。

• フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ と部分データベースのバッ クア ッ プの併用 ： 単
純復旧モデル ・ データベースに読み取り専用のセカ ンダ リ ・ フ ァ イルグループが含まれている場合、 プ
ラ イマ リ および読み取り /書き込み可能フ ァ イルグループに対し て部分データベースのバッ クア ッ プ、 読

み取り専用のセカ ンダ リ ・ フ ァ イルグループに対し てフル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ ク
ア ッ プを実行する戦略が有効です。 この戦略によ り、 読み書き可能フ ァ イルグループをバッ クア ッ プす
るたびに、 読み取り専用フ ァ イルグループをバッ クア ッ プする必要な く 、 データベース全体のリ カバリ
可能性が確保されます。

読み取り専用のセカ ンダ リ ・ フ ァ イルグループのバッ クア ッ プは、 初期ロー ド 後と以降の更新後にのみ
必要です。 要件で読み書き可能フ ァ イルグループの前日までのデータ保護が保証されている場合、 部分
データベースのバッ クア ッ プを毎晩実行すれば十分です。

• フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ、 部分データベースのバッ クア ッ プ、 差分部分
データベースのバッ クア ッ プの併用 ： 要件で前日までの読み取り /書き込みデータの保護が保証されてお

り、 バッ クア ッ プを迅速に実行する必要がある場合、 読み取り /書き込みデータに対し て部分データベー

スのバッ クア ッ プ と差分データベースのバッ クア ッ プ、 読み取り専用のセカ ンダ リ ・ フ ァ イルグループ
に対し てフル ・ フ ァ イルまたはフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを実行するバッ クア ッ プ戦略が有効で
す。

た と えば、 読み取り専用データに対し てフル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを初期
ロー ド後および以降の更新後にのみ実行し、 プ ラ イマ リ ・ フ ァ イルグループ とすべての読み取り /書き込

みフ ァ イルグループを含む部分データベースのバッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し ます。 また、

同じ読み取り /書き込みフ ァ イルグループに対し て月曜日から土曜日の午後11:00に差分部分データベース
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

データのバッ クア ッ プ
38



のバッ クア ッ プを実行し ます。 データベースの各差分部分バッ クア ッ プには、 最後の部分データベース
のバッ クア ッ プ （差分ベース） 以降に行われたすべての変更が含まれます。

リ カバリ をいつ実行するかに関係な く 、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火曜日に
リ カバリ を実行する場合、 日曜日に実行し た部分データベースのバッ クア ッ プ と月曜日に実行し た差分
部分データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する
場合は、 日曜日に実行し た部分データベースのバッ クア ッ プに続いて、 水曜日に実行し た差分部分デー
タベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。

差分部分データベースのバッ クア ッ プは、 サイズだけでな く 実行時間も増加し ていきますが、 実行する
必要のある リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。

完全復旧モデルのバッ クア ッ プ ・ シーケンス
• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ と増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プの併用 ： 要件でPITの

データ保護が要求されており、 以下の1つ以上の条件に該当する場合、 フル ・ データベースのバッ ク ア ッ

プを毎晩実行し、 かつ増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを4～8時間おきに実行すれば十分で

す。

▪ バッ クア ッ プ時間枠が大きい

▪ データベースが小さい

▪ データベース全体で更新が頻繁でない

た と えば、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎晩実行し、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ ク
ア ッ プを4～8時間おきに実行し ます。 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの各増分バッ クア ッ プには、 最後に実行

されたフル ・ データベースのバッ クア ッ プまたは増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ以降の ト
ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 最後のフル ・ デー
タベースのバッ クア ッ プから障害時点までの間に実行し たすべての増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ
クア ッ プが連続し て リ ス ト ア されます。 このプロセスでは、 リ ス ト ア時間が長 く な り、 複数のリ ス ト ア ・
ジ ョ ブを開始するための操作が増加する可能性があ り ます。 リ ス ト ア時間を短縮するには、 差分データ
ベースのバッ クア ッ プを含めます。 これによ り、 リ ス ト アする必要のある増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ
のバッ クア ッ プの数は少な く な り ます。

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ、 差分データベースのバッ クア ッ プ、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ
のバッ クア ッ プの併用 ： 要件でPITデータ保護が要求されてお り、 データベース全体のリ ス ト アを迅速に

実行する必要がある場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プ、 差分データベースのバッ クア ッ プ、 お
よび増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを併用する戦略が最適です。

た と えば、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し、 差分データベースの

バッ クア ッ プを月曜日から土曜日の午後11:00に実行し、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを

毎時間実行し ます。 データベースの各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・ データベースのバッ クア ッ
プ以降に行われたすべての変更が含まれます。 また、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの各増分バッ クア ッ プに
は、 最後の差分データベースのバッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 最後のフル ・ デー
タベースのバッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プから障害時点までの間に実行し たすべての増分 ト ラ ン
ザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プが連続し て リ ス ト ア されます。 このプロセスでは、 リ ス ト ア時間が長
く な り、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始するための操作が増加する可能性があ り ます。 リ ス ト ア時間を
短縮するには、 データベースの差分バッ クア ッ プの実行頻度を4～8時間おきにし ます。 これによ り、 リ

ス ト アする必要のある増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プの数は少な く な り ます。 この戦略で
は、 最も単純な管理によ ってデータベース全体を完全に保護でき、 複数のリ ス ト ア ・ シナ リ オに対応で
きます。

• フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ
クア ッ プ、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プの併用 ： 要件でPITデータ保護が要求されてお

り、 リ ス ト アを迅速に実行する必要がある場合、 フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ
プ、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ
プを併用する戦略が最適です。 この戦略では、 データベース全体あるいは損傷し たフ ァ イルまたはフ ァ
イルグループを リ ス ト アできます。 必要なものだけを リ ス ト アできるため、 リ ス ト ア時間が短 く な り、
データ損失が最小限に抑えられます。
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た と えば、 フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し、 差

分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを月曜日から土曜日の午後11:00に実行し、 増分 ト ラ

ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを毎時間実行し ます。 フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの各差分
バッ クア ッ プには、 最後のフル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ以降に行われたすべ
ての変更が含まれます。 また、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの各増分バッ クア ッ プには、 最後の差分フ ァ イ
ルまたはフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 最後のフル ・ フ ァ
イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プから障害時点までの間のすべての
増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを連続し て リ ス ト アする必要があ り ます。 このプロセスで
は、 リ ス ト ア時間が長 く な り、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始するための操作が増加する可能性があ り
ます。 リ ス ト ア時間を短縮するには、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プの実行頻度
を4～8時間おきにし ます。 この変更によ り、 リ ス ト アする必要のある増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの

バッ クア ッ プの数は少な く な り ます。 この戦略では、 損傷し たフ ァ イルまたはフ ァ イルグループのみを
柔軟にリ ス ト アする こ と でデータベース全体を完全に保護でき、 多 く のリ ス ト ア ・ シナ リ オに対応でき
ます。

VSSバッ クア ッ プ戦略の定義と タ イプの確認
Plug-in for SQL Server では、 以下のVSSバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用できます。

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ ： フル ・ データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

▪ SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

▪ 復旧モデル ： すべて

VSSフル ・ データベースのバッ クア ッ プでは、 データベースのデータ とすべての必要なログフ ァ イルを

バッ クア ッ プする こ とによ り、 リ ス ト ア処理でデータベースを一貫し た状態に保ちます。 フル ・ データ
ベースのバッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プの容量が大き く な り時間が長 く なるため、 通常は差分バッ ク
ア ッ プをよ り頻繁に作成し て補足し ます。 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを使用する と、 1つの手順

でデータベースを リ ス ト ア し、 データベース全体を再作成できます。

• 差分データベースのバッ クア ッ プ ： 差分データベースのバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

▪ SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

▪ 復旧モデル ： すべて

差分データベースのバッ クア ッ プでは、 最後のフル ・ データベースのバッ クア ッ プ以降に変更された
データのみをバッ クア ッ プ し ます。 差分データベース ・ バッ クア ッ プには、 データベース ・ フ ァ イルで
変更された部分のみが含まれます。 差分データベース ・ バッ クア ッ プは、 フル ・ データベース ・ バッ ク
ア ッ プよ りサイズが小さ く 実行時間も短 く な り ます。 差分データベースのバッ クア ッ プは、 データベー
スの一部のテーブルが他のテーブルよ り頻繁に変更される場合に便利です。 この場合、 フル ・ データ
ベースのバッ クア ッ プに伴う オーバヘ ッ ド を負う こ と な く 、 差分データベースのバッ クア ッ プによ って
頻繁にバッ クア ッ プを実行する こ とができます。

• コ ピーのみバッ クア ッ プ ： コ ピーのみバッ クア ッ プは以下でサポー ト されます。

▪ SQL Serverバージ ョ ン ： 2008以降

▪ 復旧モデル ： すべて

重要 ： アク テ ィ ブ/パッ シブ ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ でフ ェ イルオーバーが発生し、 VSSベー

スのバッ クア ッ プ戦略に差分データベース ・ バッ クア ッ プが含まれている場合、 可能な限り早急
に、 変更された構成のフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プを実行し て く だ さい。 プ ラグイ ンでフ ェ
イルオーバーの発生が検出され、 別のノ ー ド でアク テ ィ ブな役割が保持されている場合、 プ ラグイ
ンはスケジュール設定されている次のバッ クア ッ プ用にフル ・ バッ クア ッ プを自動的に実行し ま
す。 ただ し、 新しいフル ・ バッ クア ッ プが実行される前に新しいアク テ ィ ブ ・ ノ ー ド に リ ス ト アを
実行する必要がある場合、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ と新しいフル ・ バッ クア ッ プの間に発生し た
データベースの変更は失われる可能性があ り ます。
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VSSコ ピーのみバッ クア ッ プは、 バッ クア ッ プの通常シーケンス とは無関係です。 フル ・ バッ クア ッ プ

とは異な り、 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 一連の差分バッ クア ッ プのベース と し て利用する こ とはで
きません。 また、 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 次の差分バッ クア ッ プでバッ クア ッ プ される対象に影
響を与えません。 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 テス ト ・ データベース構築などの特殊な目的を必要と
する状況に適し ています。

VSSバッ クア ッ プ ・ シーケンスの例
以下に、 SQL Serverのデータ保護要件を満たすために実装できる、 複数のリ ス ト ア ・ シナ リ オに対応可能な

バッ クア ッ プ ・ シーケンス例をい く つか示し ます。

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プのみ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されている状況で、 以下
の1つ以上の条件に該当する場合、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎晩実行すれば十分です。

▪ バッ クア ッ プ時間枠が大きい

▪ データベースが小さい

▪ データベース全体で更新が頻繁でない

▪ データベースがテス ト または開発目的にのみ使用される

▪ データベース全体が読み取り専用

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ と差分データベースのバッ クア ッ プの併用 ： 要件で前日までのデー
タ保護が保証されており、 バッ クア ッ プを迅速に実行する必要がある場合、 フル ・ データベースのバッ
クア ッ プ と差分データベースのバッ クア ッ プを組み合わせたバッ クア ッ プ戦略が有効です。 た と えば、
フル ・ データベースのバッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し、 差分データベースのバッ クア ッ プ

を月曜日から土曜日の午後11:00に実行し ます。 データベースの各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・

データベースのバッ クア ッ プ （差分ベース） 以降のすべての変更が含まれます。

リ カバリ をいつ実行するかに関係な く 、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火曜日に
リ カバリ を実行する場合、 日曜日に実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プ と月曜日に実行し た差
分データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場
合は、 日曜日に実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プに続いて、 水曜日に実行し た差分データ
ベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があり ます。

差分データベースのバッ クア ッ プは、 サイズだけでな く 実行時間も増加し ていきますが、 実行する必要
のある リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。

• コ ピーのみバッ クア ッ プ ： 要件と し て、 定期的にスケジュールされたバッ クア ッ プ ・ シーケンスを妨げ
る こ と な く バッ クア ッ プを作成する必要がある場合、 コ ピーのみバッ クア ッ プは適し た戦略です。 場合
によ っては、 テス ト 環境の更新など、 定期的なバッ クア ッ プ ・ スケジュール以外にフル ・ バッ クア ッ プ
を作成する必要があるで し ょ う。 このプロセスでは、 定期バッ クア ッ プ ・ スケジュールが影響を受け、
後続の差分バッ クア ッ プが混乱する可能性があり ます。 コ ピーのみバッ クア ッ プを使用する こ とによ り、
定期バッ クア ッ プ ・ スケジュールに影響を与える こ と な く 、 いつでも不定期のフル ・ データベース ・
バッ クア ッ プを実行する こ とができます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ
プについて
SQL Server 2010以降を使用し ている場合、 プ ラグイ ンは、 ハー ド ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ アVSSプロバイダを

使用し て、 永続的または非永続的VSSベースのスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成できます。 プ ラグイ ンは、 VSSプロバイ

ダを使用し てク ラ イアン ト でスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し、 選択し たデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト （複数可） からス
ト レージ ・ デバイスにコ ピーし ます。
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ス タ ン ド アロンのSQL Server展開を使用し ている場合、 ハー ド ウ ェ ア ・ ベースの統合されたVSSスナ ッ プ

シ ョ ッ ト をDell Compellentス ト レージ ・ アレ イで使用する こ とができます。 （AlwaysOn可用性グループ環境で

は、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ベースのMicrosoft VSSプロバイダを使用するVSSバッ クア ッ プのみがサポー ト されていま

す）。

永続的スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し て使用するには、 バッ クア ッ プするデータがNetVault Backup対応デ ィ スク ・

アレ イ上に存在し ている必要があり ます。 サポー ト されていないデ ィ スク ・ アレ イ上のデータ、 またはローカ
ル ・ ド ラ イブ （Microsoftソ フ ト ウ ェ アVSSプロバイダを使用し てスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する対象） にあるデー

タ を使用し て、 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し よ う とする場合、 必要なハー ド ウ ェ アのスナ ッ プシ ョ ッ ト の
作成に失敗し、 プ ラグイ ンのデフ ォル ト がソ フ ト ウ ェ アのスナ ッ プシ ョ ッ ト の使用に設定されます。 ソ フ ト ウ ェ
アのスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する場合、 データは （オプシ ョ ン ［フ ァ イルをス ト レージにバッ クア ッ プ］ が選択
されていない場合でも） ス ト レージにのみバッ クア ッ プ され、 非永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト が作成されます。

NetVault Backup対応デ ィ スク ・ アレ イ とサポー ト されていないデ ィ スク ・ アレ イまたはローカル ・ ド ラ イブが

混在する、 異なるス ト レージ内に存在し ているデータ をバッ クア ッ プに含めた場合も同じ問題が発生し ます。

NetVault Backup対応のOSバージ ョ ン とデ ィ スク ・ アレ イの詳細については、 『QuestNetVault Backup互換性ガ

イ ド』 を参照し て く だ さい。

システム ・ データベースのバッ クア ッ プ
SQL Serverのシステム ・ データベースは、 サーバー ・ イ ンス タ ンスの操作に必要です。 これらのバッ クア ッ プ

によ り、 ハー ド ・ デ ィ スクの損失などのシステム障害が発生し た場合もSQL Serverを リ カバリする こ とができ

ます。

常にバッ クア ッ プする必要のあるシステム ・ データベース と し て、 msdb、 master、 およびmodelがあり ます。

masterおよびmsdbデータベースでは単純復旧モデル、 modelデータベースでは完全復旧モデルを使用できま

す。 レプ リ ケー ト されたデータベースの場合も、 デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン ・ データベースをバッ クア ッ プする必
要があり ます。

• master ： masterデータベースはSQL Serverシステム用のシステム ・ レベル情報を記録し ています。

masterデータベースでは、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プのみがサポー ト されます。 Questは、

masterのフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プを定期的にスケジュールする こ と をお勧めし ます。

• msdbおよびmodel ： msdbデータベースは、 SQL Serverがデータ を格納するために使用し ます。 SQL 
Serverでは、 ユーザー ・ データベースの作成時に、 modelデータベースをテンプレー ト と し て使用し ま

す。 modelおよびmsdbデータベースは、 これらのデータベースが更新されるたびにバッ クア ッ プ し て く

だ さい。 modelおよびmsdbデータベースは、 ユーザー ・ データベースをバッ クア ッ プするのと同じ方法

でバッ クア ッ プできます。 Questでは、 modelデータベースについてはフル ・ バッ クア ッ プのみを作成す

る こ と をお勧めし ます。 これは、 このデータベースが小さ く 、 変更頻度も低いため、 ログをバッ クア ッ
プする必要がないからです。

詳し く は、 SQL Server Books Onlineの 「システム ・ データベースのバッ クア ッ プ と復元」 を参照し て く だ さい。

重要 ： AlwaysOn可用性グループの展開では、 ハー ド ウ ェ アのスナ ッ プシ ョ ッ ト は現在プラグイ ンでサポー

ト されていません。 AlwaysOn可用性グループ環境を実行し ている場合は、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ベースの

Microsoft VSSプロバイダがAlwaysOn可用性グループに含まれているすべてのSQL Serverに設定されてい

る こ と を確認し、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ベースのプロバイダがどのベンダーのハー ド ウ ェ ア ・ ベースのVSSプロ

バイダよ り も優先される こ と を確認し ます。 また、 AlwaysOn可用性グループの展開では、 NetVault 
Backup管理対象の永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト はサポー ト されていないこ とに注意し て く だ さい。

メ モ ： 本プ ラグイ ンでは、 tempdbまたはResourcedbデータベースをバッ クア ッ プする こ とはで

きません。
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レプ リ ケー ト されたデータベースのバッ クア ッ プ
データベース ・ レプ リ ケーシ ョ ンはSQL Server2008以降でサポー ト されています。 Plug-in for SQL Server は、

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ レプ リ ケーシ ョ ン、 マージ ・ レプ リ ケーシ ョ ン、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ レプ リ ケーシ ョ ンの3
種類のタ イプをすべてサポー ト し ています。

以下を含むレプ リ ケー ト されたデータベース と それに関連するシステム ・ データベースは、 定期的にバッ クア ッ
プする必要があり ます。

• パブ リ ッ シャのパブ リ ケーシ ョ ン ・ データベース

• デ ィ ス ト リ ビ ュータのデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン ・ データベース

• サブスク ラ イバのサブスク リ プシ ョ ン ・ データベース

• パブ リ ッ シャ、 デ ィ ス ト リ ビ ュータ、 およびすべてのサブスク ラ イバのmasterおよびmsdbシステム ・

データベース。 これらのデータベースは、 相互および関連するレプ リ ケー ト されたデータベース と同時
にバッ クア ッ プする必要があり ます。

た と えば、 パブ リ ッ シャのmasterおよびmsdbデータベースを、 パブ リ ケーシ ョ ン ・ データベース と同時

にバッ クア ッ プ し ます。 パブ リ ケーシ ョ ン ・ データベースを リ ス ト アする場合、 masterおよびmsdbデー

タベース とパブ リ ケーシ ョ ン ・ データベースがレプ リ ケーシ ョ ン構成および設定に関し て同じ である こ
と を確認し て く だ さい。

レプ リ ケー ト されたデータベースは、 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされた、 レプ リ ケーシ ョ ン ・ データベース以外
のデータベース と同じ方法でバッ クア ッ プできます。 定期的に増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを実
行する場合、 レプ リ ケーシ ョ ン関連の変更が増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プに取り込まれます。 増
分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを実行し ない場合は、 レプ リ ケーシ ョ ンに関連する設定を変更するた
びにバッ クア ッ プを実行する必要があり ます。

詳し く は、 SQL Server Books Onlineの 「 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ レプ リ ケーシ ョ ンおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・ レプ

リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プ と復元の方式」、 「マージ ・ レプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プ と復元の方式」、 およ
び 「一般にバッ クア ッ プの更新が必要になるアクシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

圧縮機能の確認
バッ クア ッ プを継続する前に、 以下の情報を確認する必要があ り ます。 この情報は、 本プ ラグイ ンがサポー ト す
るすべてのSQL Serverバージ ョ ンに該当し ますが、 機能によ ってはご使用のSQL Serverバージ ョ ンでサポー ト

されていない場合があり ます。

ご使用のSQL Serverバージ ョ ンで該当機能がサポー ト されていれば、 SQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能を使

用する こ とができます。 また、 本プ ラグイ ンでは、 低、 中、 高の3レベルでの圧縮を使用する こ とができ、 これ

によ り ご使用のサーバーでSQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能をサポー ト し ているかど うかに関わらず、 機能

を使用する こ とができます。 さ らに、 圧縮機能をオフにする こ と もできます。 圧縮オプシ ョ ンには以下の項目が
含まれます。

• ［NetVault Backup低圧縮を使用］ ： この方法はデフ ォル ト で選択されてお り、 プロセ ッサ使用率を最低限

に抑えつつ良好な圧縮を実行する こ とができます。 Questでは、 圧縮する必要があるが処理の低減が最も

重要な場合、 このオプシ ョ ンを使用する こ と をお勧めし ます。

• ［NetVault Backup中圧縮を使用］ ： この方法を使用する と、 良好な圧縮を実行する こ とができますが、 よ

り高いプロセ ッサ使用率を必要と し ます。 このため、 Questでは、 精度の高い圧縮が必要で、 バッ クア ッ

プ実行中の高いプロセ ッサ使用率が問題とはならない場合に、 このオプシ ョ ンを使用する こ と をお勧め
し ます。

• ［NetVault Backup高圧縮を使用］ ： この方法を使用する と最適な圧縮を実行する こ とができます。 このた

め、 Questでは、 最適な圧縮が最も重要な要素であり、 プロセ ッサ消費が問題とはならない場合にこのオ

プシ ョ ンを使用する こ と をお勧めし ます。
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• ［SQL Serverイ ンス タ ンス内で設定されたSQL Server圧縮を使用］ ： このオプシ ョ ンは、 本プ ラグイ ンが

SQL Serverバッ ク ア ッ プの圧縮機能をサポー ト するSQL Serverイ ンス タ ンスへ接続し ている場合に限り

利用可能です。 このSQL Serverイ ンス タ ンスに対し てSQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能が有効化され

ている場合は、 本プ ラグイ ンはこのイ ンス タ ンスに対し てSQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能を有効化

し ます。 SQL Serverイス タ ンスが有効になっていない場合、 本プラグイ ンはSQL Serverバッ クア ッ プ圧

縮を使用し ません。

• ［SQL Server圧縮を使用］ ： このオプシ ョ ンは、 本プ ラグイ ンがSQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能をサ

ポー ト するSQL Serverイ ンス タ ンスへ接続し ている場合に限り利用可能です。 このオプシ ョ ンを指定す

る こ とによ り、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ ア上に格納されたデータ を、 SQL ServerにSQL Serverバッ クア ッ

プ圧縮アルゴ リズムを使用し て圧縮するよ う指示する こ とができます。

SQL Serverのバッ クア ッ プ圧縮について詳し く は、 http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb964719.aspxを参照し て く だ さい。

• ［圧縮を使用し ない］ ： 圧縮を無効にするにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ実行後の圧縮比を表示するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を
ク リ ッ ク し て、 完了し たジ ョ ブを選択し、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。 表示されたログで、 「圧縮率」 で始ま
る メ ッ セージを探し ます。 追記情報を表示するには、 行を選択し て、 ［More Info］ を ク リ ッ ク し ます。 これによ

り、 バッ クア ッ プ された圧縮されていないデータの総バイ ト 数、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに送信されたデータの
バイ ト 数、 およびヘ ッ ダ と し て含まれる管理用バイ ト 数を表示する こ とができます。 これらは圧縮データの統計
情報の一部と し て利用されますが、 実際の圧縮済みデータからは除外されます。 圧縮率情報はログ内で以下のと
お り レポー ト されます。 [[(圧縮されていないデータ合計数) – (圧縮済みデータ合計数)] x 100%] / (圧縮されてい

ないデータ合計数)このヘ ッ ダ ・ バイ ト 数は、 通常、 バッ クア ッ プ ・ サイズの一部と し てはわずかです。 ただ し、

小さ なデータベースを複数のNetVault Backupス ト リームを使用し てバッ クア ッ プ し た場合は該当し ません。

SQL Serverバッ ク ア ッ プの圧縮機能を使用する場合、 または圧縮を利用し ない場合、 ［NetVault Backup圧縮が

使用されていない場合のVDIス ト リーム］ オプシ ョ ンが有効化されます。

NetVault Backup圧縮方法のいずれかを使用する と、 ［VDIス ト リーム/圧縮スレ ッ ド］ と ［パラ レルNetVault 
Backup ス ト リーム数］ が有効にな り ます。 VDIスレ ッ ド では圧縮を実行し ます。 バッ クア ッ プ中に各VDIス
レ ッ ド または接続がSQL Serverからデータ を受信する と、 圧縮し た後、 NetVault Backupス ト リームを使用し て

出力デバイスへ書き込みます。 高レベルでの圧縮ではよ り多 く のプロセ ッサを消費するため、 NetVault Backup
ク ラ イアン ト を実行中のシステム上 （つま り、 バッ クア ッ プ対象のSQL Serverイ ンス タ ンスを実行中のシステ

ム） で利用可能なプロセ ッサ数を効果的に使用する こ と を検討し て く だ さい。 た と えば、 VDIスレ ッ ド数には、

システム上のプロセ ッサ数よ り もわずかに少ない数を指定し ます。 ただ し、 バッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数は出力
デバイス数を超えてはな り ません。 このため、 VDIス ト リーム数 （［VDIス ト リーム/圧縮スレ ッ ド ］） および

NetVault Backupスレ ッ ド数 （［パラ レルNetVault Backupス ト リーム数］） を別々に指定する必要があり ます。

［SQL Serverバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブにアクセスする と、 VDIス ト リームの当初の数には、 NetVault 
Backupク ラ イアン ト 上で検出されるプロセ ッサ数よ り も1つだけ小さ な値が表示されます。 このフ ィ ールド に指

定された値によ り、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの保存に使用するVDIデバイス数が決定されます。 デフ ォル ト では、

［仮想デバイスイ ン ターフ ェ イス(VDI)を使用する］ を選択する と、 すべてのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ オプシ ョ ン

にVDIデバイスが1つ設定されますが、 追加のVDIデバイスを設定できます。 ただ し、 VDIデバイスの最小数は1個

で、 追加可能なVDIデバイスの最大数は64個までです。

［VDIバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンの下方で、 本プラグイ ンはNetVault Backupク ラ イアン ト 上のプロ

セ ッサ数を表示し ます。 プロセ ッサがハイパースレ ッデ ィ ング （HT） を使用する場合、 これがプロセ ッサ数に

反映され、 4つの物理プロセ ッサを持つシステムでHTが有効になっている場合は、 8つのプロセ ッサを持つシス

テムと し て識別されます。 NetVault Backup圧縮を使用する場合は、 VDIス ト リーム数を選択する際にこの数を使

用する こ とができます。

重要 ： SQL Serverバッ クア ッ プの圧縮機能を使用、 または圧縮を使用し ない場合、 選択し たVDIデバイス

数は、 使用可能な メ デ ィ アまたはテープ･ド ラ イブの数を超えないよ う注意し て く だ さい。 た と えば、 選択
されたVDIデバイスが5個の場合、 最低でも5個のメ デ ィ アまたはテープ ・ ド ラ イブが必要です。 

 
NetVault Backup圧縮を使用する場合は、 選択し たパラ レル ・ バッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数が、 使用可能な

メ デ ィ アまたはテープ ・ ド ラ イブの数を超えないよ う注意し て く だ さい。
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NetVault Backup圧縮を使用し た場合のオプシ ョ ンのバッ クア ッ プ回数については、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ ア数

について ［パラ レルNetVault Backupス ト リーム数］ に関するエン ト リ を基に指定し ます。 メ デ ィ アにス ト ラ イ

プ ・ デ ィ スク を使用する と、 ス ト ラ イプ数に設定されたバッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数が使用されます。 これによ
り、 最も高速なバッ クア ッ プが実行されます。 異なるハー ド デ ィ スク上の各NetVault Backup出力デバイスを使

用し て、 ス ト ラ イプ化に対応し ていない異なるハー ド デ ィ スクにバッ クア ッ プを書き込む場合は、 バッ クア ッ
プ ・ ス ト リーム数をハー ド デ ィ スク数に設定し ます。 ス ト ラ イプ化に対応し ていないシングル ・ デ ィ スク上の1
つ以上のVTLへバッ クア ッ プを実行する場合は、 1つまたは2つのNetVault Backupス ト リームのみを使用し ます。

複数のテープ ・ ド ラ イブを使用し てテープ ・ ラ イブ ラ リへバッ クア ッ プする場合は、 配置されているテープ ・ ド
ラ イブ数以下のバッ クア ッ プ ・ ス ト リームを使用し ますが、 できればテープ ・ ド ラ イブよ り少な く し ます。

NetVault Backup圧縮を使用するかど うかに関わらず、 リ ス ト アに必要なVDIデバイス数は、 バッ クア ッ プに使用

された数に等し く な り、 リ ス ト アに必要なバッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数も、 バッ クア ッ プに使用された数に等し
く な り ます。 テープ ・ メ デ ィ アを使用する際、 バッ クア ッ プに使用し たテープ ・ ド ラ イブよ り も少ないテープ ・
ド ラ イブ しかリ ス ト アに使用できないと、 リ ス ト アが失敗する場合があ り ます。 失敗を回避するため、 Questで
は、 利用可能なテープ ・ ド ラ イブよ り も少ない数のNetVault Backupス ト リームを使用する こ と をお勧めし ます。

オン ラ イ ンVDIのバッ クア ッ プの実行
Plug-in for SQL Serverを使用し てオン ラ イ ンVDIのバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手

順に従います。

• オン ラ イ ンVDIのバッ クア ッ プ対象データの選択

• VSSバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

オン ラ イ ンVDIのバッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windowsの場合は長さ制限はあ り ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし

ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［Plug-in for SQL Server］ を開いて、 次に個別のイ ンス タ ンスを表示するため

に、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を開きます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［選択］ リ ス ト か
らセ ッ ト を選択し ます。
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イ ンス タ ンスを表示し た状態で、 以下のいずれかを実行できます。

▪ イ ンス タ ンス全体を イ ン クルージ ョ ン用に選択し ます。

▪ イ ンス タ ンスを開いて個々のデータベースを表示し、 データベースをバッ クア ッ プ対象と し て選
択

▪ 個々のデータベースを開いてフ ァ イルおよびフ ァ イルグループを表示し、 アイテムをバッ クア ッ
プ対象と し て選択

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

Plug-in for SQL Serverを使用し たオン ラ イ ンVDI
バッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［SQL Serverバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブの ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 ［仮想デバイス イ
ン ターフ ェ イス （VDI） を使用する］ を選択し ます。

VDIバッ クア ッ プ方法では、 バッ クア ッ プ戦略を定義する際に、 最大限の信頼性と柔軟性を提供する

MicrosoftのVDIアプ リ ケーシ ョ ン ・ プログラム ・ イ ン ターフ ェ イス(API)を利用できます。

3 利用可能であれば、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［ブロ ッ ク ・ サイズ （バイ ト ）］ ： このフ ィ ールド には、 デバイスのブロ ッ ク ・ サイズ （バイ ト 単
位） を入力し ます。 デフ ォル ト 値は、 64KB （65536バイ ト ） です。

重要 ： 仮想ク ラ イアン ト で使用するよ う に設定し たデータ をバッ クア ッ プする場合は、 バッ クア ッ
プ対象にするSQL Server仮想サーバー、 またはそれに含まれるアイテムを選択し ます。 同じ ク ラス

タ内の複数のSQL Server仮想サーバーを使用し ている場合は、 データ をバッ クア ッ プする正しい

SQL Server仮想サーバーを選択し ます。 このページに表示される イ ンス タ ンス名は、 イ ンス ト ール

で仮想ク ラ イアン ト と し て設定し たSQL Server仮想サーバーです。 

 
ノ ー ドの1つからではな く 、 必ず、 仮想ク ラ イアン ト を使用し てプロセスを実行し て く ださい。

ノ ー ド を開 く か、 展開し て階層を ド リル ・ ダウン し てい く と、 ローカルと し て識別され、 選択でき
ない状態のSQL Serverイ ンス タ ンスが表示されます。 ログ情報を管理する目的で、 システムがこの

イ ンス タ ンスを使用し ている可能性があるため、 このレベルではいかなる処理も実行し ないで く だ
さい。

重要 ： フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ ・ タ イプ、 差分フ ァ イルおよ
びフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ、 部分データベース、 差分部分データベースのバッ ク
ア ッ プ ・ タ イプについては、 読み取り専用フ ァ イルグループをバッ クア ッ プに含めるため、
これを選択ツ リー内で確実に選択する必要があ り ます。 ペアレン ト レベル ・ データベースを
選択し た場合、 読み取り専用フ ァ イルグループに対し て緑のチ ェ ッ クマークが表示されます
が、 このままではフ ァ イルグループはバッ クア ッ プ されません。 読み取り専用フ ァ イルグ
ループをバッ クア ッ プに含めるには、 ペアレン ト レベル ・ データベースではな く 、 アイテム
を個別に選択し て く だ さい。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ま
す。
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▪ ［複数転送］ ： このフ ィ ールド に指定し た値は、 ［ブロ ッ ク ・ サイズ］ フ ィ ールド に指定し た値の倍
数と し て使用されます。 これらの2つのフ ィ ールドの値を基に、 最大データ転送サイズが決定され

ます （つま り、 ［ブロ ッ ク ・ サイズ］ がデフ ォル ト 値の65536バイ ト 、 ［複数転送］ がデフ ォル ト

値の24である場合は、 最大データ転送サイズは1.6MBにな り ます）。

4 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ フル ・ データベースのバッ クア ッ プ

▪ 差分データベースのバッ クア ッ プ

▪ コ ピーのみ

▪ 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ

▪ Tail-Logバッ クア ッ プ

▪ フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ

▪ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの差分バッ クア ッ プ

▪ 部分データベースのバッ クア ッ プ

▪ 差分部分データベースのバッ クア ッ プ

これらのバッ クア ッ プ ・ タ イプについて詳し く は、 「VDIによるオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ戦略の定義お

よびタ イプの確認」 を参照し て く だ さい。

5 ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ セクシ ョ ンで利用可能なオプシ ョ ンを選択し て、 エ
ラーが検出された場合にプ ラグイ ンで実行する処理を指定し ます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーはNetVault Backupバイナ リ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

以下のいずれかの状況が発生し た場合、 本プ ラグイ ンは ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の
場合］ 設定を上書き し、 画面に示すとおりの処理を実行し ます。

▪ 致命的なエラーが発生し た場合、 ジ ョ ブは 「バッ クア ッ プ失敗」 ステータ スを返し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト が読み取り専用フ ァ イルグループであるデータベース上で、 部分バッ
クア ッ プまたは差分部分データベースのバッ クア ッ プが実行された場合、 ジ ョ ブは ［バッ クア ッ
プは警告で完了し ま し た］ ステータ スを返し ます。

6 ［VDIバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 該当する ［バッ クア ッ プ圧縮］ オプシ ョ ンを選択し ま

す （［NetVault Backup低圧縮を使用］ がデフ ォル ト 値）。

▪ ［NetVault Backup低圧縮を使用］

▪ ［NetVault Backup中圧縮を使用］

▪ ［NetVault Backup高圧縮を使用］

▪ ［SQL Serverイ ンス タ ンス内で設定されたSQL Server圧縮を使用］

▪ ［SQL Server圧縮を使用］

▪ ［圧縮を使用し ない］
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

データのバッ クア ッ プ
47



7 NetVault Backup圧縮方法のいずれかを設定し たら、 ［VDIス ト リーム/圧縮スレ ッ ド］ と ［パラ レル

NetVault Backupス ト リーム数］ オプシ ョ ンを設定し てから、 ステ ッ プ10へ進みます。

選択し たパラ レル ・ バッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数が、 使用可能な メ デ ィ アまたはテープ ・ ド ラ イブの数
を超えないよ う注意し て く だ さい。

8 SQL Serverバッ ク ア ッ プの圧縮機能に関連するいずれかのオプシ ョ ンを選択し た場合は、 ［NetVault 
Backup圧縮が使用されていない場合のVDIス ト リーム］ フ ィ ールド でVDIス ト リーム数を入力し てから、

ステ ッ プ10へ進みます。

選択し たVDIデバイス数が、 使用可能な メ デ ィ アまたはテープ ・ ド ラ イブの数を超えないよ う注意し て く

だ さい。

9 ［圧縮を使用し ない］ を選択し た場合は、 ［NetVault Backup圧縮が使用されていない場合のVDIス ト リー

ム］ フ ィ ールド にVDIス ト リーム数を入力し ます。

選択し たVDIデバイス数が、 使用可能な メ デ ィ アまたはテープ ・ ド ラ イブの数を超えないよ う注意し て く

だ さい。

10 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ に ［データベース - 差分］ または ［ ト ラ ンザクシ ョ ンログ］ を選択し、 ［イ ンス

タ ンス ・ ノ ー ド］ が選択されている場合は、 ［差分または増分のバッ クア ッ プで検出されたデータベー
ス］ オプシ ョ ンを使用し て新規データベースが見つかった場合のアクシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［フル ・ データベースのバッ クア ッ プ］ ： このオプシ ョ ンを選択し たままにする と、 プ ラグイ ンは、
最後に実行されたデータベースのフル ・ バッ クア ッ プ以降に追加されたすべてのデータベースの
フル ・ バッ クア ッ プを実行し ます。

▪ ［無視］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 プ ラグイ ンは最後に実行されたフル ・ データベース ・
バッ クア ッ プ以降に作成されたデータベースをすべて無視し ます。 つま り最後のバッ クア ッ プ後
に作成されたデータベースは、 差分データベース ・ バッ クア ッ プまたは増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログ ・ バッ クア ッ プから除外されます。

11 ［バッ クア ッ プ タ イプ］ で ［ ト ラ ンザクシ ョ ンログ］ または ［Tail-Log］ を選択し た場合は、 ［ ト ラ ンザク

シ ョ ンログオプシ ョ ン］ を使用し て、 ログの非アク テ ィ ブな部分の切り捨てを指定する こ とができます。

▪ ［通常］ ： プ ラグイ ンでログ ・ フ ァ イルの非アク テ ィ ブな部分を切り捨て、 再利用できるよ う にす
るには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの増分バッ
クア ッ プのデフ ォル ト です。

▪ ［切り捨てな し］ ： バッ クア ッ プ中にログが切り捨てられないよ う にするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 Tail-Logバッ ク ア ッ プを実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り ま

す。

12 バッ クア ッ プ時に本プ ラグイ ンにチ ェ ッ クサムを実行させる場合は、 ［バッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを有
効にする］ オプシ ョ ンを選択し、 次に ［チ ェ ッ クサム時に検出されたエラー］ を使用し てチ ェ ッ クサム ・
エラーが検出された場合にプ ラグイ ンで実行する処理を指定し ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 SQL Serverは、 ページをバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに書き込む前にページ

（チ ェ ッ クサムまたは損傷ページ） を確認し、 この情報がページ上に存在するかど うかを検証し ます。
ページ ・ チ ェ ッ クサムが存在するかど うかに関係な く 、 SQL Serverはバッ クア ッ プ ・ ス ト リームに別の

バッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを生成し ます。 リ ス ト ア操作でバッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを使用し て、
バッ クア ッ プが損傷し ていないかを検証する こ と もできます。 バッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムは、 データ

重要 ： ［通常］ オプシ ョ ンを有効にし た場合、 SQL Serverはバッ クア ッ プ ・ ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ロ

グをプ ラグイ ンに送信し た後、 自動的に ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを切り捨てます。 ［切り捨てな し］
オプシ ョ ンを有効にし た場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログは切り捨てられません。 ［通常］ オプシ ョ
ンを使用する と、 バッ クア ッ プが予期せず異常終了する と、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログは永久的に失
われます。 プ ラグイ ンがイ ンデッ クスの書き込みに失敗するか使用不可になった場合、 ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ログを リ ス ト アできません。 また、 これらの ト ラ ンザクシ ョ ンはすでにSQL Serverのログ

から削除されています。 この問題によ り、 失敗し たバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの後に作成された ト ラ ン
ザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し よ う とする と、 エラーにな り ます。 このよ う な場合
は、 リ ス ト ア中にこれらのログを必要と し ないよ う に、 データベースを フル ・ バッ クア ッ プ し て く
だ さい。 バッ クア ッ プで通常のエラーが発生し た場合は、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログは失われませ
ん。
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ベース ・ ページではな く バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに保存されるため、 作業負荷およびバッ クア ッ プ ・ ス
ループ ッ ト に影響を与える場合があり ます。

▪ ［エラー後も続行］ ： このデフ ォル ト 値を選択する と、 無効なチ ェ ッ クサムが検出されてもバッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブは続行されます。

▪ ［エラー時に停止］ ： この値を選択し た場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブは失敗し ます。

13 AlwaysOn可用性グループをバッ クア ッ プする場合、 ［AlwaysOn可用性グループ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適

切なバッ クア ッ プ ・ レプ リ カ選択アルゴ リズムを選択し ます。

▪ ［プ ラ イマ リのみ］ ： NetVault Backupがプラ イマ リ ・ レプ リ カ を使用するよ う にするには、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［セカ ンダ リ優先］ ： NetVault Backupがセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を優先的に使用するよ う にし、 セカ

ンダ リ ・ レプ リ カが使用できない場合にプ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を使用するよ う にするには、 この
オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［任意のレプ リ カ］ ： プ ラ イマ リ と セカ ンダ リのどち らのレプ リ カ を使用するかをNetVault Backup
が決定できるよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［セカ ンダ リのみ （コ ピーのみのバッ クア ッ プ）］ ： NetVault Backupがセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を使

用するよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［SQL Serverの設定に合わせる］ ： SQL Server Management Studioを使用し てSQL Serverで設定

されている優先度レベルを使用するには、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

14 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し、 ［保存］
を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windowsの場合は長さ制限はあ り ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナ

ラ イズと実行
最後のステ ッ プでは、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ
ン設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページを使用し た進捗状況の監視を行い

ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべてのNetVault Backupプラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

重要 ： 以降のすべてのジ ョ ブについてこのオプシ ョ ンのデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを変更する方法に
ついては、 「プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： NetVault Backupでは、 すべてのセカ ンダ リ ・ レプ リ カの優先度は等しいと見な し ます。

NetVault Backupがバッ クア ッ プ ・ プロセスで使用するレプ リ カ を選択できるオプシ ョ ンを選択し

た場合、 NetVault Backupでは同期コ ミ ッ ト ・ モー ド で動作し ているレプ リ カ を優先し ます。

重要 ： セカ ンダ リ ・ コ ピーをバッ クア ッ プするには、 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ に ［コ ピー
のみ］ を選択し ます。 他の ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ を選択する と、 ジ ョ ブが失敗し ます。

AlwaysOnグループでセカ ンダ リ ・ レプ リ カ をバッ クア ッ プする場合、 SQL Serverでは、

VDIコ ピーのみのバッ クア ッ プのみを実行できます。 VSSでは、 プラ イマ リ ・ レプ リ カの

バッ クア ッ プのみがサポー ト されています。
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2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

SQL ServerでVSSバッ クア ッ プを実行する
Microsoftでは、 VSSを使用し たSQL Serverデータのスナ ッ プシ ョ ッ ト の作成機能をサポー ト し ています。 VSS
を使用する と、 ボリ ューム ・ バッ クア ッ プの実行中も、 システム上のアプ リ ケーシ ョ ンが引き続きボ リ ュームに
書き込むこ とができます。

Microsoftは、 SQL Serverを実行し ながらPlug-in for SQL Serverなどのバッ クア ッ プ ・ ソ リ ューシ ョ ンによる

SQL Serverデータのコ ピーを可能にするSQL Server VSS Writerを提供し ています。 VSSベースのバッ クア ッ プ

が、 SQL Serverの性能または安定性に悪影響を及ぼすこ とはあ り ません。

Plug-in for SQL Serverを使用し てVSSバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従いま

す。

• VSSバッ クア ッ プ対象データの選択

• VSSバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• VSSバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： VSSバッ クア ッ プを実行する前に、 SQL ServerでSQL Server VSS Writerサービスが稼働し ている

こ と を確認し て く だ さい。 SQL Server VSS Writerは、 SQL Serverのイ ンス ト ール時に自動的にイ ンス

ト ールされますが、 自動的には開始されません。 VSSバッ クア ッ プを実行するには、 Windowsの[サービス

]パネル （[ス ター ト ] > [コ ン ト ロール パネル] > [管理ツール] > [サービス]） から このサービスを開始し ま

す。 Questでは、 このサービスのス ター ト ア ッ プのタ イプを ［自動］ に設定する こ と をお勧めし ます。 

 
VSSバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの定義は、 このサービスの状態に関係な く 行えます。 ただ し、 ジ ョ ブの実行時

にSQL Server VSS Writerサービスが稼働し ていないと、 ジ ョ ブは失敗し ます。 失敗し たバッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブのログには、 ［Please ensure the SQL Server Writer service is started］ （SQL Server Writerサービス

が開始されている こ と を確認し て く だ さい） とい う メ ッ セージが含まれます。
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VSSバッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windowsの場合は長さ制限はあ り ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし

ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［Plug-in for SQL Server］ を開いて、 次に個別のイ ンス タ ンスを表示するため

に、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を開きます。

イ ンス タ ンスを表示し た状態で、 以下のいずれかを実行できます。

▪ イ ンス タ ンス全体を イ ン クルージ ョ ン用に選択し ます。

▪ イ ンス タ ンスを開いて個々のデータベースを表示し、 データベースをバッ クア ッ プ対象と し て選
択

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

VSSバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの

設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［選択］ リ ス ト か
らセ ッ ト を選択し ます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ま
す。

メ モ ： VSSのバッ クア ッ プ中、 プ ラグイ ンはすべての新規データベースを無視し て、 VSSによる フル ・

バッ クア ッ プを含むデータベースの差分バッ クア ッ プのみをまず実行し ます。 この問題が発生し たこ と を
示すエラー ・ メ ッ セージがNetVault Backupのログに出力されます。
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2 ［SQL Serverバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブの ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 ［Volume 
Shadow Copy （VSS） サービスを使用する］ を選択し ます。

3 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ フル ・ データベースのバッ クア ッ プ

▪ 差分データベースのバッ クア ッ プ

▪ コ ピーのみ

これらのバッ クア ッ プ ・ タ イプについて詳し く は、 「VSSバッ クア ッ プ戦略の定義と タ イプの確認」 を参

照し て く だ さい。

4 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを指定し ます。

▪ フ ァ イルをス ト レージにバッ クア ッ プ ： デフ ォル ト で選択されている このオプシ ョ ンでは、 選択
し たデータがスナ ッ プシ ョ ッ ト からス ト レージ ・ デバイスにコ ピーされます。 プ ラグイ ンは、
VSSプロバイダを使用し てク ラ イアン ト 上で永続的または非永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し、

選択し たデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト （複数可） からス ト レージ ・ デバイスにコ ピーし ます。

▪ ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ ： デ ィ スク ・ アレ イで永続的スナ ッ プシ ョ ッ ト を保持するに
は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▫ ［フ ァ イルをス ト レージにバッ クア ッ プ］ と ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ チ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスが両方選択されている場合、 プ ラグイ ンは選択し たフ ァ イルをス ト レージ ・
デバイスにコ ピーし、 そのスナ ッ プシ ョ ッ ト 情報をバッ クア ッ プ ・ イ ンデ ッ クスに追加し
ます。

▫ ［フ ァ イルをス ト レージにバッ クア ッ プ］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオフにし て、 このチ ェ ッ
ク ・ ボッ クスをオンにする と、 プ ラグイ ンはバッ クア ッ プ ・ ス ト リームにイ ンデッ クス ・
エン ト リのみを書き込み、 デ ィ スク ・ アレ イ上に永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し ます。

▪ ［次の期間を経過し たら廃棄］ ： ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンに
し ていて、 指定期間後に永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を削除するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
オンにし、 有効期限フ ィ ールド に入力し ます。

有効期限の設定にかかわらず、 関連付けられているセーブセ ッ ト がリ タ イア される と、 スナ ッ プ
シ ョ ッ ト は自動的に削除されます。 し たがって、 このオプシ ョ ンは、 関連付けられているセーブ
セ ッ ト がリ タ イア される前にスナ ッ プシ ョ ッ ト を破棄する場合のみ有効です。 スナ ッ プシ ョ ッ ト
を直ちに期限切れにするには、 ス ト レージ ・ アレ イにログイ ン し て、 手動でスナ ッ プシ ョ ッ ト を
期限切れにする必要があり ます。 それ以外の場合、 スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する と きに選択し た
保持ポリ シーに従って、 スナ ッ プシ ョ ッ ト の有効期限が切れます。

メ モ ： ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ および ［次の期間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを使
用するには、 バッ クア ッ プするSQL ServerがNetVault Backup対応デ ィ スク ・ アレ イに存在し てい

て、 ベンダーのハー ド ウ ェ ア ・ ベースのVSSプロバイダが所定の場所に存在し ている必要があり ま

す。 詳細は、 「スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プについて」 を参照し て く だ さい。
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5 ［VSSバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［複数のスナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 システム ・ リ

ソースの需要を制限］ を選択し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windowsの場合は長さ制限はあ り ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

VSSバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最後のステ ッ プでは、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ
ン設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページを使用し た進捗状況の監視を行い

ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべてのNetVault Backupプラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

AlwaysOn可用性グループのVDIによる フ

ル ・ バッ クア ッ プの作成例
この手順は、 以下の構成および設定に基づいています。

• AlwaysOnデータベースが、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カおよびすべてのセカ ンダ リ ・ レプ リ カ上にある。

• 仮想ク ラ イアン ト で、 AlwaysOn可用性グループのリ スナまたはAlwaysOnク ラス タのいずれかのネ ッ ト

ワーク名またはIPア ド レスが使用されている。

• データベースがオン ラ イ ンである。

• 各ノ ー ド で、 SQL Server Browserを含むすべてのSQL Serverサービスが実行されている。

メ モ ： VSSフル ・ データベースのバッ クア ッ プ ・ タ イプに ［複数のスナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、

システムリ ソースの需要を制限］ を選択し ている場合、 VSS差分データベースのバッ クア ッ プ ・ タ

イプにも同じ オプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。

このオプシ ョ ンは、 VSSバッ クア ッ プ方式が選択済みの場合に適用できます。 VSSスナ ッ プシ ョ ッ

ト を取得する と、 必要なシステム ・ リ ソース量は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト に含まれるSQL Serverデータ

ベースの量に伴って増加し ます。 このオプシ ョ ンを選択し て、 VSSスナ ッ プシ ョ ッ ト で使用される

システム ・ リ ソース量を制限し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 Plug-in for SQL Serverは単一

スナ ッ プシ ョ ッ ト に選択済みデータベースをすべて含めるのではな く 、 グループ内またはバッ チの
選択済みデータベースをグループ化し、 各バッ チでスナ ッ プシ ョ ッ ト を取得し ます。 このため、 シ
ステム ・ リ ソースは使い尽 く されません。

オプシ ョ ン ［複数のスナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 システム ・ リ ソースの需要を制限］ は、 オプ
シ ョ ン ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持］ と組み合わせる こ とができません。 ［複数のスナ ッ プ
シ ョ ッ ト を使用し て、 システム ・ リ ソースの需要を制限］ を選択し た場合、 スナ ッ プシ ョ ッ ト は永
続的には保持されません。

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。
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• NetVault Backupサーバーはそのサーバーのみで実行されてお り、 ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド では実行されて

いない。

• NetVaultの ［ログオン ・ アカウン ト ］ オプシ ョ ンが、 ド メ イ ン管理者を使用するよ う に設定されている。

• 各NetVault Backupク ラ イアン ト ・ ノ ー ドが他のノ ー ドのNetVault Backupク ラ イアン ト にアクセスでき

る。

上記の情報を確認し てから、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順を実行し ます。

• AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ クア ッ プ用 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の作

成

• AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ クア ッ プ用 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成

• AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ

クア ッ プ用 
バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 該当する ク ラ イアン ト のプ ラグイ ンのリ ス ト から ［Plug-in for SQL Server］ を開いて、 次に個別のイ ン

ス タ ンスを表示するために、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を開きます。

5 以下のいずれかを実行し ます。

▪ AlwaysOn可用性グループのイ ンス タ ンス全体を選択し て含める。

▪ AlwaysOn可用性グループのイ ンス タ ンスを開いて、 個々のデータベースを表示し、 バッ クア ッ プ

に含めるデータベースを選択する。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ

クア ッ プ用 
バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 ［仮想デバイスイ ン ターフ ェ イス(VDI)を使用する］ を選択し ます。

3 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［フル ・ データベース］ を選択し ます。

4 ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ セクシ ョ ンで、 該当するオプシ ョ ンを選択し ます。

重要 ： Tail-Logバッ クア ッ プを実行し ている場合は、 この手順を実行する前に、 SQL Server 
Management Studioを使用し て、 プ ラ イマ リ ・ データベースおよびセカ ンダ リ ・ データベースをグ

ループから削除する必要があり ます。 グループからデータベースが削除される と、 そのデータベー
スのステータ スは ［リ ス ト ア中］ に変わり、 グループでプ ラ イマ リ ・ ロールを割り当てられている
SQL Serverイ ンス タ ンスによ って所有されます。 Tail-Logバッ クア ッ プを実行するには、 SQL 
Serverイ ンス タ ンスでデータベースを選択し ます。
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5 ［VDIバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 該当する圧縮を選択し ます。

6 ［VDIス ト リーム/圧縮スレ ッ ド］ オプシ ョ ン と ［パラ レルNetVault Backup ス ト リーム数］ オプシ ョ ンに

入力し ます。

7 バッ クア ッ プ時に本プ ラグイ ンにチ ェ ッ クサムを実行させる場合は、 ［バッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを有
効にする］ オプシ ョ ンを選択し、 次に ［チ ェ ッ クサム時に検出されたエラー］ を使用し てチ ェ ッ クサム ・
エラーが検出された場合にプ ラグイ ンで実行する処理を指定し ます。

8 ［AlwaysOn可用性グループ］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［プ ラ イマ リのみ］ オプシ ョ ンを選択し ます。

9 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し、 ［保存］
を ク リ ッ ク し ます。

AlwaysOn可用性グループのVDIによる フル ・ バッ

クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： AlwaysOn可用性グループでは、 各NetVault Backupク ラ イアン ト が使用するス ト リーム数と

し て、 本プ ラグイ ンは ［NetVault Backupパラ レル ・ ス ト リーム数］ を使用し ます。 た と えば、 グ

ループに3つのNetVault Backupク ラ イアン ト がある場合で、 ス ト リーム数に1を入力し た場合、 各

ク ラ イアン ト は1つのス ト リームを使用し ます。 この指定は、 全体的なバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの3つ

のス ト リームに相当し ます。
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6

データのリ ス ト ア

• データのリ ス ト ア ： 概要

• オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア

• VSSバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア

• その他のリ ス ト ア手順の使用

データのリ ス ト ア ： 概要
リ ス ト ア とは、 バッ クア ッ プからデータ を コ ピーし、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログをデータに適用し て、 目的とする
リ カバリ時点の状態にロール ・ フ ォワー ド するプロセスです。 バッ クア ッ プには、 各バッ クア ッ プのリ ス ト ア中
にアク テ ィ ブな ト ラ ンザクシ ョ ンをロール ・ フ ォワー ド するために十分な ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの記録が保持
されます。 また、 各バッ クア ッ プには、 コ ミ ッ ト されていない ト ラ ンザクシ ョ ンをロールバッ ク し、 データベー
スを整合性のある、 使用可能な状態にするために十分な ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログも保持されます。 コ ミ ッ ト され
ていない ト ラ ンザクシ ョ ンをロールバッ ク し、 データベースをオン ラ イ ンにするプロセスはリ カバリ と呼ばれま
す。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ プロセスについて
この ト ピ ッ クには、 以下のサブ ト ピ ッ クが含まれています。

• VDIリ ス ト ア ・ シーケンス手順の確認

• 使用可能なオン ラ イ ンVDIリ ス ト アのタ イプについて

• Plug-in for SQL Serverを使用し たオン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用システム ・ データベースのリ ス ト ア

• オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用レプ リ ケーシ ョ ンに含まれるデータベースのリ ス ト ア

VDIリ ス ト ア ・ シーケンス手順の確認

SQL Serverの各リ ス ト ア ・ シナ リ オは、 リ ス ト ア ・ シーケンス と呼ばれる1つ以上のリ ス ト ア ・ オペレーシ ョ ン

を使用し て実装し ます。 リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 1つ以上のリ ス ト ア手順でデータ を移動し ます。 リ ス ト ア

手順には、 データ ・ コ ピー、 再実行 （ロール ・ フ ォワー ド）、 および元に戻す （ロールバッ ク） 手順があ り ます。
これらの手順について以下の ト ピ ッ クで説明し ます。

メ モ ： SQL Serverデータベースのセキュ リ テ ィ 管理者またはDBAが、 1件以上のSQL Serverデータベース

に対し て透過データ暗号化 （TDE） を有効にし た場合、 TDE有効のデータベースを リ ス ト アする前に、

SQL Serverデータベースのセキュ リ テ ィ 管理者またはDBAは、 SQL Serverターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスで必

要なTDE証明書を リ ス ト アする必要があ り ます。
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VDIリ ス ト アのデータ ・ コ ピー手順

リ ス ト ア ・ プロセスの最初の手順はデータ ・ コ ピー手順です。 データ ・ コ ピー手順では、 すべてのデータ、 ロ
グ、 およびイ ンデッ クス ・ ページをバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アからデータベース ・ フ ァ イルにコ ピーし ます。 この
と き、 以下の1つ以上のバッ クア ッ プ ・ タ イプからデータ を コ ピーし ます。

• フル ・ データベースのバッ クア ッ プ

• 差分データベースのバッ クア ッ プ

• コ ピーのみ

• フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ

• フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの差分バッ クア ッ プ

• 部分データベースのバッ クア ッ プ

• 差分データベースのバッ クア ッ プ

VDIリ ス ト アの再実行手順 （ロール ・ フ ォワー ド）

再実行とは、 ログに記録された変更をロールフ ォワー ド ・ セ ッ ト のデータに再適用し て、 データ を特定時点の状
態に進めるプロセスです。 SQL Serverデータベース ・ エンジンは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プの

リ ス ト ア時に、 この ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを処理し て再実行を行います。 SQL Serverデータ

ベース ・ エンジンは、 上記の ト ピ ッ クのデータ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プに含まれるログおよび、 後で リ ス ト ア さ
れる増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プから開始し ます。 ロール ・ フ ォワー ドは、 リ カバリ時点、 つま
り、 ログの最後か、 SQL Serverのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンで増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プに対し

て指定された特定時点で停止し ます。 Plug-in for SQL Server は、 時間およびマーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ

く PITリ カバリ をサポー ト し ています。

VDIリ ス ト アおよびリ カバリの元に戻す （ロール ・ バッ ク） 手順

再実行手順によ ってログのすべての ト ラ ンザクシ ョ ンをロール ・ フ ォワー ド する と、 通常、 リ カバリ時点ではコ
ミ ッ ト されていない ト ラ ンザクシ ョ ンによ って行われた変更がデータベースに含まれます。 これによ り、 ロー
ル ・ フ ォワー ド されたデータの ト ラ ンザクシ ョ ンに不整合が生じ ます。 リ カバリ ・ プロセスでは、 ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ログを開き、 コ ミ ッ ト されていない ト ラ ンザクシ ョ ンを特定し てロールバッ ク し、 データベースを ト ラ
ンザクシ ョ ンの整合性が保たれた状態にし ます。 これを、 元に戻す手順と呼びます。

リ カバリ ・ プロセスの開始時にデータの ト ラ ンザクシ ョ ンの整合性が保たれている場合、 元に戻す手順はスキッ
プ されます。

データベースで ト ラ ンザクシ ョ ンの整合性が確保される と、 リ カバリ によ ってデータベースがオン ラ イ ンにな り
ます。

使用可能なオン ラ イ ンVDIリ ス ト アのタ イプについて

リ ス ト アを正し く 実行するには、 使用可能な リ ス ト アのタ イプについて十分に理解し てお く 必要があ り ます。 こ
の ト ピ ッ クでは、 各復旧モデルでサポー ト される リ ス ト ア ・ シナ リ オについて説明し ます。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用単純復旧モデルでのデータベースのリ ス ト ア

以下のリ ス ト ア ・ シナリ オは、 単純復旧モデルでサポー ト されます。

• データベースの完全リ ス ト ア ： 単純復旧モデル ・ データベースにおけるデータベースの完全リ ス ト アで
は、 データベース全体を リ ス ト ア し ます。 通常、 このタ イプのリ ス ト アでは、 フル ・ データベースの
バッ クア ッ プを リ ス ト アするか、 フル ・ データベースのバッ クア ッ プに続いて差分データベースのバッ
クア ッ プを リ ス ト ア し ます。 データベースの完全リ ス ト アの実行中は、 データベース全体がオフ ラ イ ン
にな り ます。

• フ ァ イルのリ ス ト ア ： 単純復旧モデル ・ データベースにおける フ ァ イルのリ ス ト アでは、 データベース
全体を リ ス ト アするのではな く 、 損傷し た1つ以上の読み取り専用フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。 このタ イ

プのリ ス ト アでは、 フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを使用し ます。
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• データベースの部分リ ス ト ア ： 単純復旧モデル ・ データベースの部分リ ス ト アでは、 部分データベース
のバッ クア ッ プまたは差分部分データベースのバッ クア ッ プ、 あるいはその両方の対象と なったプ ラ イ
マ リ ・ フ ァ イルグループ とすべての読み書き可能フ ァ イルグループを リ ス ト ア し ます。 読み取り専用
フ ァ イルグループが損傷し た場合のみ、 フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを使用
し て読み取り専用フ ァ イルグループを リ ス ト アする必要があ り ます。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用完全および一括ログ復旧モデルでのデータベースのリ ス

ト ア

以下のリ ス ト ア ・ シナリ オは、 完全および一括ログ復旧モデルでサポー ト されます。

• データベースの完全リ ス ト ア ： 完全および一括ログ復旧モデルでは、 データベース全体を障害時点に リ
ス ト ア し ます。 通常、 完全リ ス ト ア ・ シーケンスには、 以下の事項が含まれます。

1 Tail-Logバッ クア ッ プを実行し ます。

2 ［NO RECOVERY 設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 フル ・ データベースのバッ

クア ッ プあるいはフル ・ フ ァ イルまたはフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

3 ［NO RECOVERY 設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 差分データベースのバッ ク

ア ッ プあるいは差分フ ァ イルまたはフ ァ イルグループのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

4 ［NO RECOVERY 設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 以降のすべての増分 ト ラ ン

ザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを順番に リ ス ト ア し ます。

5 ［RECOVERY設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し て、 Tail-Logバッ クア ッ プを リ ス ト ア し、

リ カバリ し ます。

• フ ァ イルのリ ス ト ア ： 完全または一括ログ復旧モデル ・ データベースにおける フ ァ イルのリ ス ト アでは、
データベース全体を リ ス ト アするのではな く 、 損傷し たフ ァ イルを リ ス ト ア し て、 データベース全体を
リ ス ト ア し ます。 このタ イプのリ ス ト アでは、 以下のリ ス ト ア ・ シーケンスを実行し ます。

1 Tail-Logバッ クア ッ プを実行し ます。

2 ［NO RECOVERY設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 フル ・ フ ァ イルまたはフ ァ

イルグループのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

3 ［NO RECOVERY設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イ

ルグループのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

4 ［NO RECOVERY 設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し た状態で、 以降のすべての増分 ト ラ ン

ザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを順番に リ ス ト ア し ます。

5 ［RECOVERY設定時］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し て、 Tail-Logバッ クア ッ プを リ ス ト ア し、

リ カバリ し ます。

• 特定時点 （PIT） リ カバリ ： 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのリ ス ト アによ って リ ス ト ア し た ト ラ ンザク

シ ョ ン ・ ログに対し てPITリ カバリ を実行できます。 Plug-in for SQL Server は、 時間ベース （時 ： 分 ： 秒

を使用） と マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ベースのPITリ カバリ をサポー ト し ています。 PITリ カバリ ・

オプシ ョ ンは、 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プおよびTail-Logバッ クア ッ プを リ ス ト アする

場合に使用できます。

▪ 時間に基づ く Pint-in-Timeリ カバリ ： 時間に基づ く PITリ カバリは、 データの損傷時刻が分かって

いる場合に便利です。 た と えば、 開発者がテーブルを午前6:00:00に削除し た場合、 中止時刻を午

前5:55:00に設定し てPITリ カバリ を実行できます。 時間に基づ く PITリ カバリは、 関連付けられて

いないデータベースでのみ使用できるため、 複数のSQL Serverデータベースで論理的な整合性を

保つ必要がある場合は、 マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ く PITリ カバリ を使用し て く ださい。

▪ マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ く 特定時点リ カバリ ： マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンに基づ く
特定時点リ カバリ ： SQL Server 2008以降では、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログに名前付きマーク を挿入

し、 特定マークへのリ カバリ を実行する こ とができます。 この機能は、 論理的に整合性を保つ必
要のある複数のデータベースがある場合に便利です。 特殊な手順を実装する こ とによ り、 リ ス ト
ア後にこれらのデータベースのリ カバリ可能性を確保する こ とができます。 関連付けられたデー
タベースは、 マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ンへのリ カバリのみが可能であるため、 バッ クア ッ プを
実行する前に、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログに名前付きマーク を挿入するよ う アプ リ ケーシ ョ ンを設
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定する必要があり ます。 詳し く は、 SQL Server Books Onlineの 「Ensuring Recoverability of 
Related Databases」 および 「Recovering to a Marked Transaction」 を参照し て く ださい。

Plug-in for SQL Serverを使用し たオン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用

システム ・ データベースのリ ス ト ア
システム ・ データベースのリ ス ト アは、 イ ンス タ ンスが稼働し ているSQL Serverのバージ ョ ンで作成された

バッ クア ッ プからのみ行えます。 た と えば、 SQL Server 2008で稼働し ている イ ンス タ ンスのシステム ・ データ

ベースを リ ス ト アするには、 イ ンス タ ンスをSQL Server 2008にア ッ プグレー ド し た後に作成されたバッ ク ア ッ

プを使用し ます。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用masterデータベースのリ ス ト ア

SQL Serverイ ンス タ ンスを開始するには、 masterデータベースがアクセス可能で、 少な く と も部分的に使用可

能である必要があり ます。 masterデータベースが使用不可になった場合、 現在のデータベースのバッ クア ッ プ

からmasterを リ ス ト アするか、 masterを再構築する こ とによ って、 データベースを使用可能な状態に戻すこ と

ができます。

フル ・ データベースのバッ クア ッ プからmasterデータベースを リ ス ト アできるのは、 サーバー ・ イ ンス タ ンス

を開始できる場合のみです。 masterデータベースの重大な損傷によ りSQL Serverを起動できない場合に可能な

唯一の方法は、 masterを再構築する こ と です。 詳し く は、 SQL Server Books Onlineの 「Rebuilding the master 
Database」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

masterデータベースのリ ス ト アには、 以下の作業が含まれます。

• シングルユーザー ・ モー ド でサーバー ・ イ ンス タ ンスを開始し ます。

• masterデータベースのフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

データのリ ス ト ア ・ プロセスが完了する と、 SQL Serverイ ンス タ ンスは自動的に停止し ます。

• 最後のバッ クア ッ プ以降にmasterに対し て行われた変更は失われるため、 その手順を再実行し て再作成

する必要があり ます。

• masterを リ ス ト ア し て変更を再適用し たら、 すぐにmasterをバッ クア ッ プ し ます。

詳細は、 「代替SQL Serverへのデータのリ ス ト ア」 を参照し て く だ さい。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用modelまたはmsdbデータベースのリ ス ト ア

以下の状況では、 modelまたはmsdbデータベースをバッ クア ッ プから リ ス ト アする必要があり ます。

• masterデータベースを再構築し た場合。 この場合、 masterの再構築によ ってmodelが再作成されるた

め、 バッ クア ッ プからmodelを リ ス ト ア し ます。

• modelまたはmsdbデータベースが損傷し た場合 （メ デ ィ ア障害などによ って）。

modelまたはmsdbのリ ス ト ア手順は、 ユーザー ・ データベースの完全リ ス ト アを実行する場合と同じ です。

msdbを リ ス ト アする前に、 ［コ ン ト ロール パネル］ で ［SQL Server エージ ェ ン ト ］ サービスを停止する必要が

あり ます。 また、 リ ス ト ア手順では必要に応じ てユーザーとの接続が切断されるため、 Questでは、 事前にアプ

リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンする こ と をお勧めし ます。

オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア用レプ リ ケーシ ョ ンに含まれるデータ

ベースのリ ス ト ア
最新のバッ クア ッ プが使用可能な場合、 適切な手順に従ってレプ リ ケーシ ョ ン ・ ト ポロジ内のすべてのデータ
ベースを リ ス ト アできます。 パブ リ ケーシ ョ ン ・ データベースのリ ス ト ア手順は、 レプ リ ケーシ ョ ンのタ イプ と
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使用オプシ ョ ンによ って異な り ますが、 その他すべてのデータベースのリ ス ト ア手順は、 レプ リ ケーシ ョ ンのタ
イプおよび使用オプシ ョ ンには依存し ません。

レプ リ ケーシ ョ ンでは、 レプ リ ケー ト されたデータベースを、 バッ クア ッ プの作成元と同じSQL Serverイ ンス

タ ンスおよびデータベースにリ ス ト アできます。 バッ クア ッ プから レプ リ ケー ト されたデータベースを別のイ ン
ス タ ンスにリ ス ト アする場合、 レプ リ ケーシ ョ ンの設定は維持されません。 この場合、 バッ クア ッ プのリ ス ト ア
後に、 すべてのパブ リ ケーシ ョ ン とサブスク リ プシ ョ ンを再作成し ます。

詳し く は、 SQLServerオン ラ イ ン ・ ブ ッ クの 「スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ レプ リ ケーシ ョ ンおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・

レプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プ と復元の方式」 および 「 マージ ・ レプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プ と復元の

方式」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータ

のリ ス ト ア
SQL ServerでPlug-in for SQL Serverを使用し て標準リ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順

に従います。

• リ ス ト アするオン ラ イ ンVDIデータの選択

• オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ ス ト アするオン ラ イ ンVDIデータの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for SQL Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト でこのリ ス ト は、 セーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。

以下のテーブルでバッ クア ッ プ ・ タ イプご との識別子を示し ます。

バッ クア ッ プ ・ タ イプ バッ クア ッ プ ・ タ イプ識別子

フル ・ データベースのバッ クア ッ プ VDI FULL （全体）

差分データベースのバッ クア ッ プ VDI DIFFERENTIAL （差分）

コ ピーのみ VDI Copy - ONLY （VDI コ ピーのみ）

増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ VDI INCREMENTAL （増分）

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ VDI INCREMENTAL （増分）

Tail-Logバッ クア ッ プ VDI TAIL-LOG

フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ ク
ア ッ プ

VDI FILEGROUP （フ ァ イルおよびグループ）

フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの差分バッ ク
ア ッ プ

VDI FILEGROUP DIFFERENTIAL （差分）

部分データベースのバッ クア ッ プ VDI PARTIAL （部分）

差分部分データベースのバッ クア ッ プ VDI PARTIAL DIFFERENTIAL （部分差分）
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4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

ノ ー ド を さ らに開 く と、 データベース名が表示されます。 フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの
バッ クア ッ プ、 差分フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ クア ッ プ、 部分データベースのバッ クア ッ
プ、 差分部分データベースのバッ クア ッ プの各タ イプでは、 データベース ・ ノ ー ド を開いて、 フ ァ イル
またはフ ァ イルグループを個別に選択する こ とができます。 その他のバッ クア ッ プ ・ タ イプでは、 さ ら
に ド リルダウンする と アイテムが表示されますが、 これらのアイテムを選択する こ とはできません。

7 リ ス ト ア手順に含める利用可能なイ ンス タ ンスまたはデータベースを選択し ます。

8 データベースの部分バッ クア ッ プから変更されたデータベースのみを リ ス ト ア し たい場合、 以下のSQL 
Serverコマン ド を使用し て該当するアイテムのみを リ ス ト ア し ます。

RESTOREDATABASE <データベース名> <読み書き フ ァ イル ・ グループ ・ オプシ ョ ン>
FROMVIRTUAL_DEVICE=<仮想デバイス名> WITH PARTIAL
<リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン>

WITH PARTIAL句を使用する と、 リ ス ト アする特定データ を識別する こ とができます。 例 ：

RESTORE DATABASE [testdb5] READ_WRITE_FILEGROUPS FROM
VIRTUAL_DEVICE='SAMPLE4052' WITH PARTIAL, BLOCKSIZE=65536,
MAXTRANSFERSIZE=1572864, REPLACE, RECOVERY

重要 ： 読み取り専用フ ァ イルグループのリ ス ト ア中は、 フ ァ イルグループを選択ツ リーで確実に選
択する必要があり ます。 ペアレン ト レベル ・ データベースを選択する と、 読み取り専用のフ ァ イル
グループに対し て緑のチ ェ ッ クマークが表示されますが、 このままではフ ァ イルグループはリ ス ト
ア されません。 読み取り専用フ ァ イルグループを リ ス ト アに含めるには、 ペアレン ト レベル ・ デー
タベースではな く 、 アイテムを個別に選択し て く だ さい。

重要 ： AlwaysOn可用性グループを リ ス ト アする場合、 1つの特定のグループに属し ているか、 1つ

の特定のSQL Serverイ ンス タ ンスに属し ているデータベースのみを選択し て く だ さい。 両方を選択

する こ とはできません。
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オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以下のパラ メ ータ を設定し ます （これらのパラ メ ータはすべてのバッ クア ッ プ ・ タ イプで共通です）。

▪ ［バッ クア ッ プ方法］ ： 選択し たセーブセ ッ ト に対し て使用されたバッ クア ッ プ方法が表示されま
す。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ ： 選択し たセーブセ ッ ト に対し て使用されたバッ クア ッ プのタ イプが表
示されます。

▪ ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ ： このセクシ ョ ンでは、 リ ス ト ア操作後に実行する必要のあるアクシ ョ ンを
指定し ます。 以下のオプシ ョ ンから選択できます。

▫ ［RECOVERY設定時］ ： 選択し たデータのリ ス ト ア完了後に、 新たに ト ラ ンザクシ ョ ン ・

ログのバッ クア ッ プまたは差分データベースのバッ クア ッ プを適用し ない場合は、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［NO RECOVERY設定時］ ： このリ ス ト アの完了後、 別の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ ク

ア ッ プまたは差分データベースのバッ クア ッ プを適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択
し ます。

▫ ［STANDBY設定時］ ： ウォーム ・ ス タ ンバイ ・ サーバー ・ シナリ オでプ ラ イマ リ ・ サー

バーから増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを適用する場合は、 このオプシ ョ ン
を選択し ます。

▫ ［確認のみ］ ： バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が完了しバッ クア ッ プ全体が読み取り可能であるかを
確認するため、 バッ クア ッ プに検証を実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
データはリ ス ト ア されません。

▪ ［VDIオプシ ョ ン］ ： このVDIリ ス ト ア方法では、 最大限の信頼性と柔軟性を提供するMicrosoftの
VDI APIを利用できます。 この方法について以下のオプシ ョ ンを設定できます。

▫ ［ブロ ッ ク ・ サイズ （バイ ト ）］ ： このフ ィ ールド には、 デバイスのブロ ッ ク ・ サイズ （バイ
ト 単位） を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 64KB （65536バイ ト ） です。

▫ ［複数転送］ ： このフ ィ ールド に指定し た値は、 ［ブロ ッ ク ・ サイズ］ フ ィ ールド に指定し た
値の倍数と し て使用されます。 これらの2つのフ ィ ールドの値を基に、 最大データ転送サ

イズが決定されます。 た と えば、 ［ブロ ッ ク ・ サイズ］ がデフ ォル ト 値の65536バイ ト 、

［複数転送］ がデフ ォル ト 値の24である場合は、 最大データ転送サイズは1.6MBにな り ま

す。

▪ ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ： このセクシ ョ ンには以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

▫ ［ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス］ ： このフ ィ ールド を使用する と、 データベースを別のSQL 
Serverイ ンス タ ンスに リ ス ト アできます。 このタ イプのリ ス ト ア手順については、 「代替イ

ンス タ ンスへのデータベースのリ ス ト ア」 を参照し て く だ さい。 同じSQL Serverイ ンス タ

ンスへのデータベースの標準リ ス ト アおよびプ ラ イマ リ ・ ノ ー ド へのAlwaysOn可用性グ

ループのリ ス ト アの場合には、 このオプシ ョ ンを空白のままにし ます。

▫ ［Undoフ ァ イルのス タ ンバイ ・ リ ス ト ア］ ： ス タ ンバイ ・ リ ス ト アを実行するには、 プ ラ

グイ ンに一時的なUndoフ ァ イルが必要です。 これは、 ［復元タ イプ］ に ［STANDBY 設定

時］ が設定されている場合のみ必要です。 デフ ォル ト では、 このパスはブ ラ ン クです。 こ
のフ ィ ールド で一時UNDO.DATフ ァ イルへのデ ィ レ ク ト リ ・ パスを指定し ます。 コ ン フ ィ

ギュ レータ でこのフ ィ ールドのデフ ォル ト ・ パスを設定できます。 詳細は、 「プ ラグイ ン ・
オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

重要 ： リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し た後は、 ［変更］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ない限り、 ［リ ス ト ア ・
ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページにある リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを更新する こ とはできません。 ま

た、 ［変更］ を選択し ないと、 ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ オプシ ョ ン］ タ ブは表示されません。
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▫ ［復元チ ェ ッ クサムを有効にする］ ： バッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムを検証し、 バッ クア ッ プ
にバッ クア ッ プ ・ チ ェ ッ クサムがない場合は、 チ ェ ッ クサムが存在し ないこ と を示す メ ッ
セージを表示し て リ ス ト ア操作を失敗にするよ う 指定し ます。 リ ス ト ア ・ チ ェ ッ クサムを
有効にするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスオンにし ます。

▫ ［チ ェ ッ クサム時に検出されたエラー］ ： ［復元チ ェ ッ クサムを有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスを選択し てチ ェ ッ クサムを有効にし た場合、 チ ェ ッ クサム ・ エラーが検出された場合
にプ ラグイ ンで実行する処理を指定し ます。 ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト から、 以下のいずれ
かのオプシ ョ ンを選択し て、 実行するアクシ ョ ンを設定し ます。

- ［エラー後も続行］ ： このオプシ ョ ンは、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ール時に設定される
デフ ォル ト ・ アクシ ョ ンです。 この値を選択し た場合、 無効なチ ェ ッ クサムが含ま
れるページ番号と と もにチ ェ ッ クサム ・ エラーが返された後、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは
できる限り続行されます。

- ［エラー時に停止］ ： この値を選択し た場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブはチ ェ ッ クサム ・ エ
ラーを検出する と、 そのエラーを報告し て停止し ます。

以降のすべてのジ ョ ブについてこのオプシ ョ ンのデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを変更する方法
については、 「プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

▫ ［圧縮済み、 読み取り専用データベース と し て リ ス ト ア］ ： NTFSベース ・ システムを使用

し ている場合で、 バッ クア ッ プをNetVault Backupベース圧縮を使用し て作成または圧縮な

し で作成し た場合は、 ユーザー ・ データベースまたはTail-Logを圧縮済み、 読み取り専用

データベース と し て リ ス ト アする場合にこのオプシ ョ ンを選択し ます。 ［SQL Serverバッ

クア ッ プ圧縮］ 機能を使用し てバッ クア ッ プを作成し た場合、 このオプシ ョ ンはグレー表
示され利用不可状態にな り ます。

このオプシ ョ ンは、 プロダクシ ョ ン ・ データベースを非プロダクシ ョ ン環境へリ ス ト アす
る際、 スペースを抑えたい場合に有効です。 これは、 SQL Serverが圧縮済みフ ォルダ内に

格納されているデータベースの読み書きをサポー ト し ておらず、 読み取り専用と し て リ ス
ト ア されるためです。

デフ ォル ト では、 NTFS圧縮済みフ ァ イルおよびフ ォルダは、 Windows上の標準的なフ ァ

イルおよびフ ォルダ と区別できるよ う異なる色で表示されます。

- ［リ ス ト ア位置］ ： データ ・ フ ァ イルおよびログ ・ フ ァ イルのリ ス ト ア先と なる圧縮
済みフ ォルダへのパスを入力し ます。 該当する フ ォルダが見つからない場合、
NetVault Backupはこのフ ォルダをNTFS圧縮済みフ ォルダ と し て作成し ます。 指定

し たフ ォルダが存在する ものの、 NTFS圧縮済みフ ォルダではない場合、 次のメ ッ

セージが表示され、 ジ ョ ブが失敗し ます。 「データベースを このフ ォルダ内に圧縮
し たまま リ ス ト アする こ とはできません。 新規フ ォルダまたは既存の圧縮済みフ ォ
ルダを指定し て く だ さい。」

3 増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プまたはTail-Logバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 ［ ト ラ ン

ザクシ ョ ン ・ ログ ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 以下のパラ メ ータ を設定し て リ カバリ時点を指定
し ます。

▪ ［時刻設定 (Point-In-Time) リ ス ト アを有効にし ます］ ： ログのバッ クア ッ プのPITリ カバリ を有効

にするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。

▪ ［Point-In-Timeオプシ ョ ン］ ： ト ラ ンザクシ ョ ンのタ イムス タ ンプ、 または ト ラ ンザクシ ョ ンの名

前付きマークのいずれかを使用し て、 PITリ カバリ を実行できます。

▫ ［日付と時刻］ ： ログのバッ クア ッ プ時の特定時点まで リ カバリ を実行するには、 このオプ
シ ョ ンを選択し、 各フ ィ ールド に日付と時刻 （時 ： 分 ： 秒を使用） を設定し ます。

▫ ［マーク付き ト ラ ンザクシ ョ ン］ ： ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ内のマーク まで
リ カバリするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ［マーク］ フ ィ ールド に、 ト ラ ンザク
シ ョ ンのマーク を指定する文字列を入力し ます。 この ト ラ ンザクシ ョ ン （マーク付き ト ラ
ンザクシ ョ ン も含まれます） までのリ カバリ を実行するには、 リ ス ト から ［停止する時点］
を選択し ます。 このマーク よ り前にあるすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするには、
［前に停止する］ を選択し ます。
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オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イ

ズと実行
最後のステ ッ プでは、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 およびジ ョ ブの進捗状況の監視を行います。 進捗状況は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページお
よび ［ログ参照］ ページを使用し て監視できます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべてのNetVault Backup
プ ラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

1 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。 Windows
の場合は長さ制限はあり ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

VSSバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア
Microsoft VSSリ ス ト ア ・ プロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• VSSリ ス ト ア対象データの選択

• VSSリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• VSSリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

VSSリ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for SQL Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト でこのリ ス ト は、 セーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。

以下のテーブルでバッ クア ッ プ ・ タ イプご との識別子を示し ます。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。

重要 ： masterデータベースを リ ス ト アする と きは、 SQL Serverイ ンス タ ンスを停止する必要があり ます。
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4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト ア手順に含める利用可能なイ ンス タ ンスまたはデータ
ベースを選択し ます。

ノ ー ド をダブル ・ ク リ ッ ク し て開いて、 データベース名を表示し、 さ らに ド リル ・ ダウン し てアイテム
を表示する こ とはできますが、 それらのアイテムを開 く こ とはできません。

7 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト からデータ を リ ス ト アする場合は、 VSSリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズ

と実行に進みます。

永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト からデータ を リ ス ト アするために、 ジ ョ ブを送信する前に追加の手順は必要
あり ません。 ジ ョ ブを送信し た後、 プ ラグイ ンはバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスからスナ ッ プシ ョ ッ ト 情
報を自動的に取得し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト が使用可能な場合は、 プ ラグイ ンがローカルにマウン ト し、
選択し たフ ァ イルをスナ ッ プシ ョ ッ ト から リ ス ト ア し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト が使用できない場合、 プ
ラグイ ンはス ト レージ ・ メ デ ィ アから フ ァ イル ・ データ を リ ス ト ア し ます。

VSSリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下のパラ メ ータ

を設定し ます （これらのオプシ ョ ンは、 すべてのVSSバッ クア ッ プ ・ タ イプで利用できます）。

• ［バッ クア ッ プ方法］ ： 選択し たセーブセ ッ ト に対し て使用されたバッ クア ッ プ方法が表示されます。

• ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ ： 選択し たセーブセ ッ ト に対し て使用されたバッ クア ッ プのタ イプが表示され
ます。

• ［リ ス ト ア方法］ ： 以下のオプシ ョ ンの1つを選択し ます。

▪ ［VSSリ ス ト ア］ ： バッ クア ッ プが作成されたマシン と同じ マシンにリ ス ト アを実行するには、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リへデータベース ・ フ ァ イルを コ ピー］ ： 指定し た場所へデータベー
ス ・ フ ァ イルを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 バッ クア ッ プが取得された
ローカル ・ マシン上のデ ィ レ ク ト リ を指定できます。 また、 マシンにSQL Serverがイ ンス ト ール

されていな く ても、 NetVault Backupサーバーから接続可能で、 NetVault Backupと本プ ラグイ ン

がイ ンス ト ールされている任意のマシン上のデ ィ レ ク ト リ を指定する こ と もできます。 他のマシ
ンにVSSバッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト を使用し て、 該当する

ターゲッ ト ・ マシンのNetVault Backupク ラ イアン ト を選択し ます。

バッ クア ッ プ ・ タ イプ バッ クア ッ プ ・ タ イプ識別子

フル ・ データベースのバッ クア ッ プ VSS FULL （フル）

差分データベースのバッ クア ッ プ VSS DIFFERENTIAL （差分）

コ ピーのみ VSS Copy Only （コ ピーのみ）
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• ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ ： このセクシ ョ ンでは、 リ ス ト ア操作後に実行する必要のあるアクシ ョ ンを指定し
ます。 以下のオプシ ョ ンから選択できます。

▪ ［RECOVERY設定時］ ： 選択し たデータのリ ス ト ア完了後に、 追加 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ

クア ッ プまたは差分データベースのバッ クア ッ プを適用し ない場合は、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。

▪ ［NO RECOVERY設定時］ ： このリ ス ト アの完了後、 別の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プ

または差分データベースのバッ クア ッ プを適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

VSSリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズ

と実行」 に記載されている手順を実行し ます。

その他のリ ス ト ア手順の使用
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンで実行する こ とができるその他の （オプシ ョ ン） リ ス ト ア操作について説明し ま
す。

• 仮想ク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア

• データベースの名前変更または移動

• 代替イ ンス タ ンスへのデータベースのリ ス ト ア

• 代替SQL Serverへのデータのリ ス ト ア

仮想ク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア
本プ ラグイ ンを使用し た リ ス ト アで使用可能なすべてのオプシ ョ ンは、 高可用性環境 （SQL Serverフ ェ イル

オーバー ・ ク ラス タおよびAlwaysOn可用性グループ） でも使用できます。 データ も同様の方法で選択し ます。

両者の違いは、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 リ ス ト ア可能な仮想ク ラ イアン ト の

バッ クア ッ プが、 バッ クア ッ プ中に使用し ていた特定のNetVault Backupク ラ イアン ト またはノ ー ド ではな く 、

仮想ク ラ イアン ト 名の下に表示される点です。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始する と、 NetVault Backupはすべてのメ

ンバー ・ ク ラ イアン ト と通信し、 ク ラス タ を管理し ているマシンを特定し、 このマシンを リ ス ト ア対象と し て指
定し ます。

また、 NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト を、 非ク ラス タ化 （ス タ ン ド アロン） NetVault Backupク ラ イアン ト へ

リ ス ト アする こ と もできます。

重要 ： Windowsにおける最大パス長は260文字であるため、 フ ァ イル名と ターゲッ ト ・ パス

の組み合わせが260文字を超えないよ う注意し て く だ さい。 260文字を超える と、 リ ス ト ア

が失敗し ます。 
 
バッ クア ッ プにフ ァ イルス ト リーム ・ データが含まれる場合、 リ ス ト ア ・ プロセスでフ ォル
ダ構造は保持されません。 つま り、 プ ラグイ ンはすべてのフ ァ イルを同じ フ ォルダに リ ス ト
ア し ます。 データベースのフ ォルダ構造は再作成されないため、 データベースにアクセス し
よ う とする と、 フ ァ イルアク テ ィ ベーシ ョ ン ・ エラーが発生し ます。 この問題を回避するに
は、 バッ クア ッ プを元の場所へリ ス ト ア し ます。
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AlwaysOn可用性グループの仮想ク ラ イアン ト へデータ を リ ス

ト アする場合の重要な考慮事項
AlwaysOn可用性グループ内にあるデータ を リ ス ト アする場合は、 以下のガイ ド ラ イ ンに従います。

• AlwaysOn可用性グループのバッ クア ッ プから同じグループへデータ を リ ス ト アできます。 AlwaysOn可

用性グループを代替SQL Serverイ ンス タ ンス、 ス タ ン ド アロン ・ システム、 他のAlwaysOn可用性グルー

プへリ ス ト アできません。

• プ ラ イマ リ ・ レプ リ カの連続リ ス ト アを複数実行する場合、 最初のリ ス ト ア後プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を
省略する と きは、 Questでは、 ［AlwaysOn可用性グループのプ ラ イマ リ ・ ノ ー ド にNetVault Backupク ラ

イアン ト 名を入力］ フ ィ ールド を入力する こ と をお勧めし ます。

• SQL Server Management Studioを使用し てプラ イマ リ ・ レプ リ カ をグループに追加する必要がない場合、

［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択

し ます。

• プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を リ ス ト アする前に、 セカ ンダ リ ・ レプ リ カは、 必ず、 グループから削除されて
いるよ う にし ます。 これには、 SQL Server Management Studioを使用し て手動で実行するか、 または、

［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループから プ ラ イマ リ ・ データベースを削除］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを

選択し て実行し ます。

リ ス ト アを実行する前にセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を削除し ないと、 プ ラグイ ンでプ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を
削除できなかった り、 リ ス ト アの実行時に警告が表示された りする可能性があ り ます。 また、 セカ ンダ
リ ・ レプ リ カ を削除し ないと、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カの後続のバッ クア ッ プ時に、 セカ ンダ リ ・ レプ リ
カ を追加できない場合があり ます。

• プ ラ イマ リ ・ レプ リ カの ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ に ［NO RECOVERY設定時］ を選択し た場合は、 ［リ ス ト

ア後AlwaysOn可用性グループにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ないで

く だ さい。 グループにデータベースを追加するには、 リ カバリ を完了する必要があ り ます。

• 同じ ジ ョ ブを使用し て、 複数のAlwaysOn可用性グループから複数のデータベースを リ ス ト アする こ とは

できません。

• 同じ ジ ョ ブを使用し て、 AlwaysOn可用性グループに属し ているデータベース とグループに属し ていない

他のデータベースを リ ス ト アする こ とはできません。

• AlwaysOn可用性グループのノ ー ド にSQL Serverの名前付き イ ンス タ ンスを使用する場合、 リ ス ト ア ・ プ

ロセスで、 仮想ク ラ イアン ト を使用し てバッ クア ッ プ されているデータベースはグループの各ノ ー ド で
同じ名前付き イ ンス タ ンスに属する必要があり ます。

• 別のジ ョ ブを作成し、 AlwaysOn可用性グループに属し ているデータベースおよびグループに属し ていな

いデータベースから、 データベースを リ ス ト アする必要があ り ます。 また、 同じグループに属し ている
場合は、 同じ ジ ョ ブを使用し て、 AlwaysOn可用性グループから複数のデータベースを リ ス ト ア し ます。

メ モ ： リ ス ト ア中は、 仮想ク ラ イアン ト のノ ー ド を使用し てプロセスを実行し ます。 ク ラス タの個々のク
ラ イアン ト 用のノ ー ドの1つを、 このプロセスの実行に使用し ないで く ださい。 ノ ー ド を開 く か、 展開し て

階層を ド リル ・ ダウン し てい く と、 ローカルと し て識別され、 選択できない状態のSQL Serverイ ンス タ ン

スが表示されます。 ログ情報を管理する目的で、 システムがこのイ ンス タ ンスを使用し ている可能性があ
るため、 このレベルではいかなる処理も実行し ないで く だ さい。

メ モ ： Plug-in for SQL Serverバージ ョ ン11.2またはそれ以前で作成されたバッ ク ア ッ プを リ ス ト ア

する場合、 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンに ［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループか

らデータベースのセカ ンダ リ ・ コ ピーを削除］ オプシ ョ ンが表示されます。 ただ し、 このオプシ ョ
ンは選択し ないで く だ さい。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがPlug-in for SQL Serverバージ ョ ン11.4.5以降

で作成された場合、 このオプシ ョ ンは表示されません。
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AlwaysOn可用性グループの仮想ク ラ イアン ト へのデータのリ

ス ト ア
以下の ト ピ ッ クでは、 AlwaysOn可用性グループ ・ システムでのデータのリ ス ト ア手順の概要を リ ス ト し、 さ ま

ざまな リ ス ト アの例を示し ます。

• AlwaysOn可用性グループの仮想ク ラ イアン ト にデータ を リ ス ト アする場合のリ ス ト ア手順の概要

• AlwaysOn可用性グループのすべてのレプ リ カに追加されているデータベースのリ ス ト ア例

• セカ ンダ リ ・ レプ リ カ を リ ス ト ア し て、 そのセカ ンダ リ ・ レプ リ カ をプ ラ イマ リ ・ レプ リ カに変換する
例

• AlwaysOn可用性グループのVDIバッ クア ッ プのリ ス ト ア例

• プ ラ イマ リ ・ レプ リ カに存在し ないデータベースを リ ス ト アする例

AlwaysOn可用性グループの仮想ク ラ イアン ト にデータ を リ ス ト アする場合のリ ス

ト ア手順の概要

以下の ト ピ ッ クでは、 リ ス ト アを実行するために行う必要のある一般的な手順について説明し ます。

AlwaysOn可用性グループのVSSリ ス ト アの実行

VSSベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合は、 以下の点に注意する必要があり ます。

• VSSは、 スナ ッ プシ ョ ッ ト に含まれているオブジ ェ ク ト が特定の要件に準拠する こ と を要求するジ ェ ネ

リ ッ ク ・ イ ン ターフ ェ イスです。 た と えば、 ステータ スが ［リ ス ト ア中］ であるSQL Serverデータベー

スは、 VSSによるバッ クア ッ プのスナ ッ プシ ョ ッ ト の作成と競合し ます。

• AlwaysOn可用性グループに参加し ているSQL ServerデータベースをVSSリ ス ト アのスナ ッ プシ ョ ッ ト に

含める こ とはできません。 また、 一部の操作は、 グループに参加し ているデータベースには対し て使用
する こ とはできません。

• ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リへデータベース ・ フ ァ イルを コ ピー］ オプシ ョ ンを使用する場合は、 グルー
プからデータベースを削除し ないで く だ さい。

• 前に述べたよ う に、 VSSによるバッ クア ッ プの主な欠点は、 代替イ ンス タ ンスが同一サーバーおよびホ

ス ト または代替サーバーおよびホス ト のどち らに存在し ていても、 SQL Server VSS Writerがデータベー

スを代替イ ンス タ ンスにリ ス ト アする機能をサポー ト し ていないこ と です。

• 以下の手順は、 グループを元の格納先にリ ス ト アする場合か、 ［名前変更］ または ［再配置］ オプシ ョ ン
を使用し てグループを リ ス ト アする場合に適用されます。 ただ し、 名前変更または再配置 （あるいは両
方） オプシ ョ ンを使用し て リ ス ト アを実行する場合、 AlwaysOn可用性グループに元のデータベースを参

加させる こ とはできません。

1 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOnグループからデータベースを削除し ます。

a プ ラ イマ リ ・ レプ リ カで、 データベースに対し て ［データ移動を一時停止］ を選択し ます。

b すべてのセカ ンダ リ ・ レプ リ カで、 グループからデータベースを削除し ます。

c プ ラ イマ リ ・ レプ リ カで、 グループからデータベースを削除し ます。

2 該当するバッ クア ッ プから プ ラ イマ リ を リ ス ト ア し ます。

3 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ上のAlwaysOn可用性グループにデータベースを追加し ます。

4 各セカ ンダ リ ・ レプ リ カ上のAlwaysOn可用性グループにデータベースを追加し ます。

AlwaysOn可用性グループのVDIリ ス ト アの実行

1 セカ ンダ リ ・ レプ リ カ を削除し ます。

2 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を削除し ます。

3 該当するバッ クア ッ プから プ ラ イマ リ を リ ス ト ア し ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for SQL Server 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド        

データのリ ス ト ア
68



4 ス タ ン ド アロン ・ システムのプロセスを使用し て、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カの ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの
フルおよび差分バッ クア ッ プを実行し ます。

5 ス タ ン ド アロン ・ システムのプロセスを使用し て、 各セカ ンダ リ ・ レプ リ カのフル ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログおよび差分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを実行し ます。

これらのリ ス ト アでは、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カに一致するよ う にセカ ンダ リ ・ レプ リ カが設定されます。

6 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ上のAlwaysOn可用性グループにデータベースを追加し ます。

7 各セカ ンダ リ ・ レプ リ カ上のAlwaysOn可用性グループにデータベースを追加し ます。

AlwaysOn可用性グループのすべてのレプ リ カに追加されているデータベースのリ

ス ト ア例

以下の手順では、 AlwaysOn可用性グループのプ ラ イマ リ ・ レプ リ カおよびすべてのセカ ンダ リ ・ レプ リ カに追

加されているデータベースを リ ス ト アする方法を説明し ます。

1 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「リ ス ト アするオン ラ イ ンVDIデー

タの選択」 または 「VSSバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア対象データの選択」

を参照し て く だ さい。

前述し たよ う に、 同じ ジ ョ ブを使用し て複数のグループから複数のデータベースを リ ス ト アする こ とは
できません。 また、 同じ ジ ョ ブを使用し て、 グループに属し ているデータベース とグループに属し てい
ない別のデータベースを リ ス ト アする こ と もできません。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 VSSリ ス

ト ア とVDIリ ス ト アのどち ら を実行するかに応じ て、 該当するパラ メ ータ を設定し ます。

すべてのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに共通のオプシ ョ ンについて詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 または 「VSSバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

3 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンで、 以下の該当するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループから プ ラ イマ リ ・ データベースを削除］

▪ ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］

実行するプロセスによ り、 選択する必要のあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが決ま り ます。 た と えば、 フル ・
バッ クア ッ プのリ ス ト アを実行する場合は、 両方のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 ト ラ ンザクシ ョ
ン ・ ログのリ ス ト アを実行する場合は、 これらのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択し ないで く だ さい。 また、
［NO RECOVERY設定時］ オプシ ョ ンを選択し ている場合は、 ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループに

プ ラ イマ リ ・ データベースを追加］ を選択し ないで く だ さい。

4 以前、 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド上のAlwaysOn可用性グループからデータベースを削除し た場合は、 以下の

フ ィ ールド に入力し ます。

▪ ［次のAlwaysOn可用性グループに リ ス ト ア］ ： グループの名前を入力し ます。

▪ ［AlwaysOn可用性グループのプ ラ イマ リ ・ ノ ー ドのNetVault Backupク ラ イアン ト 名を入力］ （省

略可能） ： プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド で実行されている ク ラ イアン ト 名を入力し ます。 別のノ ー ドの名前
を入力する と、 リ ス ト アが失敗し ます。 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド でどのク ラ イアン ト が実行されてい
るかが不明な場合は、 SQL Server Management Studioを使用し て、 グループ内のプラ イマ リ ・

ノ ー ド を特定し ます。
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5 AlwaysOnの名前付き イ ンス タ ンスへリ ス ト アする場合のイ ンス タ ンス名フ ィ ールド にイ ンス タ ンス名を

入力し ます。

6 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナ

ラ イズと実行」 に記載されている手順を実行し ます。

7 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カから フル ・ データベースのバッ クア ッ プを実行し ます。

8 ステ ッ プ7で実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プでバッ クア ッ プ された各セカ ンダ リ ・ レプ リ カ

からのリ ス ト アを実行し ます。

プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を構成する各セカ ンダ リ ・ レプ リ カに対し て、 それぞれリ ス ト ア操作を実行し ま
す。

9 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOn可用性グループにセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を追加し

ます。

セカ ンダ リ ・ レプ リ カ を リ ス ト ア し て、 そのセカ ンダ リ ・ レプ リ カ をプ ラ イマ リ ・
レプ リ カに変換する例

以下の手順では、 仮想ク ラ イアン ト から取得し たバッ クア ッ プにセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を リ ス ト ア し、 そのセカ
ンダ リ ・ レプ リ カ をプ ラ イマ リ ・ レプ リ カ と し て機能するよ う に変換する方法を説明し ます。

1 セカ ンダ リ ・ レプ リ カで、 AlwaysOn可用性グループからデータベースを削除し ます。

2 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「リ ス ト アするオン ラ イ ンVDIデー

タの選択」 または 「VSSバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア対象データの選択」

を参照し て く だ さい。

前述し たよ う に、 同じ ジ ョ ブを使用し て複数のグループから複数のデータベースを リ ス ト アする こ とは
できません。 また、 同じ ジ ョ ブを使用し て、 グループに属し ているデータベース とグループに属し てい
ない別のデータベースを リ ス ト アする こ と もできません。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 VSSリ ス

ト ア とVDIリ ス ト アのどち ら を実行するかに応じ て、 該当するパラ メ ータ を設定し ます。

すべてのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに共通のオプシ ョ ンについて詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 または 「VSSバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

4 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンの ［ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス］ フ ィ ールド に、 セカ ンダ リ ・ レプ
リ カで実行されている ク ラ イアン ト 名を入力し ます。

5 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンで、 以下の該当するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

重要 ： 2番目のフ ィ ールドはオプシ ョ ン と なっていますが、 このシナ リ オの場合は必須です。 

 
正しい情報を入力し、 データベースがすでにそのグループの一部であるが、 ［リ ス ト ア前に
AlwaysOn可用性グループから プ ラ イマ リ ・ データベースを削除］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し な

い場合、 リ ス ト アが失敗し ます。 
 
データベースがグループの一部ではな く 、 ユーザーが誤った名前を指定し てお り、 プ ラ イマ リ ・ レ
プ リ カ上にク ラ イアン ト がある こ と を本プ ラグイ ンが確認できない場合、 本プ ラグイ ンはデータ
ベースを リ ス ト ア し ます。 ただ し、 グループにデータベースを追加する こ とはできません。 
 
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行し、 プ ラ イマ リ ・ ク ラ イアン ト およびグループ名を入力し た後に、 別の
ノ ー ドへのフ ェ イルオーバーが発生し た場合は、 新しいク ラ イアン ト 名を反映するため ［リ ス ト
ア ・ オプシ ョ ン］ に保存されている情報を更新し ます。 更新し ない場合、 そのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブの
後続の実行が失敗し ます。

ヒ ン ト ： イ ンス タ ンス名の入力のみ行います。 完全修飾名<HostName>\<InstanceName>を入力す

る と、 プ ラグイ ンはホス ト 名を無視し ます。
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▪ ［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループから プ ラ イマ リ ・ データベースを削除］

▪ ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］

実行するプロセスによ り、 選択する必要のあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが決ま り ます。 た と えば、 フル ・
バッ クア ッ プのリ ス ト アを実行する場合は、 すべてのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ログのリ ス ト アを実行する場合は、 これらのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択し ないで く だ さい。 ま
た、 ［NO RECOVERY設定時］ オプシ ョ ンを選択し ている場合は、 ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グルー

プにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］ を選択し ないで く だ さい。

6 ［次のAlwaysOn可用性グループに リ ス ト ア］ に、 グループ名を入力し ます。

7 AlwaysOnの名前付き イ ンス タ ンスへリ ス ト アする場合のイ ンス タ ンス名フ ィ ールド にイ ンス タ ンス名を

入力し ます。

8 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナ

ラ イズと実行」 に記載されている手順を実行し ます。

9 セカ ンダ リ ・ レプ リ カへのフ ェ イルオーバーを実行し ます。

10 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOn可用性グループに割り当てられているすべての

データベースについて、 そのセカ ンダ リ ・ レプ リ カ をプ ラ イマ リ ・ レプ リ カ と し て指定し ます。

11 SQL Server Management Studioを使用し て、 新しいプラ イマ リ ・ レプ リ カ上のグループにデータベース

を追加し直し ます。

12 新しいプ ラ イマ リ ・ レプ リ カのデータベースおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのフル ・ バッ クア ッ プを実
行し ます。

13 前の手順で実行し たフル ・ バッ クア ッ プおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを使用し て、 各
セカ ンダ リ ・ レプ リ カに対し て リ ス ト アを実行し ます。

各セカ ンダ リ ・ レプ リ カで、 AlwaysOn可用性グループからそのノ ー ドのデータベースを削除し、 ト ラ ン

ザクシ ョ ン ・ ログのフル ・ リ ス ト アを実行し ます。

14 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOn可用性グループにセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を追加し

ます。

AlwaysOn可用性グループのVDIバッ クア ッ プのリ ス ト ア例

以下の手順では、 VDIバッ クア ッ プのリ ス ト ア方法について説明し ます。 この手順は、 「AlwaysOn可用性グルー

プのVDIによる フル ・ バッ クア ッ プの作成例」 で説明し た例に基づいています。 また、 以下の手順では、 ト ラ ン

ザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 このプロセスは、 前のバッ クア ッ プ例には含
まれていません。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページのセーブセ ッ ト ・ テーブルで、 リ ス ト アするプ

ラ イマ リ ・ レプ リ カのフル ・ バッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするAlwaysOn可用性グループを選択し ます。

このセーブセ ッ ト に含まれているすべてのデータベースを含めます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［NO RECOVERY設定時］ を選択し ます。

6 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンで、 ［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループから プラ イマ リ ・

データベースを削除］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： イ ンス タ ンス名の入力のみ行います。 完全修飾名<HostName>\<InstanceName>を入力す

る と、 プ ラグイ ンはホス ト 名を無視し ます。

重要 ： この手順を実行するには、 残りのセカ ンダ リ ・ レプ リ カからデータベースを削除し、 この削
除プロセスが完了するまで新しいプ ラ イマ リ ・ レプ リ カへのデータベースの追加を延期する必要が
ある場合があり ます。
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［NO RECOVERY設定時］ オプシ ョ ンを選択し ているため、 ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプ

ラ イマ リ ・ データベースを追加］ を選択し ないで く だ さい。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

8 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

9 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 バッ クア ッ プのターゲッ ト と同じ仮想ク ラ イアン ト を選択し ます。

10 ［保存＆実行］ を ク リ ッ ク し、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを使用し て、 進捗状況を監視し ます。

［セカ ンダ リ に関する警告］ ステータ スが、 最長20分間表示される場合があり ます。 実行ステータ スが

［リ ス ト ア完了］ になるまで次のプロセスに進まないで く だ さい。

11 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

12 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページのセーブセ ッ ト ・ テーブルで、 リ ス ト アするプ

ラ イマ リ ・ レプ リ カの増分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ま
す。

13 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア時に選択し たAlwaysOn可用性

グループ とデータベースを選択し ます。

14 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

15 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［RECOVERY設定時］ を選択し ます。

16 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンで、 ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプラ イマ リ ・ デー

タベースを追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

その他のチ ェ ッ クボ ッ クスは選択し ないで く だ さい。

17 ［次のAlwaysOn可用性グループに リ ス ト ア］ フ ィ ールド に、 グループ名を入力し ます。

18 ［AlwaysOn可用性グループのプ ラ イマ リ ・ ノ ー ドのNetVault Backupク ラ イアン ト 名を入力］ で、 プラ

イマ リ ・ ノ ー ド上のク ラ イアン ト 名を入力し ます。

NetVault Backup仮想ク ラ イアン ト 名を入力し たこ と を確認し ます。 ホス ト 名またはSQL Serverイ ンス タ

ンスなど、 他の名前を入力し ないで く だ さい。

19 バッ クア ッ プを、 デフ ォル ト のイ ンス タ ンスではな く 、 名前付きSQL Serverイ ンス タ ンスに リ ス ト アす

る場合、 ［AlwaysOnの名前付き イ ンス タ ンスへリ ス ト アする場合のイ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド にイ ン

ス タ ンス名を入力し ます。

20 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

21 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

22 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 バッ クア ッ プのターゲッ ト と同じ仮想ク ラ イアン ト を選択し ます。

23 ［保存＆実行］ を ク リ ッ ク し、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを使用し て、 進捗状況を監視し ます。

実行ステータ スが ［リ ス ト ア完了］ になるまで次のプロセスに進まないで く だ さい。

プ ラ イマ リ ・ レプ リ カのリ ス ト アの完了後、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カのバッ クア ッ プを作成し ます。 バッ
クア ッ プが完了し たら、 新しいバッ クア ッ プを使用し て各セカ ンダ リ ・ レプ リ カ を リ ス ト ア し ます。

24 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

25 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

26 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

27 選択ツ リーで、 リ ス ト ア対象の最初のセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を開き、 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を
開きます。

名前の後に 「（リ ス ト ア中）」 と表示されているAlwaysOn可用性グループの一部であったデータベース。

28 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を選択し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

ヒ ン ト ： イ ンス タ ンス名の入力のみ行います。 完全修飾名<HostName>\<InstanceName>を入力す

る と、 プ ラグイ ンはホス ト 名を無視し ます。
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29 セキュ リ テ ィ 情報を入力し、 ［イ ンス タ ンス名］ について （ローカル） などの適切なログイ ン情報を入力
し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

30 各セカ ンダ リ ・ レプ リ カに対し てステ ッ プ27からステ ッ プ29を繰り返し ます。

31 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カの選択ツ リーで、 バッ クア ッ プするデータベースを選択し ます。

これらのデータベースは、 セカ ンダ リ ・ レプ リ カ上で ［（リ ス ト ア中）］ と し て識別されるデータベース
と同じ ものです。

32 VDIベースのフル ・ データベースのバッ クア ッ プを実行し ます。

33 フル ・ データベースのバッ クア ッ プで使用し たセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用し て、 増分 ト ラ ンザクシ ョ
ン ・ ログのバッ クア ッ プを実行し ます。

34 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

35 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページのセーブセ ッ ト ・ テーブルで、 ステ ッ プ32を実

行し たプ ラ イマ リ ・ レプ リ カのフル ・ バッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

36 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータベースを選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプ
シ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

37 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［NO RECOVERY設定時］ を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］

を ク リ ッ ク し ます。

38 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

39 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 セカ ンダ リ ・ レプ リ カの仮想ク ラ イアン ト 名を選択し ます。

40 ［保存＆実行］ を ク リ ッ ク し、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを使用し て、 進捗状況を監視し ます。

41 ステ ッ プ34～ステ ッ プ40を繰り返し、 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カからセカ ンダ リ ・ レプ リ カに増分 ト ラ ンザ

クシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

42 セカ ンダ リ ・ レプ リ カから、 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOn可用性グループに該

当する各データベースを追加し ます。

該当するセカ ンダ リ ・ ノ ー ド でこの手順をローカルに実行し ます。

43 グループに含まれる各セカ ンダ リ ・ レプ リ カに対し て、 ステ ッ プ34～ステ ッ プ42を繰り返し ます。
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プラ イマ リ ・ レプ リ カに存在し ないデータベースを リ ス ト アする例

以下の手順は、 リ ス ト ア前にプ ラ イマ リ ・ レプ リ カからデータベースが削除された場合に、 AlwaysOn可用性グ

ループにデータベースを リ ス ト アする方法を示し ています。

1 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「リ ス ト アするオン ラ イ ンVDIデー

タの選択」 または 「VSSバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア対象データの選択」

を参照し て く だ さい。

前述し たよ う に、 同じ ジ ョ ブを使用し て複数のグループから複数のデータベースを リ ス ト アする こ とは
できません。 また、 同じ ジ ョ ブを使用し て、 グループに属し ているデータベース とグループに属し てい
ない別のデータベースを リ ス ト アする こ と もできません。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 VSSリ ス

ト ア とVDIリ ス ト アのどち ら を実行するかに応じ て、 該当するパラ メ ータ を設定し ます。

すべてのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに共通のオプシ ョ ンについて詳し く は、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 または 「VSSバッ クア ッ プからの

データのリ ス ト ア」 の 「VSSリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

3 ［AlwaysOn可用性グループ］ セクシ ョ ンで、 ［リ ス ト ア前にAlwaysOn可用性グループから プラ イマ リ ・

データベースを削除］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。

4 必要に応じ て、 ［リ ス ト ア後AlwaysOn可用性グループにプ ラ イマ リ ・ データベースを追加］ チ ェ ッ ク ・

ボ ッ クスを選択、 または選択解除し ます。

5 以下のフ ィ ールド に入力し ます （必須） ：

▪ ［次のAlwaysOn可用性グループに リ ス ト ア］ ： グループの名前を入力し ます。

▪ ［AlwaysOn可用性グループのプ ラ イマ リ ・ ノ ー ドのNetVault Backupク ラ イアン ト 名を入力］ （省

略可能） ： プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド で実行されている ク ラ イアン ト 名を入力し ます。 別のノ ー ドの名前
を入力する と、 リ ス ト アが失敗し ます。 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド でどのク ラ イアン ト が実行されてい
るかが不明な場合は、 SQL Server Management Studioを使用し て、 グループ内のプラ イマ リ ・

ノ ー ド を特定し ます。

6 バッ クア ッ プを、 デフ ォル ト のイ ンス タ ンスではな く 、 名前付きSQL Serverイ ンス タ ンスに リ ス ト アす

る場合、 ［AlwaysOnの名前付き イ ンス タ ンスへリ ス ト アする場合のイ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド にイ ン

ス タ ンス名を入力し ます。

7 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の 「オン ラ イ ンVDIリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナ

ラ イズと実行」 に記載されている手順を実行し ます。

8 プ ラ イマ リ ・ レプ リ カから フル ・ データベースのバッ クア ッ プを実行し ます。

9 ステ ッ プ7で実行し たフル ・ データベースのバッ クア ッ プでバッ クア ッ プ された各セカ ンダ リ ・ レプ リ カ

からのリ ス ト アを実行し ます。

プ ラ イマ リ ・ レプ リ カ を構成する各セカ ンダ リ ・ レプ リ カに対し て、 それぞれリ ス ト ア操作を実行し ま
す。

10 SQL Server Management Studioを使用し て、 AlwaysOn可用性グループにセカ ンダ リ ・ レプ リ カ を追加し

ます。

データベースの名前変更または移動
本プ ラグイ ンでは、 リ ス ト ア中にデータベースを別の名前で リ ス ト アできます。 データベース名の変更は、 既存
のバージ ョ ンを上書き し た く ない場合やデータベースのコ ピーを作成する場合に便利です。 また、 本プ ラグイ ン
でのリ ス ト ア中に、 データベースを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する こ と もできます。

ヒ ン ト ： イ ンス タ ンス名の入力のみ行います。 完全修飾名<HostName>\<InstanceName>を入力す

る と、 プ ラグイ ンはホス ト 名を無視し ます。
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1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for SQL Server］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 で説明し た手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ セー

ブセ ッ ト から リ ス ト アするデータベースを選択し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページでデータベースを選択し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変
更］ を選択し ます。

3 ［名前変更/再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 適切な情報を入力し ます。

▪ ［名前変更］ ： 新しい名前を入力し ます。

▪ ［再配置］ ： 新しいパスを入力し ます。

本プ ラグイ ンでは、 ログ ・ フ ァ イルをデータ ・ フ ァ イル ・ デ ィ レ ク ト リ以外のデ ィ レ ク ト リ に移
動できます。 別々のデ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アするには、 データ ・ フ ァ イルおよびログ ・ フ ァ イル
のリ ス ト ア先デ ィ レ ク ト リのパスを入力し ます。 まず、 データ ・ フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を入力
し て、 次に、 ログ ・ フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リへのパスを入力し ます。 2つのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは

カ ンマで区切り ます （カ ンマの前後にスペースを入れないよ う 注意し て く だ さい）。 このフ ィ ール
ド に指定し たデ ィ レ ク ト リは、 ジ ョ ブの実行時に存在し ている必要があ り ます。

4 変更を適用するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の説明に従い、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

代替イ ンス タ ンスへのデータベースのリ ス ト ア
本プ ラグイ ンのVDIベース ・ バッ クア ッ プ方法を使用する と、 データベース ・ サーバーで実行中の代替SQL 
Serverイ ンス タ ンスにデータベースを リ ス ト アする こ とができます。 このタ イプのリ ス ト アを実行する手順につ

いては、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。 このプロセスではAlwaysOn可用性グループの使用はサポー ト さ

れません。

重要 ： フル ・ フ ァ イルおよびフ ァ イル ・ グループのバッ クア ッ プ方法 （VDIでのみ使用可能） を使用し て

データベースのコ ピーを作成するには、 別のSQL Serverイ ンス タ ンスに リ ス ト アする必要があり ます。 

 
VSSベース ・ リ ス ト ア中にデータベースの名前を変更する場合、 データベース ・ フ ァ イルも代替デ ィ レ ク

ト リ に移動する必要があり ます。 データベース ・ フ ァ イルが代替デ ィ レ ク ト リ に移動されていない場合、
リ ス ト アは失敗に終わり ます。 これは、 VSSではデータやログ ・ フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する

まで、 データベースの名前を変更できないために発生し ます。 VSSベースのリ ス ト ア用にデータやログ ・

フ ァ イルを移動する場合、 移動先のデ ィ レ ク ト リが移動元のデ ィ レ ク ト リ と異なれば、 データ ・ フ ァ イル
と ログ ・ フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に以降する こ とができます。

重要 ： VSSベース ・ リ ス ト ア中にデータベースの名前を変更する場合、 データベース ・ フ ァ

イルも代替デ ィ レ ク ト リ に移動する必要があ り ます。 データベース ・ フ ァ イルが代替デ ィ レ
ク ト リ に移動されていない場合、 リ ス ト アは失敗に終わり ます。 これは、 VSSではデータや

ログ ・ フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動するまで、 データベースの名前を変更できないた
めに発生し ます。 VSSベースのリ ス ト ア用にデータやログ ・ フ ァ イルを移動する場合、 移動

先のデ ィ レ ク ト リが移動元のデ ィ レ ク ト リ と異なる場合は、 データ ・ フ ァ イルと ログ ・ フ ァ
イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する こ とができます。

メ モ ： WebUIで、 データベース名と一緒に、 名前変更および再配置情報が括弧内に表示されます。

データベース ・ フ ァ イルの名前は、 新しい名前と元の名前を連結し て変更されます
（<NewName>_<OriginalName>）。

重要 ： データベースを同じサーバーにある代替イ ンス タ ンスに リ ス ト アする予定で、 元のデータベースが
まだ存在し ている場合、 前に 「データベースの名前変更または移動」 で説明し た ［名前変更］ / ［再配置］

オプシ ョ ンを使用し ます。 このオプシ ョ ンを使用し てデータ フ ァ イルの名前を変更するかデータ フ ァ イル
を移動し て、 元のデータベースの同じ フ ァ イルを上書き し た り、 同じ フ ァ イルと競合し た り し ないよ う に
し ます。
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図4. 代替イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア

1 このタ イプのリ ス ト アを開始する前に、 以下の前提条件を満た し ている こ と を確認し て く だ さい。

▪ SQL Serverのバージ ョ ンが同一である こ と ： データのバッ クア ッ プ元のソース ・ イ ンス タ ンス と

データのリ ス ト ア先のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスで同じバージ ョ ンのSQL Serverが稼働し ている

必要があり ます。

▪ イ ンス タ ンスがアクセス可能に設定されている こ と ： データベースのリ ス ト ア先イ ンス タ ンスが
プ ラグイ ンからアクセス可能である必要があ り ます。 イ ンス タ ンスのアクセス設定について詳し
く は、 「認証の詳細を設定する」 を参照し て く だ さい。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for SQL Server］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 で説明し た手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ セー

ブセ ッ ト から リ ス ト アするデータベースを選択し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。 次に、
「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の説明に従って、 リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを設定

し ます。

4 また、 ［ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス］ パラ メ ータ を設定し ます。

選択し たデータベースのリ ス ト ア先イ ンス タ ンスの名前を指定し ます。 このフ ィ ールド には、 完全修飾
名 （<ホス ト 名>\<イ ンス タ ンス名> － 例 ： WIN2K3\SQLINSTANCE2など） またはイ ンス タ ンス名 （例 ： 
SQLINSTANCE2） を入力できます。

5 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 で説明し た手順に従って、 手順を完了し ます。

代替SQL Serverへのデータのリ ス ト ア
プ ラグイ ンでデータベースを同じデータベース ・ サーバー上の別のSQL Serverイ ンス タ ンスに リ ス ト アできる

のと同様に、 リ ス ト ア ・ プロセス中に別のSQL Serverを ターゲッ ト にする こ とができます。 このプロセスでは

AlwaysOn可用性グループの使用はサポー ト されません。

重要 ： VDIベースのバッ クア ッ プについて、 このタ イプのリ ス ト ア実行中に、 データベースを名前

変更/移動する こ と もできます。 詳細は、 「データベースの名前変更または移動」 を参照し て く だ さ

い。
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図5. 代替SQL Serverへのリ ス ト ア

この機能は、 障害復旧操作を実行する場合に便利です。 データベースを別のSQL Serverに リ ス ト アするには、

次の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。 この手順を利用し てNetVault Backup仮想マシンを、 ス タ ン ド アロン

NetVault Backupク ラ イアン ト へリ ス ト アする こ と もできます。

1 このタ イプのリ ス ト アを開始する前に、 新しいリ ス ト ア ・ ターゲッ ト が以下の前提条件を満た し ている
こ と を確認し て く だ さい。

▪ 同一バージ ョ ンのSQL Serverがイ ンス ト ールされている こ と ： SQL Serverのバージ ョ ンが、 既存

のデータベース ・ サーバーで稼働し ているバージ ョ ン と同じ である必要があ り ます。

▪ NetVault Backupソ フ ト ウ ェ ア とPlug-in for SQL Serverがイ ンス ト ールされている こ と ： 新規リ

ス ト ア ・ ターゲッ ト 上で同じバージ ョ ンのNetVault Backupソ フ ト ウェ ア と プラグイ ンがイ ンス

ト ールされ設定されている必要があり ます。

▪ NetVault Backupサーバーにク ラ イアン ト が追加されている こ と ： NetVault BackupWebUIの ［ク

ラ イアン ト 管理］ ページを使用し て、 ターゲッ ト ・ マシンをNetVault Backupサーバーに追加する

必要があり ます。

▪ 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト にSQL Serverイ ンス タ ンスが必ず存在し ている こ と ： 新しいリ ス ト

ア ・ ターゲッ ト にSQL Serverイ ンス タ ンスが存在し ている必要があ り ます。 このイ ンス タ ンスが

移動リ ス ト アのターゲッ ト と な り ます。 SQL Serverでこのイ ンス タ ンスを正し く 設定するだけで

な く 、 新しいリ ス ト ア ・ ターゲッ ト 上のプ ラグイ ンからアクセス可能である必要があ り ます。 イ
ンス タ ンスをアクセス可能に設定する方法については、 「認証の詳細を設定する」 を参照し て く だ
さい。

2 masterおよびmsdbデータベースのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

重要 ： MicrosoftのVSSバッ クア ッ プ方法では、 代替イ ンス タ ンスへのVSSベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト

アをサポー ト し ていません。 従って、 Plug-in for SQL Serverを使用し たVSSベースのバッ クア ッ プの代替

イ ンス タ ンスへのリ ス ト アもサポー ト されません。 
 
デ ィ ザス タ ・ リ カバリ ・ シナリ オでは、 次の手順を使用し てmasterおよびmsdbデータベースのバッ ク

ア ッ プを リ ス ト ア し ます。 masterデータベースのリ ス ト ア後、 サーバーを再起動し ます。 各データベース

を リ ス ト ア し、 リ カバリ し ます。
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3 masterデータベースのリ ス ト ア後、 サーバーを再起動し ます。

4 各データベースを リ ス ト ア し、 リ カバリ し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］
リ ス ト から ［Plug-in for SQL Server］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 で説明し た手順に従って、 バッ クア ッ

プ ・ セーブセ ッ ト から リ ス ト アするデータベースを選択し ます。

b ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。
次に、 「オン ラ イ ンVDIバッ クア ッ プからのデータのリ ス ト ア」 の説明に従って、 リ ス ト ア ・ オプ

シ ョ ンを設定し ます。

c また、 ［ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス］ パラ メ ータ を設定し ます。

［ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス］ - 選択し たデータベースのリ ス ト ア先と なる新しいデータベース ・

サーバー上のイ ンス タ ンスの完全修飾名を指定し ます。 このフ ィ ールド にはイ ンス タ ンス名のみ
を入力し て く だ さい。 サーバー名を含める と リ ス ト アが失敗し ます。

d ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

e デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。
ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とは
できません。 Windowsの場合は長さ制限はあ り ませんが、 40文字以内に収める こ と をお勧めし ま

す。

f ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト を選択し ます。

g ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

h ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り
できます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

重要 ： 代替サーバーへリ ス ト アを実行する場合、 リ ス ト ア済みmasterデータベースの名前やリ ス ト

ア先パスを変更する こ とはできません。 masterデータベースは、 リ ス ト ア用ターゲッ ト 内に格納さ

れているmasterデータベースの現在位置へリ ス ト ア されます。

メ モ ： デフ ォル ト SQL Serverイ ンス タ ンスを代替サーバーへリ ス ト アする場合は、 ［ター

ゲ ッ ト ・ イ ンス タ ンス］ にリ ス ト ア先サーバー名を入力できます （例 ： MSSQLSERVER）。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 この表に記載されていないエラーが発生
し た場合は、 NetVault BackupログからSQL Serverエラー番号を取得し、 関連するSQL Serverド キュ メ ン ト で解

決手段を参照し て く だ さい。

表1. ト ラ ブルシューテ ィ ング

症状 原因/問題点 解決方法

ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログ ・ バッ クア ッ プ
に失敗し た

単純復旧モデル ・ データベースでは、 ト ラ
ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを実行
できません。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのバッ クア ッ プを
実行するには、 データベースの復旧モデル
を完全復旧モデルに設定する必要があり ま
す。

または、 単純復旧モデル ・ データベースの
選択を解除し て く だ さい。

バッ クア ッ プに失敗
し た

フ ァ イルおよびフ ァ イルグループのバッ ク
ア ッ プに失敗する と、 ログに以下のエラー ・
メ ッ セージが表示されます。

“The primary filegroup cannot be backed up 
as a file backup because the database is 
using the SIMPLE recovery model.Consider 
taking a partial backup by specifying 
READ_WRITE_FILEGROUPS. （データベー

スで単純復旧モデルを使用し ているため、
フ ァ イルのバッ クア ッ プ と し てプ ラ イマ リ ・
フ ァ イルグループをバッ クア ッ プできませ
ん。 READ_WRITE_FILEGROUPSを指定し

て部分バッ クア ッ プを実行する こ と を検討
し て く だ さい。） ”

単純復旧モデル ・ データベースのセカ ンダ
リ ・ フ ァ イルグループのみを含めるよ う セ
レ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を変更するか、 バッ ク
ア ッ プ ・ タ イプ と し て部分データベースの
バッ クア ッ プまたは差分部分データベース
のバッ クア ッ プを選択し て く だ さい。

バッ クア ッ プに失敗
し た

ユーザー <ユーザー名>のログイ ンに失敗し

ま し た。

プラグイ ンのパスワー ドの入力が正しいか
ど うかを確認し ます。

バッ クア ッ プが警告
と共に完了し た

バッ クア ッ プ完了時にこのステータ スが表
示された後、 ジ ョ ブに対するNetVault 
Backupログ ・ エン ト リ で以下の一方または

両方のメ ッ セージが表示されているかを確
認し ます。

• Failed to add backup record （バッ ク

ア ッ プ記録を追加できません）

• Failed to write index of backup to the 
database （バッ クア ッ プのイ ンデッ

クスをデータベースに書き込めませ
ん）

これらのメ ッ セージは、 選択されたデータ
のバッ クア ッ プは完了し たものの、 NetVault 
Backupによ ってジ ョ ブのイ ンデッ クス情報

がデータベースに適切に追加されなかった
こ と を示し ます。 このイ ンデッ クス情報が
追加されていないと、 データは正し く リ ス
ト ア されません。

方法1 ：

［デバイス管理］ ページを開いてバッ ク
ア ッ プ ・ メ デ ィ アを選択し、 ［スキャ ン］
を ク リ ッ ク し ます。 NetVault Backupでは、

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのイ ンデッ クス情報
はNetVaultデータベース とバッ クア ッ プ対

象メ デ ィ アの双方に保存されます。 このス
キャ ンを実行する こ と で、 イ ンデッ クス情
報が、 NetVaultデータベースに書き込まれ

ます。 情報が追加されたこ と を確認するに
は、 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページを開いて対
象のジ ョ ブを見つけます。 ジ ョ ブを実行で
きるよ う になった場合、 スキャ ン ・ プロセ
スによ り問題が修正されています。

方法2 ：

方法1が失敗し た場合は、 バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブを再実行し ます。
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LinuxまたはUNIX上

にイ ンス ト ールされ
ているNetVault 
Backupサーバーか

らのVSSリ ス ト アが

失敗し ます。

本プ ラグイ ンでは、 デフ ォル ト でバッ ク
ア ッ プ ・ テープのメ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト
はMTFである と想定し ています。 これは、

Windowsで通常最も よ く 使われているため

です。 ただ し、 LinuxおよびUNIXはメ デ ィ

ア ・ フ ォーマ ッ ト にCPIOを使用し ます。

プラグイ ンを設定し て、 VSSリ ス ト ア中の

メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト にCPIOを使用す

るよ う指定する必要があり ます。 詳細は、
「プラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照
し て く だ さい。

仮想ク ラ イアン ト の
下にAlwaysOn可用

性グループが表示さ
れない

仮想ク ラ イアン ト の下にグループが表示さ
れない場合、 SQL Serverイ ンス タ ンスの

サービスが実行されていない可能性があり
ます。 有効なログイ ン認証情報が ［すべて
のイ ンス タ ンス］ レベルでプ ラグイ ンに設
定されなかった可能性もあり ます。

• SQL Server Configuration 
Managerを使用し てサービスが実

行中か確認し ます。

• 選択ツ リーの適切な仮想ク ラ イア
ン ト の下にある ［すべてのイ ンス
タ ンス］ ノ ー ド に有効な認証情報
を設定し ているか確認し ます。 詳
細は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照
し て く だ さい。

ノ ー ド を開 く のに時
間がかかる

ノ ー ドの次のレベルを展開するために、 プ
ラグイ ンはSQL Serverに対し イ ンス タ ンス

およびク ラス タ情報を問い合わせます。 プ
ラグイ ンがWindowsサービスが実行されて

いないイ ンス タ ンスに対し問い合わせまた
はログイ ンを行う と、 SQL Serverによる長

時間のタ イムアウ ト が発生する こ とがあり
ます。 NetVault Backupでは5分間のタ イム

アウ ト を使用し ます。 NetVault Backupのタ

イムアウ ト を超える と、 プ ラグイ ンはエ
ラー ・ メ ッ セージを表示し、 ノ ー ドは開き
ません。 ログイ ンおよびクエ リ ・ プロセス
で遅延を発生させている問題に対処し ます。

• SQL Server Configuration 
Managerを使用し てサービスが実

行中か確認し ます。

• プラグイ ンがSQL Serverへログイ

ンするためのデフ ォル ト の認証情
報を入力し ます。 詳細は、 「ク ラ イ
アン ト のすべてのイ ンス タ ンスに
ログオン認証情報を入力」 を参照
し て く だ さい。

• イ ンス タ ンスの一部に他の認証情
報が必要な場合、 選択ツ リーで適
切なイ ンス タ ンスまたはAlwaysOn
可用性グループ ・ ノ ー ド を使用し
てそのイ ンス タ ンスのログイ ン認
証情報を入力し ます。 詳細は、 「特
定のSQL Serverイ ンス タ ンスにデ

フ ォル ト のログオン認証情報を入
力」 を参照し て く だ さい。

• ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を
開いて特定のイ ンス タ ンスまたは
AlwaysOn可用性グループのログイ

ン認証情報を設定する必要がある
が、 NetVault Backupのタ イムアウ

ト 設定によ り ［すべてのイ ンス タ
ンス］ ノ ー ドが開けない場合、 ［物
理ク ラ イアン ト の長時間タ イムア
ウ ト ］ オプシ ョ ンを使用し て ノ ー
ドのタ イムアウ ト 値を変更し ます。
詳細については、 『QuestNetVault 
Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表1. ト ラ ブルシューテ ィ ング

症状 原因/問題点 解決方法
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VSSバッ クア ッ プお

よびリ ス ト ア ・ ジ ョ
ブは、 NetVault 
BackupからOS上で

実行されている同時
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブによ って、 失敗す
る場合があり ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し ている2つのバッ

クア ッ プ/リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが同時に実行す

るよ う スケジュールされている と、 いずれ
かのジ ョ ブが失敗する場合があり ます。 ロ
グには
VSS_E_SNAPSHOT_SET_IN_PROGRESS
と表示されます。 このメ ッ セージは、 VSS
が2つの異なるスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ セ ッ ト の

同時取得をサポー ト し ていないこ と を示し
ます。

対象のク ラ イアン ト で複数のジ ョ ブを同時
に実行し ないこ と をお勧めし ます。

ジ ョ ブを再スケジュールするか、 1回限り

のジ ョ ブの場合、 30分後にジ ョ ブに戻り再

実行し ます。

SQL ServerのVSS
バッ クア ッ プおよび
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ
は、 ログにエラーが
表示されて失敗する
場合があり ます。

VSSオプシ ョ ンを使用し たSQL Serverの
バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブは、
ログに次のいずれかのエラーが表示されて
失敗する場合があり ます。

VSS_E_WRITERERROR_RETRYABLE

VSS_E_SNAPSHOT_SET_IN_PROGRESS

VSS_E_FREEZE_TIMEOUT

失敗し たバッ クア ッ プ/リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

を30分後に再実行/再試行し ます。 

プ ラグイ ンのア ッ プ
グレー ド に失敗し ま
す。

Plug-in for SQL Serverプロセスの実行中に

は、 プ ラグイ ンのア ッ プグレー ド に失敗し、
ア ッ プグレー ド中にエラー ・ メ ッ セージが
表示される こ とがあり ます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールに失敗し た
キーを イ ンス ト ールできない

SQL Serverが実行中のNetVault 
BackupClientでは、 nvsqlserverとい う

名前の1つまたは複数のPlug-in for SQL 
Serverプロセスが実行されているか確認し

て く だ さい。 Plug-in for SQL Server、
nvsqlserver、 プロセスの実行を終了し ま

す。 Windows Process Explorerユーテ ィ リ

テ ィ 、 またはNetVault Backup nvpview
ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 プロセスを表
示および終了し ます。

あるいは、 SQL Serverを実行し ている

NetVault BackupClientでNetVault Backup
サービスを再起動 （いったん停止し てから
起動） し ます。

VDIバッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブは、 NetVault 
Backupのバイナ リ ・

ログに次のよ う な
メ ッ セージを表示し
ます。

ODBCエラー ： バッ

クア ッ プまたはリ ス
ト ア履歴/詳細レ

コー ド をmsdbデー

タベースに挿入でき
ません。

バッ クア ッ プには、 名前の長さが117文字を

超えるデータベースが1件または複数含まれ

ます。 名前の長さが117文字を超えるデータ

ベースそれぞれに対し て、 ODBCエラー ・

メ ッ セージが表示されます。

VDIバッ ク ア ッ プ方法を使用し てバッ ク

ア ッ プを実行し ている場合は、 環境内にあ
るデータベース名を長さ117文字以内にし

て く だ さい。

表1. ト ラ ブルシューテ ィ ング

症状 原因/問題点 解決方法
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではあ り ません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Questは、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しいQuestへよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世界

への参加） に招待されま し た。

弊社のブラ ン ド、 弊社のビジ ョ ン。 お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しいQuestに加わる必要がある こ と

を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 www.quest.com/contactを参照し て く ださい。

テ クニカル ・ サポー ト 用リ ソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Questの有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Questサポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。
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• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。

本製品に使用されているサー ドパーテ ィ
製品
この製品には、 以下のサー ドパーテ ィ 製コ ンポーネン ト が含まれています。 サー ド パーテ ィ のラ イセンス情報に
ついては、 https://www.quest.com/legal/license-agreements.aspxを参照し て く だ さい。 アス タ リ スク （*） が付い

ている コ ンポーネン ト のソース ・ コー ド についてはhttps://opensource.quest.comを参照し て く だ さい。

表2. 本製品に使用されているサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アのリ ス ト

コ ンポーネン ト ラ イセンスまたは承認

zlib 1.2.5 copyright © 1995-2010 Jean-loup Gailly and Mark Adler.
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